




シナノで須恵器が用いられ始めた頃

1　はじめに

以前､関東地方の須恵器について書いたことがある(文献1)｡また､その後長野県内

の須恵器についても同様な視点でまとめたことがある(文献2 ･ 3)｡その当時と現在の

初期須恵器･古式須恵器(文献4)の出土件数をくらべると､その資料の増加に目をみは

るものがある｡長野県内においても例外ではなく､千曲川や天竜川の各水系を中心にその

貴重な資料がみられ､シナノの性格をあらわすような出土状況を示している(第1囲)0

今回扱う資料は土師券編年でいう和泉期から鬼高期にかけての5世紀中頃から6世紀代

を中心とし､須恵器が出土した住居跡(集落卜古墳･祭紀跡･生産跡のそれぞれについ

てふれてみることとした｡小論を善くにあたっては､須恵券の型式観については､田辺昭

三氏(文献5)の業績によるところとし､また､土師器の型式観については､杉原荘介氏

(文献6)による業績にその大枠をよることとした｡

2　住居跡出土の須恵器

住居跡から出土する初期須恵器･古式須恵器の出土状況については､大阪府陶邑古窯跡

群周辺地域や各地方窯周辺地域において多くの出土状況がみられ､単純に考えて､生産地

城から距離が遠くなるにつれてその量は減少にむかうといえる｡また畿内においても集落

内からの出土をみるものの､とくに初期須恵器については溝や土境内からの出土例が多い

(文献7)0

東国に位置するシナノにおける住居跡出土の須恵券については､関東地方の群馬県(上

毛野国) ･埼玉県(武蔵国) ･千葉県(上絵国)などのような総体的な量はみられないが､

特筆すべき点は､南信地域の飯田･下伊那地域や北信地域の善光寺平南域の限られた集落

内から初期須恵器･古式須恵器の出土がみられることである｡以下､県内におけるいくつ

かの調査事例を参考にしながら､その性格について考えてみたい｡

飯田市天伯B遺跡･山岸遺跡は切石遺跡群に属し､それぞれ遺跡名は異なるものの､松

川右岸沿いに細長く続く段丘上に位置し､同一遺跡と考えられ､ここでは-遺跡として扱

うこととする(文献8 ･ 9)｡天伯B ･山岸遺跡ではカマドを有する鬼高期の住居跡が63

軒(天伯B-30･山岸-33)確認されており､各住居跡の時間差を第Ⅰ期･第Ⅱ期･第

Ⅲ期とわけられている｡第Ⅰ期のものは6軒(天伯B-1 ･山岸-5)で須恵器が出土し

たものは3軒､第Ⅱ期のものは39軒(天伯B-13･山岸-21)で須恵器が出土したもの

は22軒あり､第Ⅲ期のものは9軒(天伯B-6 ･山岸-2)で須恵器の出土したものは

7軒であった｡ (第1図)この集落の特徴は､土師券の高杯の出土率が高いこと､そして

特に天伯B地域では石製模造品の出土の多いことが指摘できる｡鬼高式土器とともに出土
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した須恵器の型式については､ Ⅰ期･ Ⅱ

期ともにTK208からTK23型式の時期で

おさえられるものであろう｡

須恵器を出土した住居跡の規模につい

ては､ Ⅰ期の山岸16号住居跡(4.3×6.7

m)や山岸21号住居跡(6.7×6.7m)で

は須恵器の出土はなく､山岸36号住居

跡(8.7×9.0m)からは須恵器が出土し

ている｡ Ⅱ期については天伯B2号住居

跡(7.0×6.6m)や天伯B5号住居跡(4.3

×4.4m)から須恵券が出土しており､逆

に天伯B32号住居跡(6.0×6.0m)で

はその出土はみられない状況である｡こ

第Ⅱ期

くさ
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のように一概には大型住居跡に須恵器の

所有がみられるものではないoしかし傾　識瑠至琵馳

向として､特にⅡ期を中心に一辺が4m

以下の住居跡では､須恵器の出土がみら

れないものが多い｡天伯B ･山岸遺跡の

性格については前記のごとく東国集落で

は類例の少ない状況を呈している｡この

時期､東国においてこれだけの須恵器が
-集落内に存在しえたものは､埼玉県児

玉町のミカド遺跡(文献10)や後張遺跡

(文献11)といくつかを数えるにすぎない｡

ミカド遺跡や後張遺跡については､その

近接地域に在地の初期須恵券･古式須恵

器窯の存在が考えられている｡

天伯B ･山岸遺跡はその地理的条件か

ら東海地方の須恵器生産との繋がりが

考えられるが､大阪府陶邑古窯産と考え

られる須恵券が多く搬入されている｡天

竜川水系による拠点的集落でありえたた

めの入手であったのか､あるいは当地城

の他遺跡出土須恵券とも関係してくるが､

飯田･下伊那地域に早い時期の在地生産

が想定されるのであろうか(第2図1-
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第1図　天伯B ･山岸遺跡須恵器出土住居跡

(文献2より)
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第2囲　住居跡出土須恵器1 (文献2より)
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13)｡

下伊那郡阿智村の中原遺跡(文献12･ 13)

では､古墳時代の住居跡13軒のうちカマドを

持ちえず､また土器の諸特徴から和泉期とされ

る住居跡3軒から初期須恵器が出土している｡

H- 13号住居跡からは実が､ H- 11号住居跡

からは嚢が出土しており､ H- 13号住居跡か

らは把手付無蓋高杯が出土している｡またH

- 10号住居跡からは､須恵器を模倣したと考

えられる甑が出土している｡これらの須恵券は

TK208型式と考えられる(第2図14-16)｡

飯田市黒河内遺跡(文献14)では､カマド

を有する鬼高期の住居跡が11軒検出されてい

るが､そのうち4軒で須恵器が出土している

(第4図)｡このうち5号住居跡ではTK208型

式からTK23型式と考えられる莫出土してお

り､また10号住居跡からはTK23型式あるい

はTK47型式の時期とされる杯蓋と杯身が出土

している｡この10号住居跡出土の杯身内面に

はスタンプ痕が残り､これは大阪府陶邑古窯跡

群例ではMT15型式からTKIO型式の段階に

認められるものであることから､陶邑生産のも

のではないことが示唆される｡また住居跡の親

槙については､ 3号住居跡のように小型(3.65

× 3.0m)の住居跡からも須恵器が出土してい

る｡これらの須恵器は陶邑のものとは異なり､

束濃における生産品の可能性が示されているが､

天伯B ･山岸遺跡同様､在地生産の可能性も考

えられる(第3図1-3)0

飯田市恒川遺跡群からも注目すべき資料が出

土している｡当遺跡群内の田中2号住居跡より

杯豊･杯身が､また倉垣外70号住居跡からは
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第3囲　住居跡出土須恵器2 (文献2より)
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第4図　各遺跡による須恵器出土住居跡

(文献2より)

把手付無蓋高杯､恒川A遺跡より棒形･莫･髄･有蓋短頚壷の蓋が出土している｡いずれ

もTK216型式･ ON46型式･ (TK208)型式のものであり､これ以外にも初期須恵器･古

式須恵器といわれるものが数多く出土している｡この中で『恒川遺跡群出土の初期須恵

器の中には､畿内的でないものが含まれており､陶邑窯ではない初期須恵器の産地とな
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ると伊那谷では地理的位置から､尾張東山窯が産地として想定できる(文献15)｡しかし

｢(尾張､伊勢を中心とする東海地域の須恵器産の初段階では)少なくとも各窯の生産が特

定の古墳などへの供給を計るために成立したことは疑えず､不特定の広範な地域への供給

を目的としたものではない｣という中村浩氏の指摘もあり尾張無産とも決めがたい｡した

がってここでは､恒川遺跡群の初期須恵券は､畿内と東海の両方の地域から持ち込まれた

可能性があることを指摘するにとどめたい｡』としている(文献16)0

飯田･下伊那地域では､切石遺跡群や恒川遺跡群に初期･古式須恵券が集落からまとま

りをもって出土しているが､周辺古墳との関連については考察できるまでには至っていな

い(文献17)0

次に北信地域はどのような状況であろうか｡

長野市の浅川扇状地遺跡群の牟礼バイパス遺跡ではB地点より和泉期から鬼高期にか

けての住居跡が8軒確認され､そのうち6軒よりTK216型式･ TK208型式を中心とする

須恵券が出土している(第4図)｡またこのうち15号住居跡･ 16号住居跡から石製模造

品(有孔円板･勾玉･剣形)が出土している｡これらの住居跡はそれぞれカマドを付設す

るものとしないものがあり､また土器個々については和泉式土器的な特徴を残すものがあ

る反面､わずかに模倣杯や模倣実を中心

に鬼高式土器的な特徴を示すものなどが

混在しており､まさしく和泉期から鬼高

期への移行期の集落といえる｡この調査

は幅16mの調査区によるもので､もし

当集落を面的にとらえれば､より多くの

好資料を得られたかと考えられる｡出土

住居跡の規模については､ 14号住居跡

(5.1 ×5.2m)や3号住居跡(7.7×7.1

m)では須恵器が出土しているものの､

17号住居跡(7.3 ×7.6m)からは出土

していない｡集落の全体像を確認したも

のではないが､一概に須恵券が大型住居

跡にのみ発見されうるといえる集落では

なさそうである(第3図4-10) (文献

18)0

本村東沖遺跡ではTK208型式から

TK47型式の須恵器(杯身7 ･杯蓋2 ･

高杯2･壷6･はそう2･鉢1･券台

1 ･嚢10ほか嚢片など)が出土してい

る｡当該時期の竪穴住居跡は38軒調
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第5図　本村東沖追跡須恵器出土住居跡と

カマド付設住居跡(文献19より作図)



査され､この内sB15竪穴住居跡貯蔵穴から杯身1点､ SB30竪穴住居跡床面から杯1点､

SB31竪穴住居跡床面から杯1点が出土し､それぞれTK208型式～TK23型式と考えら

れている｡他の須恵券については塩土中他からの出土である(文献19)｡これらの須恵器

は陶邑無産須恵器に類似しているものの､飯島哲也氏のように在地窯である桧ノ山窯跡と

の関連をさぐりながら在地無産の可能性を考えようとする(文献20)一方､風間栄一氏

は長野市地附山古墳群上池ノ平2号墳出土須恵券との対比から､ ①胎土に白色砂粒を多量

に含む､ ②色調は特徴的な青灰白色を呈する､ ③焼成は軟質傾向である､ ④黒色斑点状の

いわゆる｢ガス抜け｣が明瞭に観察できる､ ⑤回転へラ削り調整は非常に粗い､という特

徴が観察できるし､これらの特徴が本村東沖遺跡や近隣の下字木遺跡､三輪遺跡､吉田古

屋敷遺跡出土須恵器にもみられることから｢浅川型須恵器｣とし､陶邑窯跡に類似した松

ノ山窯跡製品とは異なり､尾張地域の影響下に成立した特定の生産地のものとした(文献

21)0

また本村東沖遺跡では半数の19軒にカマドが付設され､間仕切り構造遺構も伴ってい

た｡カマドの付設についてはTK208型式段階が考えられ､シナノで最も早くカマドが付

設されたムラの一つと考えられる(文献19) (第5図)0

このことを考えれば､早い段階での須恵器の使用やカマドの使用など､新来文化をいち

早く積極的に受け入れたムラであったと考えられる｡

本村東沖遺跡を含め牟礼バイパスB地点遺跡など､浅川扇状地地域はシナノでも早い段

階で新来文化を受け入れた地域であったと考えられる｡このことを善光寺平南域で考える

ならば､大童古墳群などでみられる積石塚古墳や合掌形石室などの構築にも関連する事象

とも考えられる｡

千曲市城の内遺跡では把手付有脚有蓋短資壷が出土している｡当遺跡は竪穴住居跡19

軒･祭紀遺構1基が確認されているが､その詳細については不明である｡しかし木下亘氏

による検討によれば､ ｢-城の内遺跡出土土師器のうち､第一様式としてまとめられたも

のに伴った可能性が高いといえるだろう｣とし､ ｢-この棟にみた場合10･ 15･ 18号の住

居地の時期に伴う可能性が一番高いといえるだろう｣としている(文献22)｡このように

その時期や出土遺構について検討されているが､何よりも当遺跡よりこのような土器が出

土していることが当地城の性格を考えさせられるうえで好資料であり､また当遺跡周辺に

おいても類似資料の出土がみられるようである｡当資料は県内における初期須恵券が搬入

される以前あるいは近接した時期のものといえよう(第3図11)｡

次に東倍地域の資料についてみてみると､北佐久郡御代田町前田遺防(文献23)では

和泉期から鬼高期にかけての住居跡が11軒確認され､その時期差によってⅠ ･ Ⅱ ･ Ⅲ期

とわけられている｡ Ⅰ期とは住居跡にいまだカマドが付設されていない時期のものである0

Ⅰ期の住居跡5軒中4軒からTK208型式と考えられる初期須恵器が出土している(第4

図)｡また須恵器を伴った住居跡中最大規模のH-61号住居跡(8.1 × 8.3m)からは石

製模造品(有孔円板)が出土している｡ Ⅱ期とはカマドと炉を付設している住居跡を含み､
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まさしく炉からカマドへの移行期のものであるといえる｡ Ⅱ期の住居跡からは須恵券は検

出されていない｡土師券についてはⅠ期･ Ⅱ期ともに模倣杯等を含まず､和泉式土器的様

相を残すものである｡このようなことを考えあわせると､ Ⅰ期は和泉期最終未に位置し､

Ⅱ期以降から鬼高期の開始と考えてよかろう(第3図12-15)0

佐久市舞台場遺跡(文献24)では､鬼高期とされる住居跡が10軒確認され､そのうち

2軒から須恵券が出土している｡ H- 23号住居跡からは把手付髄が出土しており､ H-

25号住居跡からは杯身が出土している｡この杯身についてはTK73型式と考えられ､把

手付甑もさほど時間を隔てない頃のものと考えられる｡それぞれの住居跡にカマドが伴っ

ていたかについては撹乱によって不明である｡しかし当地域でこのような須恵券が用いら

れていた事実は重要である｡

佐久市大井城遺跡(文献25)のH2号住居跡(6.85 × 7.70m)からは､ TK208型式か

らTK23型式と考えられる杯豊4点･杯身1点が一括で出土している｡この住居跡はカ

マドを有する鬼高期のものであるが､土師券個々には和泉式土器の様相を残すものがある｡

住居跡の規模については大型住居に属するものであるといえよう｡

以上､初期須恵器･古式須恵券を出土する住居跡(集落)のいくつかをみてみた｡これ

らの資料から考えられるいくつかを述べてみたい｡まず須恵券の入り方については､周知

のとおり天竜川水系及び束山道の入口ともいえる伊那谷に須恵券が集中している状況がみ

られる｡そして束山道は北上していくわけであるが､一概に束山道に沿った出土傾向を示

しているともいいがたく､幹線道と生活空間への須恵券供給先は一概に同一とはならない

可能性も考えられる｡また須恵券出土の集落跡や住居跡については､特に天伯B ･山岸遺

跡､牟礼バイパス遺跡B地点､本村東沖遺跡や前田遺跡などのように初期須恵券や古式須

恵器の入り方の割合が他周辺集落と極端にちがいをみせており､その性格のちがいを感じ

させられる｡おそらくは各地域における在地中･ (小)首長の存在を考えさせられる集落

であり､各地域の拠点的集落であったであろうと考えられる｡また数少ない須恵器を持ち

えた集落内での住居跡については､その各集落内の中核的な存在であったであろうことを

考えさせられる｡これに関連して住居跡の規模についてみてみると､天伯B ･山岸遺跡の

ように多くの須恵器の供給がみられる所では大型住居跡への集中は規則的にはみられない

が､全体的な傾向としては､平均面積よりも大きな住居跡にその出土がみられ､また前田

遺跡や大井城遺跡のように集落によっては他住居跡よりも大型の住居跡からの出土がみら

れる(文献1 ･ 2 ･ 3)｡須恵器所有=大型住居跡として考え､単に大型住居跡に集落内

での優位性を見出すのであれば､やはりそれはある一定の所有者-中核的存在者(地域に

おける小首長-新しい支配者層)を想像するしかないであろう｡また大型住居跡が集落内

での公的空間として利用され､住居空間そのものが集落内における中核的存在であるとし

たならば､そこに所有されていた須恵券は集落内での公的所有物であった可能性も考えら

れよう｡

先に述べた拠点集落内ではさらに検討を要するが､他の一般集落において､ある一定の
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所有者の存在を考えた場合に5世紀後半からみられる群集境の発生の中に､須恵券を所有

した人々の存在が見出せるのではあるまいか｡そして､特に東国においてはこの初期頚恵

券･古式須恵器の時期だからこそ､須恵券所有-群集境の発生=古代社会における新たな

階層分化(新しい支配者層の成長)を見出せるのではあるまいか｡

3　古墳出土の須恵器

東国において初期須恵器･古式須恵券が出土した古墳として最も顕著なものは､ 115文

字の銘文が刻まれた鉄剣を出土し有名となった埼玉県稲荷山古墳であろう(文献26)｡こ

の稲荷山古墳出土の須恵券は｢伝稲荷山古墳くびれ部出土｣とするものであるが､有蓋高

杯･豊･寛などが出土しておりTK23型式からTK47型式に属するものとされている｡ま

た千葉県稲荷台1号墳からの出土資料として､銘文の刻まれた鉄剣と須恵券が出土してい

る(文献27)｡稲荷山古墳同様､鉄剣は塩葬施設からの出土であり､須恵器は外衣土器群

からの出土のようである｡須恵券の型式はTK208型式に属するものであり､稲荷山古墳

よりは早い時期のものであった｡長野県内の古墳における須恵器の用いられ方はどのよう

な状況であろうか｡

まず南倍地域からみると､飯田市石子原古墳(文献28)は南北19.2m､東西18.6m､

高さ1.75mの円墳である｡ 4基の墓境があったが､そのうち2基は破壊を受けていたよ

うである｡第1主体部は箱式石棺､第3主体部は割竹形木棺のようなものであり､残りの

第2 ･第4主体部の2基は掘り込み部分のみの確認であった｡周溝からはⅡ期の提瓶(岐

阜･愛知産)が出土しており､第2墓境内からは豊付広口壷が鹿角製刀子や土師券の嚢と

ともに出土している｡時期的にはTK47型式からMT15型式頃の所産と考えたい｡

伊那市阿原古墳(文献29)は南北15m､東西10m､高さ2mの円墳である｡埋葬施

設は粘土床で直刀や銑鉄が出土している｡須恵券は墳丘据部の茸石帯内からはそうが2点

出土している｡須恵静の型式についてはTK23型式と考えられる｡

飯田市畦地1号墳(文献30)は南北19.8m､東西15m､高さ3-5mをはかる円墳で

ある｡埋葬施設は横穴式石室で長方形を呈しながら奥壁でわずかにL字形をなすもので

ある｡出土遺物は石室内より銀製垂飾付長銀式耳飾･玉類･金環･馬具･武券等に土師券

や須恵器も出土しており､副葬されていた｡須恵券についての詳細は不明であるが､耳飾

からその年代を考えるならば5世紀末葉頃を中心とする時期と考えられ､この頃早くも横

穴式石室が導入され､また土券類も副葬化されていたことになり､このような例では早い

頃のものといえる｡また墳丘周辺からも土師券･須恵券･埴輪片が出土している｡

飯田市井ヅエ1号墳(文献31)は直径16.4mを測る円墳であり茸石中より須恵券･土

師器が出土している｡須恵券は広口短喪壷･小型壷･寛･長頚壷であり､土師券は杯･高

杯であった｡また副葬品として剣･銑鉄類が出土している｡

井ヅエ2号墳(文献31)は直径13mを測る円墳である｡遺物は周港内より須恵券の杯

身･杯豊が出土している｡
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飯田市ツカノコシ古墳(文献

31)は直径16.5mを測る円墳で､

遺物は須恵器･土師器･直刀･

剣等が出土している｡出土須恵

器は広口壷･莫･杯身で､その

うち広口壷は｢-きわめてその

成作技法が雑であり､一見して

地元産の須恵器であることがわ

かる｣とされ､在地生産の可能

性を示唆されている｡

諏訪市一時坂古墳(文献32)

は直径20mの円墳もしくは隅

丸の方墳であり､埋葬施設は木

棺直葬がほぼ北向きに4から

5基並列していた｡副葬品と

しては直刀･鉄剣･銑鉄･玉類

がある｡須恵器･土師器はその

ほとんどが周溝内からの出土で

あり､ 7つの土器集中部分に分

けられる｡ (第6-1･2･ 3

図)このうち3ヶ所で特に須恵

器･土師器が整然と配列状態で

検出され､それぞれが多少の差

異はあるものの､基本的には土

師器の高杯が4個ずつ列に並べ

られており､高杯の上に土師器

第6-1図　一時坂古墳遠景(文献32より)

第612図　一時坂古墳近景と暮前祭祀跡(文献32より)

の杯･椀･莫･短頚壷､須恵器　十廿
)

の杯身･杯蓋･実がのせられて?･-｢,

出土した｡高林にのせられてい

ないものでは土師器壷､須恵器

嚢･有蓋高杯などであった｡須　fT,t`.

恵器の型式はTK208型式から::.:...'た
ヽ■

TK23型式のものであり東海産　ぜ肇ty::.r･:㌔,;:I;..i
･･巾∴'､ ･T

L JL　ィ,

的な様相のものも含まれている

さ三豊華'ようにも考えられる｡土師器は　し-･

鬼高式土器といえよう｡ 5世紀　　　第6-3図　一時坂古墳墓前祭祀状況(文献32より)
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(土誰No一過構国内No･･･各土韓の出土促進を示す) (二日不･盛　○新妻
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中二⊥一十二一｢二⊥

第7図　諏訪市本城1号墳周溝内土師器出土状況(文献33より)

後半に須恵券と土師券を用いて整然と墓前祭紀が行われたことがうかがえる良好な資料で

ある｡

諏訪市本城1号墳(文献33)は直径12mの円墳である｡埋葬施設は木簡直葬と推定さ

れ､直刀･刀子が出土している｡須恵券の出土はないものの､周港内より土師器の高杯9

点が2列に並べられ､その上に杯･怨･柑･壷などをのせ､供献用土器として並べられた

箇所が確認されている｡土師器の型式は和泉式土器といえよう(第7図)0

諏訪市本城2号墳(文献33)はほぼ直径16mの円墳と考えられる｡ 2号境は周港内か

らの遺物のみであり､土師器聾3点･高杯2点､須恵券大型実が1点がある｡土師器の高

杯は和泉式土器と考えられ､須恵器はTK208型式と考えられる｡

中信地域については､若干時期が下がるが､穂高町有明古墳群･松本市中山古墳群例に

ついてみてみたい｡穂高町有明古墳群においては､祝塚古墳(文献34･35)から長脚二

段透し有蓋高杯が副葬品として出土しており､土師器や馬具･直刀･金環･玉類･金鍍金

菱形鉄製装飾品がともに出土している｡この須恵券はTK43型式に属するものであると考

えられる｡当古墳に墳丘は半壊し現在では径11.5m､高さ0.8mの円墳となっている｡埋

葬施設は横穴式石室であるが､その残存はわずかである｡また､犬養塚古墳や貌磯城窟古

墳からも石室内より須恵器が出土している｡

松本市中山古墳群の柏木古墳(文献36)は径17m､高さ1mの円墳で､埋葬施設は横

穴式石室である｡副葬品は玄室最奥部から玉類･金環･直刀･馬具･須恵器提瓶が､玄室

南東隅から須恵器有蓋高杯･有蓋高杯豊･壷･提瓶､土師器高杯･はそう･手軽ねによる
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1m

第8図　篠ノ井遺跡群(主)長野上田線塩崎バイパス地点szoo4 (高畑4号墳)周溝内土器出土状況

(文献37より)

皿､ほか直刀･銑鉄･馬具･金環が出土している｡また他に羨道口付近に須恵器有蓋高

杯･有蓋高杯豊･金環等が散在していたようである｡須恵券の型式についてはTKIO型式

に属するものと考えられる｡有明古墳群よりは一段階早い時期に土器の副葬化が開始され

たようである｡

次に北信地域についてみてみると､篠ノ井遺跡群((主)長野上田線塩崎バイパス地点)

では､ 5世紀代の古墳周溝への土器を用いた祭紀行為が発見された｡

その中で注目されるのが､SZOOl (高畑1号墳)､SZOO3 (高畑3号墳)､SZOO4 (高畑4号墳)､

SZOO29 (高畑29号墳)である(第8囲)0

SZOOl(高畑1号墳)には須恵券杯身が1点､SZOO3(高畑3号墳)には須恵器高杯が1点､

SZOO4(高畑4号墳)には須恵器杯身2点･趨1点が用いられていた｡ SZOOl(高畑1号墳)

の須恵券杯身は単独での出土であり､ SZOO3 (高畑3号墳)では1列･ 2列と土器が並べ

られ土師器は逆位で発見されたが､須恵券高杯は2列目に用いられ逆位ではなく完形で発

見された｡このことから土師器と須恵器の取り扱いが異なっていたと考えられている｡調

査担当者の風間栄一氏は｢二列の高杯は列ごとに券形や調整方法が同じ高杯によって構成

され､混在しないという特徴を持っている｡これは列をなして配置された土券群が意図的

に選別されていたことを示している｡つまり配列以前に使用単位がこの列に反映されてい

る可能性が想起され､それが同一箇所に配置されるという廃棄パターンを示す良好な状況

と評価できるであろう｣とした｡

またSZOO4 (高畑4号墳)は5群に土器が配されていた｡それぞれの土器の個体数は1

群4点･ 2群5点･ 3群8点･ 4群3点･ 5群2点であり須恵器3点は3群から発見され､
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杯身2点は伏せられて発見され､趨

1点は壊れて発見された｡須恵器適

については意図的に破砕を受けた可

能性が指摘されている｡

SZOO29 (高畑29号墳)は狐塚古

墳同様土師器のみの使用であった

(文献37)0

大童古墳群第168号境の調査成

果では､図示できた須恵器は杯豊

5点･杯身4点･有蓋高杯1点･

はそう2点･広口壷1点･嚢5点の

18点であり､この他聾等破片があ

る｡土師器は高杯･高杯蓋･杯･は

そう･壷を中心に破片が多数出土し

ている(文献38) (第9図)0

出土須恵器を分析した草野潤平氏

は､杯豊の形態的特徴から､愛知県

猿投棄を中心とする尾張地域との

関連性を指摘した｡また胎土や色

調､形態的特徴にバラエティーがあ

ることから､複数の生産地製品が混

在したとし､尾張地域の未発見の蕪

あるいは尾張地域の影響を受けた生

産地の製品である可能性を指摘した｡

そして豊杯の特徴から尾張地域の東

山11号無段階に位置づけられると

しながらも､城山2 ･ 3号窯に見ら

れる特徴をもつものもあることから､

城山2 i 3号窯から東山11号無段

階にかけての時期とし､陶邑古窯跡

2　　　　　　　　　　　　　　　3

4　　　　　　　　　　　　　　　5

＼些撃墜ト-｢#

壷　ヽ
13

20crn
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第9図　長野市大室古墳群第168号墳出土須恵器

(文献38より)
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第10図　長野市地附山古墳群上池ノ平第2号墳

土器哩納坑(文献40より)

群でいうTK23型式に併行するものとした｡嚢についても尾張地域との関連がうかがえる

とし､高杯やはそうについては全体的な共通性から陶邑古窯跡群との関連性も指摘したう

えで､須恵券の入手経路は､蓋杯や嚢などの尾張系製品と高杯やはそうなど陶邑系製品が

混在していることを指摘した｡

大童第168号境の築造時期については､大型はそうなどTK208型式と考えられるもの

も含まれるが､ TK23型式併行期のものが主体となることから､ TK23型式期であろうと
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した(文献39)0

地附山古墳群は上池ノ平1号境から5号境の5基からなる古墳群で､ 1号墳1号石室･

3号噴石量･ 5号墳石室は合掌形石室である｡

上池ノ平2号境では､墳丘裾2箇所に土器埋納遺構が発見され､北裾土器塩納遺構は長

径3.0m､短径1.3mのやや楕円形を呈し､土師器高杯9点･柑1点がほぼ完形で塩納され

ていた｡また西裾土器塩納遺構は長辺5.6m､短辺1.5 mの隅丸長方形を呈し､ TK47型式

を主体とする須恵器杯身4点･杯

蓋4点･有蓋高杯5点･はそう2

点の計15点が完形で､土師器高

杯ほか破片で50点以上が塩納さ

れていた(第10･11図)｡また上

池ノ平3号境では墳丘斜面や裾か

ら､ TK23型式を主体とする須恵

器杯身･杯蓋･有蓋高杯･有蓋高

杯蓋･寛･高杯が40点以上出土

している｡ 3号境での須恵券につ

いては､祭配行為を行った後の状

況とも考えられる｡

両古墳で発見された須恵器は､

TK208型式からTK47型式の様

相を示すものを含み､土器の胎土

や様相が近接する本村東沖遺跡出

土須恵器に類似すること､当該期

での限られたムラへの須恵器入手

状況を考えると､本村東沖遺跡の

ムラと当古墳群との関連が想定で

きる(文献40)0

さらに本村東沖遺跡で紹介し

た2号墳出土須恵券の分析から､

｢浅川型須恵器｣とする一群がみ

られることから､浅川型須恵器を

当地で使用した集団は古墳築造集

団であり､さらに外部との接点を

有した在地集団との考え方もある

(文献21)0

また須恵器の扱い方を考えれば､
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第11園　長野市地附山古墳群上池ノ平第2号墳出土須恵器

(文献40より)
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第12図　叩き目のある埴輪･鋸歯文のある埴輪と土師轟

(文献2より)



当古墳群での須恵器の埋納行為や廃棄行為は､当該期の土師器とは異なった希少価値とし

ての須恵器への扱い方がうかがえる｡

埼玉県稲荷山古墳や諏訪市一時坂古墳･諏訪市本城1号境と時期的にも､また古墳への

塩納状況も類似している｡

長野市土口将軍塚古墳(文献41)は全長67.7 mの前方後円墳である｡当古墳資料は伝土

口将軍塚古墳資料として朝鮮陶質土券と考えられる短脚有蓋高杯とその蓋がある｡また本

墳出土の大半の円筒埴輪に平行叩き目と格子叩き目が施されていた｡ (第12図1 ･ 2)こ

れは須恵器生産の初期段階の工人達が埴輪成作に何らかの関与をしていたと考えられるも

のであろう｡このような叩き目を埴輪に施した類似資料は､埼玉県本庄市公家卿塚古墳･

埼玉県児玉町金鐙神社古墳･同生野山将軍塚古墳が近接する地域でみられる(文献42)0

また叩き目以外では遺失バネ形の線刻が施されており､形象埴輪の楯形埴輪や須恵券の鋸

歯文との繋がりを考えさせられる｡土口将軍塚古墳の周辺には陶質土器や初期須恵器が他

地域にくらべ多くみられ､タタキ目をもった埴輪の存在(生産を含め)と無関係ではある

まい｡この種の埴輪について関川尚功氏は｢畿内の埴輪窯において埴輪と初期須恵器との

併焼例が少なくないことについて､古墳の造営を機に集められた多方面にわたる工人集団

のなかで､須恵器工人と埴輪工人が技術交流を行ったのではないか｣ (文献7)とした｡

千曲市森将軍塚古墳(文献43 ･ 44)はその築造を4世紀後半と考えられている前方後

円墳であるが､墳麓より有蓋高杯(TK208型式に属する) ･把手付杯(TK216型式に属す

るト嚢(TK73型式に属する)が出土しており後世に埋納されたものである｡

千曲市森2号墳(文献43･44)は径18m､高さ3mの円墳であり組合式箱形石棺を持

ち円筒埴輪列を有していた｡出土遺物は土師器の杯･椀･高杯･聾･壷と須恵器の無蓋高

杯･莫･二重莫･券台･嚢があり､無蓋高杯･莫(それぞれTK23型式に属する)は土師

器とともに遺物群として存在したものであり､周港内より出土したものには二重莫･券台

(ともにTK216型式に属するト嚢(TK73型式に属する)があった｡

千曲市一重山古墳群御岳神社古墳(文献45)出土の須恵器はTK208からTK23形式に

属すると考えられる無蓋高杯である｡採集地点はわずかに盛り上がりをみせており一重山

古墳群中の小円墳であったと考えられ､墳丘上かあるいは周港内からの出土であろうと考

えられる｡

中野市金鎧山古墳(文献46･47)は東西17m､高さ2.6mを測り合掌形石室を有する

土石混合の広義の積石塚古墳である｡出土遺物には五鈴鏡･珠文鏡･環鈴･玉類･貝輪･

剣･刀子･直刀･銑鉄･斧頭･鋸身･馬具･土師器･須恵器がある｡土師器や須恵器は石

室に近い所より出土しており､土師器には高杯脚部破片､須恵券には把手付無蓋高杯･杯

身･杯蓋･二重はそう･はそう･券台･有蓋壷･広口壷が出土しているようであるが､詳

細については不明な点が多い｡

中野市紫岩古墳(文献48)は径19m､高さ4mを測る土石混合の円墳である｡石室は

輪郭がわかる程度の残存であった｡出土遺物は剣･直刀･槍･石突･銑鉄･小札･鎌･
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斧･ガラス玉類･土師券･須恵器であった｡土師券は椀･高杯､須恵器は無蓋高杯が出土

しているが､これらの土器類は石室外からの出土である｡また須恵器の無蓋高杯について

は陶邑ではみあたらないものである｡

来信地域については佐久市北西ノ久保遺跡の14号周溝･ 15号周溝についてみてみたい｡

佐久市北西ノ久保遺跡14号周溝(円墳) (文献49)は墳丘･埋葬施設ともに削平され

ており詳細については不明な点が多い｡須恵券については寛が周港内より出土しており

TK216型式と考えられる｡周溝覆土中に浮いた状況で出土したものであることから､墳

丘に供献されていたものとも考えられる｡

同15号周溝(円墳) (文献49)は墳丘9.28mを測る｡遺物は土師器･須恵器･金属器

が出土している｡出土した須恵器の嚢については周港内から発見され､ TK23型式から

TK47型式に属するものである｡ 14号周溝出土の寛､ 15号周溝出土の嚢は胎土分析の結果､

ともに陶邑産のものとされている｡

このように長野県内の古墳については初期須恵券･古式須恵器の段階においては葬送儀

礼に用いたり供献土器として用いられていた｡北本城古墳や畦地1号境では､横穴式石室

の導入とともに土師券･須恵券が副葬化され､石子原古墳･柏木古墳･祝塚古墳において

は土師器や須恵器が埋葬施設に副葬されていた｡関東地方においては｢-群馬県のごく一

部をのぞいて初期須恵器･古式須恵器の段階､年代的には6世紀初頭までの古墳での葬送

儀礼や祭紀に用いられたようで-｣ (文献1)あり､長野県内でも6世紀に入り土器の副

葬化が指摘できる｡横穴式石室の普及･浸透と併行して石室への副葬化が進むこととなる｡

須恵券の型式ではMT15型式からMTIO型式の頃であり､ 6世紀前半から中頃の時期に

は古墳への埋葬認識の変化が徐々にあらわれる｡西日本においては土器(須恵券)を副

葬化する様相が早い時期にみられ､好例としては藤井寺市野中古墳(文献50 ･ 51) ･加古

川市印南野2号墳(文献52ト加古川市カンヌ塚古墳(文献52ト姫路市宮山古墳(文献

52･53) ･笠岡市七ッ塚古墳(文献52)などをあげることができる｡特に野中古墳では埋

葬施設への副葬と､墳頂部からの出土がみられ､七ッ塚古墳においては須恵器を副葬する

ための副室を設けていた｡長野県内での初期･古式須恵器の段階には一時坂古墳･本城1

号墳例のように周港内に整然と並べられて用られ､阿原古墳･森将軍塚古墳･森2号墳･

金鎧山古墳などのように墳丘や石室付近へ用いられる墓前祭紀や供献土器として用いられ

るものであった｡硬質で灰色を呈した新しい土器が用いられ始めたり､横穴式石室の導入

等の朝鮮半島そのものの新しい文化の流入をみたにもかかわらず､それまでの土師器を副

葬品化しない伝統が須恵器移入後もしばらくは続いたのである｡

古墳における須恵券所有については､初期須恵器(陶質土器を含む)の段階においては

その地域における在地中首長層の存在を考え､中央との係わりや繋がりの中で須恵券を入

手しえたり､また在地生産を試みたものと考えられる｡これが古式須恵器の段階になると､

もちろんその所有には中首長層の存在がありうるが､それに加え群集境の発生にもかかわ

る小首長層(新しい支配者層)の台頭をみることとなり､須恵器の入手が行われる｡そし
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てこれが6世紀前半､特に中頃になるとさらにその需要層が広がり供給量も供給体制も広

がって行くこととなる｡長野県内においては､ 6世紀代の出土資料については現実的に少

ない状況である｡

シナノでの須恵券出土の実体について､木下亘氏は｢善光寺平城で注目すべき点は､須

恵券導入に相前後し､舶載陶質土券の出土が知られる点であろう｡｣ (文献54)とし､ま

た｢善光平城に､松ノ山蕪が成立した事情は極めて重要な意味が含まれている｡このよう

にみた場合､当該地域では松ノ山窯成立以前より初期須恵器の検出事例が多く認められ､

更に陶質土器をも需要している様子が看取できる｡これらは､当該地域の古墳時代におけ

る政治的卓越を示す-｣ (文献54)とした｡

4　祭祀遺跡出土の須恵器

長野市四ツ屋遺跡･長野市駒沢新町遺跡･中野市新井大口フ遺跡･千曲市羽場堀之内遺

跡･坂城町青木下遺跡･丸子町鳥羽山洞穴遺跡についてふれてみたい｡祭紀遺跡としてほ

とりあっかわねばならないものに阿智村神坂峠遺跡例があげられるが､この時期の遺物に

関して詳細不明のため今回はとり取り扱わないこととした｡

長野市四ツ屋遺跡(文献55)では､円筒埴輪列を伴った円形周溝が検出され､その内

側から土師器の莫･高杯､須恵器(陶質土器か)の把手付杯が出土している｡

長野市駒沢新町遺跡(文献56)からは､当遺跡最大親槙を有する1号祭配跡より土師

器の寛が2点出土している｡初期･古式須恵器の報告はされていないものの､この莫2点

のうち1点はとても興味洗い資料となっている｡この寛は体部に鋸歯文をもち須恵券生産

開始期の寛を模倣したものと考えられている(第12図3)｡この実の時期については初期

須恵器の年代に求められ､またその時期を共伴土器に求めるのであるならば和泉式土器後

半期の時期と考えられる｡

この寛の鋸歯文については土口将軍塚古墳出土の円筒埴輪に共通性がもとめられまいか

(第12図1 ･ 2)｡この頃当地域に陶質土券が持ち込まれるが､持ち込んだ人々が渡来系､

あるいは初期･古式須恵券生産に関与しえた人々であるならば当然これらの文様･図柄を

知りえたはずである｡いまだ発見されていない初期･古式須恵券生産を考えさせられる資

料といえよう｡

中野市新井大口フ遺跡(文献57･ 58)は夜間瀬川の氾濫の影響によって明確な遺構は

検出されていないが､出土遺物より祭紀遺跡と考えられている｡出土遺物は石製模造品と

ともに土師券が多数検出され､その中には多数の高杯や寛が含まれている｡須恵券では杯

身･寛が出土している｡土師器の型式については和泉式土器後半期のものであり､また須

恵券についてはTK23型式に属するものと考えられる｡

千曲市羽場堀之内遺跡(文献59)からは東西幅3mほどの第2集石といわれる遺構か

らTK23型式と思われる杯蓋と寛が出土している｡

埴科郡坂城町青木下遺跡では5世紀末葉から7世紀前半にかけて､特に6世紀代を中心
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第13図　坂城町青木下遺跡u t 5土器出土状況写真(文献60より)

とする土器･玉類を用いた祭紀跡が発見された(第13図)｡祭紀跡は土器の集積跡の遺物

出土状況により以下の3パターンがあるとした｡

Ⅰ　土器の出土が散在してはいるが､集積地を構成している｡

Ⅱ　土器が小さな纏まり(ブロック状)を持ち､集積地となったもの｡

Ⅲ　土器が環状･弧状などのように大きな纏まりをもった集積地となったもの｡

とし､約1,500m2の中に約5,000個体の土器が集中していた｡また､

パターンⅠには､ Utl､ U t8､ UtlO､ Utll､ Ut20､ Ut30の6箇所｡

パターンⅡには､ U t7､ U t13､ U t15､ U t17､ U t28の5箇所｡

パターンⅢには､ U t2､ U t3､ U t4､ U t5､ U t6､ U t9､ U t 12､

U t21､ U t22､ U t29の10箇所｡

の以上20箇所が発見された｡

各祭紀行為を行った土器集積地には5世紀末葉からの土師器は用いられていたものの､

須恵器については6世紀に入ってからの使用と考えられる｡ただしここで用いられた須恵

器は陶邑産や東海産の須恵器とは特徴が異なり産地は不明である(文献60)｡またこの調

査までに長野県内で発見された6世紀代の須恵器の数をはるかに越える須恵器の発見とな

り､意図的に須恵器の大量使用をおこなった可能性も考えられ､シナノでの6世紀代の須

恵器の需要や供給の問題を提議することともなった｡

152　2章　シナノにおける新来文化の受容



丸子町鳥羽山洞穴遺跡(文献61 ･62)からは初期須恵器､あるいは陶質土器と考えら

れる二重莫･把手付椀･小型莫･大型壷が出土している｡小型莫･大型壷はON46型式か

らTK208型式に属すると考えられる｡そして国内の窯や朝鮮半島からの出土のない二重

寛や国内窯でみられる棒状の把手ではなく板状の把手を有する把手付椀はともに券面は黒

灰色を呈し光沢をおび胎土はともに鉄色に焼きしまったものであり､国内産のものと考え

るよりは舶載品と考えた方がよさそうな土器である｡

鳥羽山洞穴は長期にわたる特別葬所･祭配遺跡であり､このような遺構にこれらの須恵

器や陶質土券が伴ったことは洞穴の性格を考える上でたいへん重要なことであろう｡

以上祭紀遺跡の事例をみてみたが､これら祭紀で用いられた須恵券や陶質土器は当初か

ら祭紀用の容器としての性格を持っていたのであろうか｡あるいは稀少品としての須恵券

や陶質土器を結果的に祭紀に用いたのか｡入手し得た集団によりその認識は様々であった

のであろうか｡

また初期須恵器･古式須恵器･陶質土器については大和政権との繋がりの中で各地域に

おける祭紀行為を中核的に行いえた人々が入手し､祭配行為を行ったものと考えられ､こ

の祭配行為を中核的に行いえた人々とは各地域における在地首長層たちであったと考えら

れる｡

5　長野県内の須恵器生産

長野県内の須恵器生産についてはい

くつかの報告がみられる｡しかしその

ほとんどが7世紀以降のものでありそ

の中心は8世紀から9世紀にかけての

ものといえる｡そのような中､長野市

桧ノ山窯跡の報告があり､ 6世紀前半

代の須恵器生産窯跡とされ､これまで

のところでは県内最古とされている｡

長野市桧ノ山窯跡は農道拡幅工事の

際に発見され(文献63･64)､須恵券聾

片･はそう･短頚壷･杯蓋･手づくね

土券が出土している｡嚢以外はすべて

完形晶であり､手づくね土器以外は還

元焔焼成ではなく酸化焔焼成による赤

褐色となっている｡型式的にはTK47

型式からMT15型式で6世紀初頭から

前半頃と考えられている｡また形態上､

陶邑製品に類似性が求められ陶邑窯工

第14図　松ノ山窯跡出土須恵器(文献3より)

(4は宇づくね土器)
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人によって須恵券生産が行われたと考えられている(第14図)0

長野県内における5 i 6世紀代の須恵器窯については現在のところ発見されているのは

松ノ山窯だけであるが､これまでみてきた集落跡･古墳･祭紀遺跡などの須恵器出土例を

みると､桧ノ山窯以前に挽業した窯の存在が考えられる｡集落跡では下伊那地域の天伯

B ･山岸遺跡､善光寺平の本村東沖遺跡や牟礼バイパスB地点を含む浅川扇状地遺跡群､

さらには地附山古墳群での出土須恵器の特徴を考えると､生産地周辺以外での集落内や古

墳から多くの須恵器が出土する例は特に東国においては異例であり､このような例は埼玉

県児玉町のミカド遺跡がある｡ミカド遺跡ではその胎土･型式に加え､不良な製品等を含

め多くの須恵券の出土をみていることから周辺地域に生産窯の存在が考えられており､下

伊那地域や善光寺平南域にも在地窯の存在の可能性が考えられる｡

下伊那地域はシナノの玄関口にあたり重要な地域であったことは伊那谷における古墳の

分布や出土遺物によってうかがえ､中央政権との繋がりの中で在地首長層の台頭がありこ

の首長層による地方窯の招致･生産が行われた可能性が考えられる｡

また善光寺平では四ツ屋遺跡や城の内遺跡､そして森将軍塚古墳･森2号墳･本村東

沖･浅川扇状地遺跡群･地附山古墳群の例でもわかるように現在の千曲市や長野市域に陶

質土器や初期須恵器･古式須恵器が集中している｡また土口将軍塚古墳出土の鋸歯文の刻

まれた埴輪､駒沢新町遺跡出土の鋸歯文の刻まれた実の存在(第12図3)や松ノ山窯跡

の存在を考えあわせると初期須恵券の製作技術を知りえた人々の存在が浮かび上がってく

る｡ただし伊那谷における須恵券の出土状況や生産に関わる当時の社会背景とは異なるも

のの､松ノ山窯に先行する窯の存在は充分に考えられる｡

大阪府陶邑古窯虻群の調査以来､須恵器生産については陶邑一元論的な評価をされてきた

が､ここ数年来の初期須恵券段階での地方窯発見､あるいは地方窯存在の可能性が考えられ

る資料の増加に伴って初期須恵器の段階ではそれぞれ特定地域における地方窯が操業したと

考えられる｡そしてそれぞれの地方嚢が長期操業されなかったのは､各地方嚢を持ちえた各

地域が陶邑を統括していた大和政権下に組み込まれて行く過程の結果と考えられる｡

このような評価をふまえ伊那谷や善光寺平での状況を考えてみると､伊那谷では初期須

恵器段階には陶邑産須恵券を中心に当地域における首長層集落へ持ち込まれるが､その後

大和政権における中央集権組織に組み込まれ繋がりを密にしながら在地窯の成立となり､

当地域の首長層集落へ供給されたと考えられる｡また善光寺平では陶質土器や陶邑産初期

須恵券が持ち込まれるが､やがて初期須恵券段階で独自の在地窯の操業を行いながらも大

和政権の集権組織に組み込まれ､陶邑産須恵器を中心とする須恵券が供給され､やがては

松ノ山無の操業を行うものの､短期間で操業を終えてしまうこととなる｡

これまで中部高地や関東･東北地方での須恵器生産は畿内やその周辺地域､そして東海

地域にくらべかなり遅れて開始されたものであろうと考えられてきた0

大阪府陶邑窯は5世紀前葉に操業が開始されたであろうが､北部九州を始めとする西日

本各地はもちろん東日本でも地方窯とされるものの中には5世紀中葉から6世紀初頭頃ま
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でに須恵券生産の可能性がある窯跡が発見されている｡代表的な例としては愛知県(尾張

国)東山窯･城山窯､静岡県(遠江国)有玉西窯､三重県(伊勢国)久居棄･小杉大谷窯､

石川県(能登国)鳥居窯､宮城県(陸奥国)大蓮寺窯はかいくつかがあげられ､窯の存在

を示す遺跡として埼玉県(武蔵国)ミカド遺跡をあげることができる｡これらの窯跡から

出土する須恵器はそれぞれの特徴を示しながらも型式的には陶邑におけるTK216型式か

らTK47型式までの各段階のいずれかであり､畿内から東海地方･中部地方への窯の存在

を追ってみると､特に初期･古式須恵器を生産した窯跡が前期から中期にかけての古墳が

分布しえた地域か､あるいは古代東海道､束山道などの主要道に近接した地域に存在する

ことがうかがえる｡このように4 ･ 5世紀代に大和政権とある一定の間隔をもって繋がり

を持ちえた在地首長たちは始めはその関係の中で独自の須恵器生産の開始をみるところも

あったが､ 5世紀中葉以降の新たな中央集権化に伴いほとんどの地方窯では生産が中断し

た｡しかし6世紀後半以降の大和政権との新たな繋がりの中で再び地方窯の挽業が行われ

たと考えられる｡シナノの各地域もそのような社会状況に内包されていたものといえる｡

6　まとめにかえて

以上､住居跡出土の須恵器､古墳出土の須恵器､祭紀遺跡出土の須恵器､そして長野県

内における須恵器生産をみてきたが､初期須恵器の段階にシナノの拠点地域に陶質土器や

須恵券が持ち込まれ､拠点地域における中核的存在であった中･小首長層(集落)への所

有となった｡このことはすでに筆者が指摘しているが(文献2 ･ 3)､初期須恵器から古

式須恵器への移行期段階には拠点地域において生産が開始されえたとも考えられ､もちろ

ん搬入品も多く存在したと考える｡

次の古式須恵器の段階になっても拠点地域への供給は変わらなかったが､その需要と供

給は前段階にくらべ増し､その供給についても中･小首長層(集落)へとさらに広まりを

みせていく｡

初期須恵器から古式須恵券へと移行しようとする頃までの時期に限っていえることは､

拠点集落へは須恵器のみならず馬具やカマドほかの新来文化が受け入れられ､生活習慣等

に大きな変化がみられる｡そのような中古墳祭紀には須恵器が限られた状況で用いられる

ことから､この頃の須恵券は単にモノではなく政治的な社会背景の中で重要な存在価値を

担っていたものと考えられる(文献1 ･ 2 ･ 3 ･20･21･54)0

土師器との関係では､天伯B ･山岸遺跡､黒河内遺跡､本村東沖遺跡､大井城遺跡では

TK208型式からTK23型式の須恵器がカマドを伴う住居跡から鬼高式土器的特徴を示す

土師券と伴出しており､また牟礼バイパス遺跡B地点においてはTK216型式からTK208

型式の須恵器がカマドを伴う住居跡から和泉式土器的特徴や鬼高式土器的特徴を示す土師

器と伴出している｡古墳では一時坂古墳よりTK208型式からTK23型式の須恵器が鬼高

式土器と､地附山古墳群池の平2号墳からはTK23型式からTK47形式の須恵器が鬼高式

土器とともに出土している｡これらから土器の諸特徴については多少の混在はみられて当
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然であるが､和泉期から鬼高期への移行期は早いところでTK208型式からTK23型式へ

の移行期に始まり､ 5世紀後半とする第3四半期から第4四半期への移行期であったと考

えられる｡
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下伊那地域の古墳時代における新来文化の受容

1　はじめに

歴史の画期と言うものは､数万年前の先土器時代においても､あるいは1万年あまり続

いた縄文時代においても見られ､ましてや弥生時代においては､日本人の食文化の基礎を

築くこととなる稲作の伝来と言う大きな画期を見ることとなり､さらにはこれを受けて､

農耕を基礎とした経済的基盤の充実による日本国家の形成という大きな画期として古墳時

代を迎えることとなる｡

日本列島では先土器時代以来､大陸や朝鮮半島と人や物を通しての文化交流が絶えず行

われて来たが､古墳時代に至っては大陸や朝鮮半島からの新来文化の受容の波を大きく二

時期に分けることができる｡東国古墳時代におけるその一つは今回の視点となる5世紀中

頃から6世紀代にかけてのことであり､その内容は馬の飼育と活用･須恵器生産と使用･

日常使用する土器組成の変化･カマドの構築と使用･金銅製品の使用･横穴式石室の受容

と埋葬観念の変化などがあげられ､もう一つは7世紀代における律令国家誕生前夜の頃と

言えよう｡

当論では下伊那地域における5世紀中頃から6世紀代における新来文化の受容状況を簡

単にまとめてみたいと考える｡

2　新来文化受容期の土器

当論を進めるにあたり､ 5世紀中頃から6世紀代にかけての基準となる編年案を示して

みたい｡これまで下伊那地域における当時期の土器編年を試みたものとして､ 1974年の

今村善興氏(文献1)､ 1986年の山下誠一氏(文献2)､ 1991年の小平和夫氏(文献3)､

1995年の西山克己(文献4)､ 1998年の山下誠一氏(文献5)､ 1999年の山下誠一氏(文

献6)､ 2003年山下誠一氏(文献7)がある｡

当論では､下伊那地域の中で土器の推移に大きな違いはないと考えるが､あえて天竜川

を挟んで､東を竜束地域(第2図-①)､西を竜西地域(第2図-②)として分けて編年

図を作成した｡

また土器の券種分類については､第1図を基準とした｡

1期-カマドの出現､須恵器が確実に用いられ始める｡当時期の集落内において､カマ

ドを付設する住居と炉を付設する住居が見られ､また須恵器については多い所で

集落内の約3分の1以上の住居に須恵券が搬入される｡

土器様相について､土師器は小型丸底壷がなくなり､カマドに聾をかけることか

らの長胴化が始まる｡また前段階に現れた杯の割合はまだ少なく､高杯の割合が

多い｡須恵器はTK73 ･ TK216 ･ TK208型式を含む｡
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A-1 (佐久市市道9号住)

A-2 (桧本市出川南56号住)

A-3 (出川南31号住)

B-2 (出川南115号住)

C-1 (出川南17号住)

C-2 (出川南33号住)

0　　　　　　　10 cm

:　　1　　._ ･ : ･ ･ ･ L　-:

D-1 (出川南33号住)

D-2 (出川南51号住)

D-3 (出川南68号住)

E-1 (大町市中城原1号増)

E-2 (中城原1号墳)

F-1 (出川南33号住)

F-2 (出川南63号住)

TI‡妄(長野市屋地B29号住)

※他地域との関連土器(X頬)

-t攣_:‥喜喜

X-1 (諏訪市金鋳場34号住)

(山梨県的)

蓋=it-1-

¶■■■.I.I　　こ~.丁. .TL /I.I. /. . . .i

Ⅹ-2 (佐久市栗毛坂A 7号住)

(群馬県的)

E-5 (出川南33号住)

E-6 (中城原4号墳)

Ⅹ-4 (出川南36号住)

(畿内産･畿内系暗文土落)

K-1 (長野市本村東沖96号住)

K-2 (本村東沖57号住)

第1図　土師器の器種分類表
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土師器嚢は長胴化｡杯は半球状のものと､口縁端部をわずかに摘まむように外反

させるもの､平底で鉢状のものが見られる｡また杯内面への黒色処理化が極々わ

ずかに見られる｡高杯については杯部底に稜線を持ち､下部広がりのエンタシス

状で､脚底部がしっかり外反し長脚のものが主流となる｡

時期- 5世紀第3四半期から5世紀第4四半期前半頃(須恵器TK208期)

(図版資料: 1 ･ 8 ･10-丸山遺跡2号住居跡(文献39)､ 2 ･12-恒川遺跡群

田中倉垣外遺跡138号住居跡(文献40)､ 3 ･ 4-殿原遺跡70号住居跡(文献

14)､ 5 ･ 6 ･ 7-恒川遺跡群田中倉垣外遺跡16号住居跡(文献40)､ 9-兼田

遺跡2号住居跡(文献41)､ ll -天伯B遺跡2号住居跡(文献10)､ 42-50 -

細新遺跡60号住居(文献42))

2期-古墳への副葬品として金銅製品が用いられ始める｡カマドを付設する住居の割合

が増加するが､いまだ炉を付設する住居が見られる｡須恵器についてはさらに多

くの住居に搬入される｡

土器様相について､土師器は嚢のさらなる長胴化｡杯の割合が急増し､高杯の割

合が急減する｡須恵器はTK208･TK23型式を含む｡

土師器嚢は長胴化｡杯は1期同様であるが､口縁端部の外反がわずかに大きくな

るものも現れ､口縁端部を外反させるものの割合が増加する｡高杯については杯

部底に稜線を持つものが減少し､また杯部が1期よりも浅くなる傾向となる｡杯

柿

第2図-①　新来文化受容期の竜西地域の土器編年(S - 1/10)
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第2図-②　新来文化受容期の竜東地域の土器編年(S - 1/10)

や高杯の杯部内面への黒色処理化が一般的始まる｡

時期- 5世紀第4四半期後半頃(須恵器TK23期)

(図版資料: 13･17-殿原遺跡88号住居跡(文献14)､ 14･16･19-前の原遺

跡26号住居跡(文献15)､ 15 -内山遺跡10号住居跡(文献43)､ 18 -前の原遺

跡28号住居跡(文献15)､ 20 -柳添遺跡2号住居跡(文献44)､ 51･52 -維新

遺跡58号住居跡､ 53 -細新遺跡9号住居跡､ 54 -細新遺跡53号住居跡､ 55 -

細新遺跡10号住居跡(文献42))

3期-古墳への埋葬施設として､横穴式石室が採用され始める｡カマドを付設する住居

の割合がさらに増加するが､いまだ炉を付設する住居が見られる｡須恵券につい

ては2期と同程度の住居への搬入が見られる｡

土器様相について､土師券は杯の割合がさらに増加し､高杯の割合がさらに減少

する｡須恵器はTK23･TK47型式を含む｡

土師器杯は1期以来の券種(C- 1)に加え､口縁端部の外反がさらに大きくな

るもの(K-1､ 2)も現れ､口縁端部を外反させるものの割合が増加する｡高

杯については杯部の割りに短脚化するものも見られる｡また脚は三角錐状に広が

るようになる｡杯や高杯の杯部内面への黒色処理化が急増する0

時期-6世紀第1四半期前半頃(須恵器TK47期) ･西山･伊那後期1期(文献

4) (当論-　シナノの6世紀･ 7世紀の土器様相)

(図版資料: 21 -27 -新屋敷遺跡76号住居跡(文献45))
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4期-古墳への埋葬施設として､横穴式石室が普及する｡カマドを付設する住居のみと

なる｡須恵器については集落内での使用は3期と同程度か､減少傾向を示す｡

土券様相について､土師器は杯の割合がさらに増し､高杯の割合がさらに減少す

る｡須恵器はMT15･TKIO型式を含む｡

土師器杯は1期以来(C- 1)の券種に加え､杯中央部から口綾部にかけて大き

く外反し､外反基部内外面に稜線をもつもの(E-4)や､杯底部付近から口綾

部にかけて大きく外反し､外反基部内外面に稜線をもつもの(E-5)が加わる｡

高杯については杯部の割りに短脚となり三角錐状に脚が広がるようになり､杯部

が浅い半球状となるものが主体となる出発点となる｡また脚に透かしをつける須

恵器高杯の模倣したものが現れ､短脚透かしや長脚透かしのものが見られる｡杯

や高杯杯部内面への黒色処理化がさらに増す｡

時期- 6世紀第1四半期後半頃から6世紀第3四半期前半頃(須恵器MT15･

TKIO期卜西山･伊那後期2期(文献4) (当論-　シナノの6世紀･ 7世紀の

土器様相)

(図版資料:28･30･34･37･38-柳添遺跡1号住居跡(文献44)､ 29･31･

32･33 -天伯B遺跡22号住居跡､ 35･ 36 -天伯B遺跡3号住居跡(文献10)､

56-63 -細新遺跡2号住居跡､ 64 -維新遺跡18号住居跡､ 65 -維新遺跡4号

住居跡､ 66 -維新遺跡12号住居跡､ 67 -維新遺跡7号住居跡(文献42))

5期-横穴式石室への副葬品の中に須恵器を中心とする土器が加わる｡須恵器について

は集落内での使用は4期と同程度か､減少傾向を示すと考えられる｡

土器様相について､土師器は杯の割合がさらに増し､高杯の割合がさらに

減少すると考えられる｡須恵器は新たに瓶類や壷類などが加わり券種が増す｡

MT43･TK209型式を含む｡

土師器の様相は4期と類似か｡出土資料が少なく詳細については不明｡

時期- 6世紀第3四半期後半頃から6世紀第4四半期頃(MT43･TK209期)

(図版資料: 39 ･ 40 i 41 -久井遺跡2号住居跡(文献46))

以上､新来文化受容期の土器様相を示したが､ 5期については資料の制約から詳細につ

いては不明である｡ (第2図-①､ ②参照)

なお当論1期は山下･Ⅳ段階(文献5 ･6)0 2期は山下･Ⅴ段階(文献5 ･ 6)0 3期

は西山･伊那後期1期(文献4) (当論-　シナノの6世紀･ 7世紀の土器様相)､山下･

Ⅵ段階(文献6)｡ 4期は西山･伊那後期2期(文献4) (当論-　シナノの6世紀･ 7世

紀の土器様相)｡と同時期と考える｡

3　カマドの採用と間仕切り

長野県内のカマドの出現については､すでに筆者(文献8)が明らかにしたように､善

光寺平においても､下伊那地域においても､早い所では須恵器TK208型式､年代的には
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5世紀第3四半期から第4四半期の移

行期頃､すなわち当論での1期には確

実に付設され始めたようであるが､シ

ナノの集落全体に波及するには6世紀

に人らねば実現しない｡ここではあら

ためて下伊那地域の遺跡について見て

みたいと思う｡カマドを早い段階で多

く取り入れた遺跡として､飯田市天伯

B遺跡･山岸遺跡をあげることができ

よう｡両遺跡はそれぞれ遺跡名は異な

るものの､松川右岸沿いに細長く続く

同一段丘上に位置する集落遺跡である｡

ここではカマドが付設される住居跡が

63件(天伯B-30軒･山岸-33軒)

確認され､このうち1期あるいは2期

と考えられる住居跡は45軒ほど見ら

れる｡集落全体に早い段階でカマドが

付設された特筆すべき遺跡であり､当

地域における5世紀後半から6世紀前

半にかけての拠点集落であったと考え

られる(文献8･9･10)｡次に天伯

B ･山岸遺跡同様に当地域においてい

ち早くカマドを取り入れ､カマド構造

が良好な資料として､飯田市小垣外遺

跡をあげることができる｡小垣外遺跡

ではやはり1期と考えられる25号住

居跡と26号住居跡にカマドが付設さ

れ､これらのカマドは共通して石を芯

材に用いてまわりを土(粘土)で覆う

構造をしている(文献11)｡さらに-

0　　　　　　　　　2nl

Lp T r■｢日　.--｣

0　　　　　　　　10cm

ヒコニrr. ･_ゴ　ー-　　:

第3国　力マドと炉を伴う住居

龍江大平追跡3号住居跡と出土遣物

(文献12より)

住居内で炉からカマドへの移行を示す

住居跡も確認されている｡飯田市龍江大平遺跡では1期に該当すると考えられる3号住居

跡から､ 2枚(2時期)の床面が検出され､初めの床には炉が付設され､作り替えられた

後の床にはカマドが付設されていた(第3図) (文献12)｡このような例は善光寺平にお

ける千曲市屋代遺跡群においても見られ､ 1期と考えられるSB5136号住居跡では同一床

面に炉とカマドが併設されていた(文献13)｡両資料とも炉からカマドへの移行を示す代
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表的な事例と言えよう｡下伊那地域におい

ても1期の段階でカマドを付設する住居が

現れる｡しかしその数は当時期の集落数､

あるいは住居数からすればごく僅かなもの

であり､おそらくは当地へ派遣された渡来

人､あるいはその末商､あるいは在地家族

層で新来文化を積極的に摂取した人々の住

居であったと考えられる｡

カマドの構造については､ここにあげた

資料以外でも､ 1期あるいは直後に構築さ

れる他のカマドの構造をみても､石を芯材

に用いてまわりを土(粘土)で覆う構造を

していることから､下伊那地域に初めて伝

えられたカマドは石芯粘土構造のものであ

ったようであり､芯に用いる石の大きさや

形状､あるいは並べ方などにはいくつかの

バラエティがあるようである｡

2m
L     .      I      I      L  I   I        1一

第4囲　簡仕切りを持つ住居殿原遺跡

88号住居跡(文献14より)

それでは間仕切りを持つ住居については

どうであろうか｡ここで言う間仕切り遺構とは､住居床面に壁から柱穴にかけて浅い溝を

掘り､その溝に間仕切り材を据えたと考えられるものを言う｡

下伊那地域でも点々といくつか確認されているが､その中でも特に良好な資料として

2期と考えられる飯田市殿原遺跡88号住居跡(第4図) (文献14)や前の原26号住居跡

(文献15)をあげることができる｡この間仕切り遺構については､善光寺平では長野市本

村東沖遺跡で多くみられる(文献16)｡本村東沖遺跡では1期と考えられる住居にカマド

が付設され､これらの住居跡からは地元で生産されたとも考えられる須恵券が出土し､ま

た調査された住居跡の約半数から間仕切り遺構が確認されている｡このようなことから渡

来系の人々やその未菌､あるいは新来文化を積極的に摂取した在地家族層を中心とする集

落とも考えられ､このような例は善光寺平の他の遺跡ではほとんど確認されていない｡

このようにここでいう間仕切り構造はカマドとともに家屋構造の一つとして同じ時期に

伝えられたものと考えられる｡

4　下伊那の新来文化受容期の馬

現在､シナノ(長野県)において確実に最も古い馬の存在は､長野市篠ノ井遺跡群の

sK6042土壌から出土した4世紀後半の馬の歯から考えられる馬の存在である(文献17 ･

18)0

この発見と相前後して山梨県甲府市塩部遺跡の方形周溝墓からも同時期の馬の歯が確認
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され(文献19)､中部高地においてはすでに4世紀後半には馬が存在したことがわかって

きている｡しかしこの馬はどのような目的で人間と接していたかについてはいまだ不明な

点が多く､今後の類似例の出土に期待が寄せられる｡

それでは伊那谷の馬の存在はどのようなものなのであろうか｡シナノでは日本全国から

出土している馬具の2割以上が出土しており､またこの内の3割以上が飯田市を中心とす

る伊那谷南部に集中していることはよく知られているところである(文献20)0

また､さらに注目したいのが1期や2期とする5世紀後半に､飯田市座光寺･上郷･松

尾と言った3地域に28例もの馬の墓(埋葬)が確認されており(文献21･22)､これま

で日本全国で確実に馬の墓と考えられている資料数は60数例に過ぎず､下伊那地域以外

での発見例を見渡してみると熊本県に20例ほどが集中し(文献23)､残りが他地域に散

在している状況である｡いずれにしても全国での発見数の半分近くが下伊那地域において

確認されていることは非常に注目しなければならないことである｡

このような馬具の出土に注目し､東国舎人との関係で論じた岡安光彦氏の論考や(文献

20 ･ 24)､科野国造と馬の生産や管理を論じた桐原健氏の論考(文献25)は注目すべきも

のであり､近年では長野県内の馬具の集成からシナノや伊那谷の馬文化を探ろうとした渋

谷恵美子氏の仕事も見逃せない(文献26)｡また馬の埋葬に注目した論考としては木下政

利氏(文献27)､吉川豊氏(文献28)､小林正春氏(文献29)､さらには全国的視野から

の力作である桃崎祐輔氏の業績をあげることができよう(文献30)｡さらに最近では小林

正春氏(文献21)や山下誠一氏(文献

22)､岡田正彦(文献31)によって､下

伊那地域における馬の埋葬例の集成が

行われている｡

この馬を埋葬する行為は5世紀初頭

に東北アジア諸民族から高句麗を経て､

新羅や伽耶諸国に伝えられ､日本には

5世紀中頃から後半にかけて伝えられ

たと考えられているが､これらの馬の

埋葬は､基本的には死者の埋葬に伴う

殉葬と考えられている(文献32)0

日本国内の状況を簡単に見てみるな

らば､南は宮崎から北は青森にまで古

墳時代における馬の殉葬例は見られる

ものの､ 5世紀後半代と言う限られた

時期に､一地域の古墳(周溝墓)周港

内･周港内土壌･周溝近接土壌と言っ

た類似方法で殉葬が行われていること､
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さらには一部に馬具を装着したまま殉葬している例が見られることは､熊本県でも類似し

た傾向が見られるが(文献23)､下伊那の大きな特色であることはまちがいない｡さらに

馬を殉葬する風習は朝鮮半島を経由して日本に伝えられたことは先にも述べたが､新羅や

加耶における殉葬例では馬具などは付けず､その多くが裸馬のままでの殉葬であることが

確認されている｡

下伊那地域の28例の内､新井原遺跡4号土坑墓より馬の骨･歯とともに5世紀第4四

半期頃と考えられるf字形鏡板付轡･剣菱形杏葉･飾鋲･貴金具が出土し(第5図) (文

献28･29･30)､茶柄山古墳群馬の墓10からは馬の下顎骨の下部より5世紀後半頃の鉄

製輪金具と三環鈴が出土している(文献28 ･ 29)｡また新井原2号墳周港内土壌3基から

馬の歯が見つかり､同周港内から5世紀第3四半期頃のものと考えられる木芯鉄板張輪鐙

が出土し(文献28･29)､物見塚古墳周溝からは馬の歯とやはり5世紀第3四半期頃の銀

轡が出土し､装着されていた状況が想定されている(文献28 ･ 29)0

以上4例中､特に新井原遺跡4号土坑墓､茶柄山古墳群馬の墓10においては確実に馬

具装着飾馬であることが確認できることから､日本に馬の殉葬を伝えたであろう加耶地域

とは異なった殉葬方法を行ったことについては､今後論究すべき課題であろう｡

ここであえてその意味について考えるならば､馬の殉葬を伴う古墳や周溝墓の埋葬者

は､当時､鉄と馬をより多く入手､保有することは､軍備的優位な立場におかれることか

ら､畿内大和政権にとっては重要な任務であったことから､軍馬の調達を目的とした大和

政権の指示のもとに派遣された馬生産に秀でた新来文化を担った人々(渡来人･渡来系の

人々･他地域の人々)､あるいは貴重品でもあった馬にあでやかな馬具を装着させて殉葬

させたことは､その主体墓に埋葬された人物との寵愛関係あるいは威信を示すための行為

であったこと考えられることから､当地域の政治的･経済的効果を向上させる大きな手段

となる馬生産に関わり､新来文化を積極的に摂取しようとした在地有力家族層の墓とも考

えられるが､以上見てきたように5世紀後半代に入り､新たな文化の波が大きく押し寄せ

て来た時期であることを考えれば､畿内大和政権の指示のもと､馬生産に関わって当地に

派遣された渡来系の人々の墓であり､倭人化することにより威借財としての馬具を装着さ

せたままでの殉葬を試みたとも考えられる｡またこの末商連の一部が馬生産に関わる主導

権を振ることにより有力在地家族層化し､高岡1号境や北本城古墳のようなる横穴式石室

を持つ前方後円墳を築造した可能性を指摘しておきたい｡

最後に､ 1998年12月28日の朝日新聞夕刊に､飯田市宮垣外遺跡出土の馬骨の骨格から､

木曽馬に類似していた馬であろうとの記事が載せられた(文献34)｡興味深い分析結果で

あり､より多くの下伊那地域出土の馬の骨や歯の分析結果に期待したいものである｡さら

に4世紀後半の篠ノ井遺跡群出土の馬の歯､ 5世紀後半の下伊那地域出土の馬の骨や歯､

県内の6世紀や7世紀の馬の墓や集落･古墳出土の馬の骨や歯の分析を通して､古墳時代

馬の馬種や系譜が明らかにされることに期待したい｡
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5　古墳と集落について

先に紹介した2003年の山下氏の論考については､土券編年とは別に重要な所見を残し

ている｡一つは｢飯田盆地の古墳時代中期には外来勢力による集落がみられると考えた｡

これは､ 5世紀後半に際だった数が調査されている馬の埋葬からみて､馬の飼育の技術を

持った渡来系集団によるものといえる(文献35)｡飯田盆地にある朝鮮半島からの渡来系

遺物(文献36)や溝口の塚古墳の被葬者が渡来系の形質を持つことも傍証となる(文献

37)｡さらに､渡来系集団と在地集落が一体する中で､大きな勢力となった集団があるこ

とも考えられる｡こうした集団が飯田盆地の古墳築造に関わったことは疑いない｡｣また

｢-飯田盆地に古墳が一斉に築造され始める古墳時代中期に､馬の飼育の技術を持った渡

来系集団が関わった集落が誕生し､古墳築造にも大きな役割を果たしたと考えた｡ -｣と

述べられている｡しかし｢(古墳時代の)個々の集落と古墳群を結びつけることはできな

かった｡｣と課題も指摘されている｡筆者も当論を善くにあたり､飯田市内を中心に下伊

那地域の古墳･古墳群と集落の立地についての検討をおこなった｡しかし善光寺平におけ

る川柳将軍塚古墳-石川条里遺跡-篠ノ井遺跡群や大童古墳群-川田条里遺跡=榎田遺跡

などのように当時の景観を検討しうる材料は確認できなかった｡ただし､清正寺古墳を築

造するにあたり､当地に所在した5世紀後半の集落を移転させて古墳を築造した状況が発

掘調査で検証されている(文献38)｡この事実が当地における今後の古墳･古墳群と集落

との関係を検証する重要なヒントになるかもしれない｡いずれにしても善光寺平と下伊那

地域は地形が異なるため､古墳･古墳群と集落の景観も異なることも予想される｡
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7世紀前半を中心にシナノで用いられた円筒形土製品

1　はじめに

東国において決して多い事例ではないが､ 7世紀代の竪穴住居のカマド付近から円筒形

をした土器(円筒形土器)が発見される｡筆者はこの円筒形土器を検討した結果､土器

(うつわ)ではなく｢円筒形土製品｣あるいは｢円筒形カマド材｣との名称を提案した経

過がある(文献1)｡長野県内における7世紀代の円筒形土製品の出土例はあまり多くな

いが､これまでの研究史をふまえつつ､どのようなものであったのか､あらためて探って

みたい｡

2　これまでの研究史概略

研究史の中では､研究経過として｢円筒形土器｣が用いられてきたので､そのまま｢円

筒形土器｣の名称を使用する｡

東国での7世紀代の円筒形土器については､出土例が多くないことから､その研究に係

わる論考も多いとは言えない｡

その中でも､特に私自身の目にふれたものについて､ここで紹介したい｡

この円筒形土器について､カマドとの係わりで記した最初のものは､ 1968年に刊行さ

れた八王子市中田遺跡の報告書の中での岡田淳子氏の論考ではなかろうか(文献2)0

この岡田氏の論考を出発点として､円筒形土器についての論考を紹介したい｡

1968 (昭和43)年に刊行された八王子市中田遺跡の報告書の中で､岡田氏はE地区4

号住居地の所見として､ ｢-円筒形土器が斜めに置かれているのが注目された｡位置から

判断して煙道に使用されたものと思われるが､整形方法は円筒埴輪のそれと変わりなく全

体にクシ目が施文され､底部は横木の上に置かれたような痕跡があり部厚である｡焼成胎

土とも悪く黄褐色を呈している｡口綾部は欠損しているが下部はかなり焼けておりそれに

比べて上部(竜から出ている部分)は全く焼けていない｡なおススは附着していない｡同

形態のものは中田遺跡において鬼高期初頭の住居地に類例がみられる-｣と述べ､さら

に報文のまとめの中で､円筒形土器について､ ｢-4号住居地の竃の上､壁にかかるあた

りから､指とササラ状工具で整形した分厚な円筒形土器が出土した-B地区9号･ D地区

56号･ E地区11･16･19号の各住居地から出土しており､これらはすべて竜内およびそ

の近辺において発見されたものであった｡ -出土位置の共通性から竃の施設の一部として

考えることができたのである｡ E地区4号住居地では当時使用された状態に近い位置で発

見されたものと見なされ､その在り方から煙道として考えられるのが最も妥当性があるよ

うに思われた｡｣とした(文献2)｡

このように円筒形土器をカマドとの関係でとらえられたことは､これ以降の円筒形土器
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を考える上で大きな視点を示したものと言えよう｡

1979 (昭和54)年､萩原三雄氏が御坂町郷土遺跡の報文の中で､ ｢円筒形土器について｣

としてまとめている(文献3)｡

この中で､円筒形土器をAタイプ(-底のない円筒の土器)とBタイプ(-底部のある

もの)と分け､その特徴点として､

1､出土地点は､住居地内のカマド内あるいはその付近から出土している｡

1､一対となって出土する例がみられる｡

1､時期的には鬼高期にはじまって､国分期までみられるが､特に鬼高期に多く見受け

られるようである｡

1､内部には輪積み痕などを明瞭に残し､整形をそれ程施していないことから､容器と

してはとらえにくい｡

とし､さらに､これらの諸点から､

1､対となる二個の円筒形土器には器高に長短がある｡

1､口綾部形態はそれぞれ異なり､開きぎみなものと､内湾ぎみのものに区別される｡

とし､円筒形土器の性格を考える上で非常に重要なポイントを簡潔明瞭に示した｡

1981 (昭和56)年､森嶋稔氏は､坂城町北浦遺跡での調査例から､ ｢-この種の土器は､

時々坂城地区で見られるが､内面に著しくスス状の炭化物を付着させている例が多く､あ

る特殊な煮沸器として用いられたか､本例のように底部に穴をあけた後､カマドの支柱と

して使用されたか､あるいはカマドの煙道として用いられたか興味ある土器である｡｣と

述べている(文献4)0

1982 (昭和57)年には､猪股喜彦氏が一宮町故掛遺跡の発掘調査概報の中で､萩原三

雄氏が分類された円筒形土券AタイプとBタイプをさらに分類され､以下のように述べて

いる(文献5)｡

｢一般に円筒形土器には､萩原氏が指摘するように､二種があり､さらにAタイプの底な

しのものは二種にわかれる｡

①　全く底なしのもので､土管状の筒抜けのもの｡

②　底に穿孔し､結果的に底なし状になるもの(底部に多くの木葉痕をとどめ穿孔部は

よく整形され孔自体も比較的大きい)0

前者をA- Ⅰ種､後者をA-Ⅱ種とする｡少なくとも円筒形土器には以上の三種が認め

られる｡｣とした｡

さらに円筒形土器の性格についてふれ､ A- Ⅰ種については煙道で用いられたものと考

えてもよいが､ A-Ⅱ種については同様に考えるよりは､底にわざわざ孔を穿つことに意

味がこめられていると考えた｡

また､鞍掛遺跡11号住居跡での調査所見や､東京都多摩ニュータウンNo.426遺跡7号

住居跡(文献6)やNo.540遺跡1号住居跡(文献7)でのカマド天井部材への土器の転用

例から､鞍掛遺跡11号住居跡出土の円筒形土器も､転用された可能性も考えられなくな
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いことを示唆している｡

1990 (平成2)年には､央口忠良氏が長野市屋地遺跡の調査所見から､ ｢-北浦遺跡で

はカマドの支脚ではないかと推定し､田中沖遺跡では再火熟を受けた様子がなく､支脚と

して長すぎるため鰻取り用のウケではないかとの私見している｡いずれにしても千曲川中

流域に分布する特異な土器である｡｣と述べている(文献8)0

1993 (平成5)年､助川朋広氏が坂城町宮上遺跡の調査所見のまとめとして円筒形土器

についてふれている(文献9)｡

｢-今回とりあげたH3号住居地､ H 16住居地の他にH4号住居地からは土師質の円筒

形土器が出土していて注目される｡ -本遺跡では､底部の確認できるものはH4号住居地

出土のもののみで､一部に木葉痕をとどめ他は欠損されている｡その出土状況はカマドの

芯材とみられ､天井部･袖部に使用されている状況である｡ -しかしまだカマドの芯材と

して製作されたものなのか､あるいは他の目的に製作されたものが､更に転用されたもの

なのかは不明である｡また､他遺跡で見られるものは輪積み痕を残すものに対し､本資料

群は巻きあげ成形であるという点にも留意されねばならない｡｣と述べている｡

1995 (平成7)年､筆者は長野県内の6世紀､ 7世紀の土器様相をまとめるにあたって､

長野県内出土の円筒形土器についての研究の一端を紹介した(文献10)｡

1996 (平成8)年､筆者は1995年の円筒形土器への論考をさらに進め､円筒形土券の

特徴､用いられた時期､カマドとの関わりについてまとめた｡さらに､円筒形土器を検討

した結果､土器(うつわ)ではなく｢円筒形土製品｣あるいは｢円筒形カマド材｣との名

称を提案した(文献1)0

この論考を受けて､ 1998年に山口耕一氏が｢古墳時代後期の円筒形土製品一栃木県下

の事例を中心に-｣ (文献11)､同年に山下歳倍氏が｢稲荷窪B地点遺跡　Ⅳ成果と問題

点｣ (文献12)､ 2003年に春日真実氏が｢越後出土の円筒形土製品･板状土製品について｣

(文献13)､ 2009年に宮揮公雄｢筒形土製品について｣ (文献14)などの論考を発表して

いる｡

以上､ 7世紀代を中心に用いられた円筒形土製品に係わる研究を見てきたが､長野県内

においては､ 9世紀に入り再び円筒形の土器が用いられるようになる｡

との9世紀代の円筒形の土券の研究について簡単にふれて､研究史の概略を終わりにし

たい｡研究史としては｢円筒形土器｣の名称を用いる｡

長野県において9世紀代に用いられたと考えられる円筒形土器は､箕輪町中道遺跡40

号竪穴住居跡(文献15)や松本市下神遺跡SB 8号竪穴住居跡､同SB126号竪穴住居跡､

同三の宮遺跡SB32号竪穴住居跡､同SB74号竪穴住居跡(文献16)から出土している｡

小平和夫氏によると､ ｢カマドあるいはカマド周辺で出土することが多く､煮炊きに関

連して使用されたものと思われ､カマド施設の一部とも考えられる｣と述べている(文献

16)｡

長野県内における7世紀代に用いられた円筒形土製品と9世紀代に用いられた円筒形の
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土器との関連については今のところ明確にされていないが､小平氏の考察を参考にすれば､

9世紀の円筒形の土券も｢円筒形土製品｣としてよいかもしれない｡

3　円筒形土製品の出土状況

この円筒形土製品の出土については山梨県に多く見られるが､多いと言ってもその出土

遺跡については数えるほどにすぎない｡

その中で円筒形土製品の出土を確認しえたのは､東八代郡一宮町末木地区杭No.282 (文

献17)､同鞍掛遺跡(文献5)､同御坂町郷土遺跡(文献3)､同二之宮遺跡(文献18)､

同姥壕遺跡(文献19)､同石和町松本壕ノ越遺跡(文献20)においてであり､その中でも

特に良好な遺跡について紹介したい｡

二之宮遺跡では､ 2号住居跡､ 58号住居跡､ 60号住居跡､ 78号住居跡､ 247号住居跡､

他から出土している｡

これらの住居跡を含めて､ほとんどの住居跡に付設されているカマドは､基本的には石

を芯材として構築されているものである(文献18)0

姥壕遺跡では､ 35号住居跡､ 48号住居跡､ 51号住居跡､ 62号住居跡､ 78号住居跡､

81号住居跡､ 104号住居跡､他から出土しているが､この姥壕遺跡においても二之宮遺跡

同様に､これらの住居跡を含め､ほとんどの住居跡において付設されているカマドは､石

を芯材として構築されたものである(文献19)0

鞍掛遺跡では､ 11号住居跡から円筒形土製晶が出土しており､猪股喜彦氏はカマドの

両袖間に渡した焚口天井部材もしくは天井補強材ではないかと示唆している(文献5)

(第2囲)0

それでは長野県内ではどうであろうか｡

長野県内で確認しえた遺跡は､長野市田中沖遺跡(文献21･22)､同屋地遺跡(文献

8)､同榎田遺跡(文献23)､埴科郡坂城町北浦遺跡(文献4)､同宮上遺跡(文献9)､

松本市出川南遺跡(文献24)である(第1図)0

以下､これらの中のいくつかを見てみることとする｡

田中沖遺跡では3号竪穴住居跡(第5図1)､ 44号竪穴住居跡(第5図2)や第2号竪

穴住居跡(第5図3 i 4)､第7号竪穴住居跡(第5図5)､第12号竪穴住居跡(第5図

6)などから出土している｡

第7号竪穴住居跡では､カマドに用いられた自然石と並行するように円筒形土製品が出

土している｡また､第12号竪穴住居跡では､カマド前面より円筒形土製品が出土している｡

宮上遺跡では､ H3号住居跡(第5図10)､ H4号住居跡､ H16号住居跡(第5図

ll ･ 12)､から円筒形土製品が出土している｡

H 3号住居跡では､カマドの左右袖部の先端に土師券の長胴嚢を補強材として用い､さ

らにカマド火床部手前に円筒形土製品が横位で出土している｡調査者の助川氏は､円筒形

土製製品をカマド天井部に用いたのであろうことを示唆している(第3図)0
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1-北　田中沖辻跡Ⅰ

南　田中沖辻跡Ⅱ

2 -　　枚田並跡

3 -　　産地辻跡

き-木曽福島　4-北　宮上辻跡

ti≡悪霊　　南北浦辻跡
A-長野市　5-　出川南池跡

B亡=坂城町

C-松本市

第1囲　長野県内における7世紀の円筒形土製晶出土分布図(文献1より一部修正)
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第3図　坂城町宮上遺跡H3号住居跡とカマド(文献9より)

H16号住居跡では､カマドの構築材として石と粘土が用いられ､さらに袖部の先端に

芯材として円筒形土製品が用いられていた｡左袖部では正位に円筒形土製品が用いられ､

右袖部では逆位に用いられていたようである(第4図)0

これら宮上遺跡での使用例は､円筒形土製品の性格を考える上でたいへん良好かつ重要

な資料と言えよう｡
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第4図　坂城町営上遺跡H 16号住居跡とカマド(文献9より)
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4　円筒形土製晶の特徴

研究史概略でもわかるように､円筒形土製品の分類については､萩原三雄氏や猪股喜彦

氏の業績は大きい｡

ここで改めて円筒形土製品の特徴について見てみたいと思う｡

この円筒形土製品の一番の特徴は､円筒形で内面に明瞭に輪積み痕や､巻き上げ痕を残

すことであり､これはあえて残されたものであったと考えられる｡それは､この土器を
`土器'として用いる目的ではなく､カマド構築材としての`-土製品(一部品) 'として

仕上げればよかった､あるいはこのように仕上げる必要があったからであろう｡

外面については､あえて輪積み痕を残しながら当時代の土師器嚢と同様な技法をもって

整形･調整がされている｡

それはカマドに用いる土器(土製品)としては､完全に調整された土器よりも熟の伝導

率の悪い輪積みを残した土器(土製品)を作ることを目的としたが､製作時､焼成時､そ

して焼成後に破損することを防ぐために､外面の整形･調整は必要であったであろうこと

が察せられる｡

さて､萩原氏や猪股氏の分類については大筋で異論はないが､長野県内の資料をもとに

あらためて分類を考えてみることとする｡

まず口綾部形態については､

1-外に開きぎみのもの｡

2-直立するもの｡

3-内湾ぎみのもの｡

なぜこれらに分類できるのか､その製作上の意図はどのようなものであったのであろうか｡

カマドの構築材であるとすると､その長さ(寸法)はカマドの親槙によることとなる｡

しかし､大きいカマドにあわせて始めから長大な円筒形土製品を作れば､製作･焼成時に

破損しやすいため､ある一定の大きさ(口径が約10cmから15cm程度のもので長さ50cmか

ら60cm程度)を限度として作りえたものと考える｡

また円柱形ではなく空洞の円筒形に作る理由も､焼成時の破損や､あるいはカマド芯材

とし､熟による破損を防ぐために土器のような空洞状の円筒形にしたものと考える｡

そのような製作上､あるいは使用上の制限から､作るのに可能な大きさ以上の円筒形土

製品(カマド構築のための部材)をカマドに用いる場合､特に天井部材となろうが､二つ

の円筒形土製品を組合せて用いることが必要であり､そのために円筒形土製晶を組み合わ

せられるように､当初より雄型ソケット･雌型ソケット状のものを製作したと考えられる｡

また底部があるかないかについては､製作上､底を作る必要があったであろうことも察

せられるが､使用目的が始めから決められていたことに意図するものであったと考える｡

たとえば､

A-始めから底部があるもの｡
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口縁部側が雄型ソケットあるいは雌型ソケットで底部が雄型ソケットとなろう｡

B-始めから底部がないもの｡

口縁都側が雄型ソケットあるいは雌塾ソケットであり､その道(底部らしき方)

も雄型ソケットであり雌型ソケットになりえるかも知れない0

また煙道としての用途も目的としていたかも知れない｡

C-製作後､あるいは使用時に底部を破損させ､結果的に底部がなくなったもの｡

これは結果的にはBタイプと同様となろうが､その意図はおそらくカマドを造る

時に急きょBタイプとして転用されたものと考える｡

また単品として､あるいは組み合わせて用いた時に､天井部材または芯材として

必要な長さ(寸法上)の調整によって切断された可能性もある｡

次に､外面の調整についてはどうであろうか｡

円筒形土製品の外面調整については､基本的には輪積み痕をあえて残すようにその上に

当時代の土師券の長胴嚢と同様な調整技法を施しており､以下のように分類した｡

a -縦方向のヘラケズリを施すもの｡

b -縦方向のナデやオサエを施すもの｡

C -縦方向のハケメを施すもの｡

以上である｡

これらを各遺跡より出土した第5図内の

資料に照らしあわせてみると､

1-1

2-?

3-?

4-?

5-2

6-1 A

7-1 ?

となる｡

8-1

9-1

10-1

iFl=白

12-?

13-1

第1表　第5園内土器の出土追跡と遺構

(文献1より一部修正)

第5園内No 偬)X,hﾕﾂ文献 �����

1 ynﾈ69(h垪S8ﾘhｸR22 �������

2 ynﾈ69(i)SCHﾘhｸR22 ��������

3 ynﾈ69(i)S(ﾘhｸR21 ��������

4 ynﾈ69(h垪S(ﾘhｸR21 �������

5 ynﾈ69(h垪SxﾘhｸR21 �������

6 ynﾈ69(h垪S(ﾘhｸR21 ��������

7 ynﾈ夐&闔)T俘hｸR8 �������

8 俥(ﾉfｸ葺YcﾘhｸR4 ���������

9 俥(ﾉfｸ葺YcﾘhｸR4 ���������

10 俥(ﾈｷｸ8TﾘhｸR9 ���������

ll 俥(ﾈｷｸ8Thﾘh8ｸR9 ���������

12 俥(ﾈｷｸ8Thﾘh8ｸR9 ���������

13 傴ﾉgｸﾉ>ﾈS3XﾘhｸR24 ��������

5　円筒形土製晶が用いられた時期

長野県において円筒形土製品が出現し､主に用いられたのは7世紀代であると考えてほ

ぼまちがいないであろう｡この時期について､地域ごとにみてみることとする｡

まず長野市域(北信地域)ではどうであろうか｡

長野市田中沖遺跡3号住居跡出土の一括資料は善光寺平後期5期から6期の早い頃に位

置づけられ(第6図･第2表)､また長野市屋地遺跡A9号住居跡出土の一括資料は善光

寺平後期5期(第6図･第2表)に位置づけられる｡

次に埴科郡坂城町宮上遺跡はどうであろうか｡
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0　　　　　　　　　　10 cm

第5図　長野県内出土の7世紀代の円筒形土製晶(文献1より)

7世紀前半を中心にシナノで用いられた円筒形土製品181



宮上遺跡は埴科郡なので

北信地域の範ちゅうとなる

が､出土土師器の様相をみる

と､佐久平の影響を受けてお

り､佐久平(来信地域)の土

器観で

時期を考えた方がよさそう

であろうと考えた｡

宮上遺跡H 3号住居跡出土

の一括資料は､佐久平後期6

期の様相(第7図･第2表)

と考えられ､またH16号住

居跡出土の一括資料は､佐

久平後期5期的様相(第7

図･第2表)と考えられ､宮

上遺跡では6世紀末葉から7

世紀初頭頃に円筒形土製品が

持ち込まれ使用された可能性

も考えられる｡

それでは中信地域はどうで

あろうか｡

松本市出川南遺跡では35

号住居跡より円筒形土製品が

出土している｡ 35号住居跡

第2表　長野県内各地域の6 ･ 7世紀の土器時期相対表

(文献1より)

年代 冰r飛鳥藤原 靜2佐.級 傴ﾂ霹南.後 佝る7�������

500 600 700 疋ｳ#2DｳCrﾕCRDｳCコDｳC2Dｳ#Dｳ#rDｳCbDｳCﾕC#I Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 鳴ﾂI l 白I 鳴ﾂﾂﾂﾂ��������������������������������

1 ���1 �����

2 2 "∃����

3 

3  � 諏 3 

4 釘�

4 5 迭｢B����

5 

? 6 澱6 �

7 

滋善光寺平と松本平は6期の土舘様相をもって古墳時代後期の土器様相は終わる｡年

代では7世紀代となり､ 8世紀に入り飛鳥Ⅳ･ V的土紫様相-と変化していく.

※佐久平では､ 7期の土器様相をもって古墳時代後期の土器様相は終わるようである

が､年代ではやはり　7世紀代と考えてよさそうである｡しかし､ 7世紀末ころに飛鳥

Ⅳ･ V的土紫様相-と変化していくようである｡

の一括資料は､松本平後期4

期の終末から5期にかけての時期(第8図･第2表)に位置づけられよう｡

このように見てみると､坂城町宮上遺跡地域(埴科郡域)や松本市出川南遺跡地域(筑

摩郡域)では､早ければ6世紀末葉から7世紀初頭頃に円筒形土製品が持ち込まれ使用さ

れた可能性も考えられ､その後を受けて､ 7世紀前半頃に長野市田中押遣跡地域(更級郡

域)に持ち込まれ使用されたようである｡この6世紀末葉から7世紀初頭頃に用いられた

状況は､山梨県内での状況(文献25)と類似していることがうかがえる｡

6　カマドとの関わり

長野県内にカマドが持ち込まれ使用され始めるのは､おそらく5世紀の後半代､それ

も須恵器型式で言うとTK208型式段階であろうと考える(文献26･27)｡ただ長野県内

において須恵器の用いられ方の特徴として､ TK208 ･ TK23 i TK47型式の須恵器が混在
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SB 坤 僭Fﾈﾘ)GFﾈﾊﾈﾙ綿､ｉ4猪ﾈ+ｸ,ﾉﾂ����

1 刎ぺｷﾈ敢ﾊｸ蹌ﾒ茲粭uｶHﾇ夷ﾈｨﾆ#rﾒ纈�������

2 3 4 5 6 

6＼h 

宅覇二王VS 書き言う∴う. 

三≡享士~三二 
1桝こ1.2.4.6-9(投野市本村1Ritll57号住)3.5(同Ml広中.-学校7号住) 

2叫=10.ll(刷三特1次1号住)12.13(本村砿沖86号仕) 

3榊-14.15(三絵3次14号住) 

⊂=諾積む算BB39%2諾,,蓋3332 
6mこ31-33(行iTlu噂辻r+跡市皿牧師-小lLl井紳It地点) 

ltLL-.No24､32､33は3,fi忠笛 

第6図　北信地域の土師器推移(文献1より)

各種 期 僭Fﾈﾘ)GFﾈﾊﾙ綿､ｉ4苧(+ｸ,ﾉﾂ�����

1 2 3 4 5 6 7 兔凉Yxｸｬx+#ｲ菷ｨﾆIEH･｣ﾘ38ﾘhﾂｨ(+ﾅﾂﾄ汎Sｴ墜､&ﾂ������������

竜…≡≡SiiiS:;{a:mi;4655%3AZBSg=iy!-HB9'q.B'.'i-l}:;.11号1;--■ノ髪≡-…芸2.,91159 ゝ毎夏≡戎 I 警聾惑l研X､.tt17}+3828垂堅 

一th.No.43､4gは須恵昏 

第7国　東信地域の土師器推移(文献1より)
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各種 期 僭D俘)GFﾉ'Hﾙ曝､ｉ4樗ｸ,ﾉﾂ�����

1 2 3 4 5 6 凅ｸ抱ﾇﾈﾇ杏ｨｶ3whﾇﾉO｣ｸ(ﾅﾂ謦ﾄ椎襄蹐ｺE揵枹ﾌygｹ$ﾃsﾘhFﾕﾘgﾓﾙk*BEDg"粢,H8ｲ*ﾙ<YﾃxS#ぴﾒ簫ﾒﾒvH,I冢ﾂ)Gｩ]紿Hﾓ｢ﾒ~ﾈ89)ｨ82ｂﾉｳR籠#ｨ誣ｨｽ霽ﾈ.ﾓ3xﾞﾘｪ簽CH杏ﾃSb������������������������������������������������������������������

-th.No.19､29､30､45､46は好i思昏 

第8国　中信地域の土師器推移(文献1より)

して使用されていた状況や､陶邑窯での須恵券型式の相前後する特徴を持つ須恵器が存在

することを考慮しなければならないが(文献26)それらを考慮してもカマドの導入段階

はTK208型式段階(5世紀第3四半期から5世紀第4四半期に移行する頃)の頃であり､

TK47型式段階以降に多くのムラに定着していったことがうかがえる｡

さて､このカマドの構築にあたっては当初より石を袖部の芯材として用いて､そこに粘土

を用いて構築するものと､粘土のみで構築をおこなったものとがあったことが察せられる｡

それが早ければ6世紀末葉から7世紀初頭頃にかけての時期に従来の構築方法に加え､

円筒形土製品をカマドの天井部材･袖芯材として用い､さらには煙道にも用いるような技

術が導入された｡

しかし､この技術は7世紀代でも多くのムラや家で用いられることはなく､ごく少数派

的なカマド構築方法として姿を消していく｡

宮上遺跡H 3号住居跡では円筒形土製品がムラに持ち込まれた次の時期にカマドが構築

されており､円筒形土製品と土師器の長胴嚢が一緒にカマド構築材として使用されている｡

おそらくは､当初カマド構築材として円筒形土製品を用いた人々も当時代の土師器の長胴

嚢でも充分に円筒形土製品の機能をはたせ

ることを知り､長胴嚢の転用を始めたものと考えられる｡

円筒形土製品を用いたカマド構築技術の導入以降､限られたムラの住居ではカマド構築

の材料として長胴嚢を転用することを通常とするようになったものと考えられる｡

その結果として､円筒形土製品は消え去り､長胴嚢をカマドの構築材とする方法へと転
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A355.lo印

0　　　　　　　　　　　　　　2m

I m

Ⅰ　集鴇色土､康化物混入

ⅠⅠ暗鴇色土､炭化物多量に混入
Ilt　噂赤補色土､娩土多量に混入

Ⅳ　暗算鴇色土

第9図　千曲市大境遺跡9号住居跡とカマド(文献28より)

換していったものと考えられる｡

もはや8世紀にはカマドの構築材(カマドの一部品)としてのみに作られた円筒形土製

品はその必要性を失ったのであった｡

長胴嚢を円筒形土製品同様にカマドに用いる方法は7世紀以降8世紀にも見られるが､

千曲市大境遺跡9号住居跡(第9図)はその好例と言えよう(文献28)0

この大境遺跡9号住居跡のカマドでは､長胴聾が左右袖部に各一個体ずつ(第10図

4･ 5)芯材として用いられ､また天井材として長胴聾が二個体(第10図1 ･ 2)ソケ

ット状につなげて用いられていた(文献28)0

長胴嚢をカマド構築材に用いる方法は､この時期の一般的なカマド構築法ではなく､あ

くまでも少数派である｡

この長胴嚢を用いた方法は円筒形土製品を用いた方法と一連のものであり､技術的のみ

ならず､長胴嚢を円筒形土製品同様にカマド構築材に用いることにこだわった人々の姿を

想像させられる｡

もちろん､新たな技術が広まっていくことを思えば､長胴嚢をカマド構築材に用いたす

べての人々が円筒形土製品を用いた人々と関わりがあったとは思えない｡しかし､埴科郡

内での宮上遺跡や大境遺跡での事例を考え

れば､大境遺跡9号住居跡のカマドを構築した人々は､当初円筒形土製品をカマド構築

に使用した新来文化の伝播を担った渡来系の人々と何らかの関わりを持った在地住民であ

った可能性が考えられることを指摘しておきたい｡
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(カマド天井材)

(カマド袖材)

(カマド天井材)

(カマド袖材)

≡∃…

(カマド使用聾)

汁

0　　　　　　　　　　10cm

第10図　千曲市大墳遺跡9号竪穴住居跡出土土器(文献28より)
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7　朝鮮半島での出土例について

1996年の筆者の論考時には(文献1)､長野県内出土の円筒形土製品とは形態を異にす

るものの大阪府伏尾遺跡出土資料に円筒形の土器を確認し得たが､他資料についての情報

は持ち得なかった｡ただ当時筆者

の脳裏にはカマドとの関係で捉え

る以上畿内で発見されれば､さら

に朝鮮半島との関わりを考える必

要があると考え､専修大学土生田

純之先生に朝鮮半島での出土事例

などを相談した経過がある｡その

ような経過の中､以下の論文を確

認するに至った｡

2006 (平成18)年に発表され

た権五葉氏と李亨源氏による｢壁

柱(大壁)建物研究のために｣の

中に､ ｢韓半島で現在までに集成

された煙筒･煙筒形土製品､ある

いは煙家の数は100点を上回る｡

分布相を見ると北は抱川半月山城､

南は全南海岸地域に至る｡この範

囲外にある資料は江陵安仁里と慶　｣エ_プn

山林堂のものが確認されているだ

けである｡つまり､出土例の圧倒

的多数は馬韓一百済圏内というこ

とになる｡｣ (文献29)と述べて

いる(第11図)0

-;- ::

①大阪伏見　②⑥扶飴花枝山　◎◎克州muLL　◎盆山王宮里　⑥扶低軍守里　⑥⑦㊥利Jll宅地山地
⑥◎扶倣陛寺　⑬旭川申月山娘　㊥盆山源水生　⑭◎光州替喧　◎桂安良将星　⑳耗触札筏里

第11図朝鮮半島出土の円筒形土製晶

(左上①のみ大阪府出土) (文献29より)

8　円筒形土製品が語ること

さて､この円筒形土製品の性格をもう一度整理してみよう｡

時期- 7世紀代に多く用いられ､早ければ6世紀末葉から7世紀初頭頃に用いられはじ

めた｡

分布-朝鮮半島､特に百済地域で使用されたものである｡日本では大阪府や滋賀県で発

見例が多くみられる｡東国では山梨県東八代郡地域に集中がみられる｡長野県で

は千曲川中流域を中心に､松本平でも確認されている｡また新潟県･東京都･群

馬県･栃木県でも出土状況や分布状況が紹介されている｡
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使用-カマドの構築材として作られ､カマドの天井部材･袖芯材･煙道に用いられた｡

製作-カマドの芯材等に用いるため､あえて土器に輪積み痕を残した｡それは券面を完

全に調整し整えた土器よりも､輪積み痕を残した方が熟の伝導率が悪いという理

由からであり､カマドに用いるためにあえてこのような筒形で輪積みを残した土

器(土製品)として仕上げたものである｡

このように山梨県内においても､長野県内においても､その共通性が兄いだせた｡

さらに分布について考えるならば､山梨県でも長野県でも古墳時代以来､古代に至るま

で､多くの古墳や古墳群が造られたり､また国分寺が造られたりする主要な地域であった

土地に円筒形土製品の出土が集中する｡

長野県内においては､屋地遺跡を始め､円筒形土器を出土するそれぞれのム

ラは､ 7世紀代に入り新来文化を受け入れることにより新たな古墳文化を形づくる背景

を考えさせられるムラ(集落)であると考えられる｡

山梨県内で円筒形土製品を使用した人々と長野県内において円筒形土製品を持ち込んで

使用した人々は､おそらく同じ地縁的関係で結ぶことのできる人々であり､同じ地域から

同じ目的のために派遣された人々であったと考えられる｡

この考え方を前提にし､先に示した朝鮮半島での事例から､円筒形土製品を用いてカマ

ドを構築する人々は､先進地域における技術や文化を携え､それぞれのムラに新たな技術

や文化を伝播･定着させていった人々であったと考えられる｡

彼らは百済から渡来し大和(飛鳥)政権の意図の中で新来文化を用い従事した人々であ

ったであろう｡そしてさらに大和(飛鳥)政権の意図の中で新来文化を東国に広めるため

派遣され､派遣先のムラで構築され残されたのものが､円筒形土製品を用いたカマドであ

ったと考えられる｡

当時の信濃国で円筒形土製品を用いた人々が､甲斐国東八代郡で円筒形土製品を用いた

人々と非常に強い関係であったと考えられるのも､その出自を同じくすることからであろ

うと考えられる｡

以上から､東京都･山梨県･長野県･栃木県･群馬県･新潟県他で発見された円筒形土

製品は､百済から渡来し大和(飛鳥)政権の意図の中で新来文化を東国へ伝え広める目的

で派遣され､各地へ移動した人々の痕跡であったと考えられる｡
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科野で7世紀代から8世紀代に用いられた暗文土器

1　はじめに

7世紀に入ると､飛鳥地域の諸京や藤原京において､金属器を模倣した器(土器)が用

いられるようになる｡長野県内においても7世紀第2四半期頃より､僅かではあるがこれ

ら都を中心に用いられた器(土器)､特に土師器製の食券(土器)が用いられるようになる｡

ここ数年の大観模な発掘調査によって資料数は増加したものの､当時日常あたりまえに

用いられていた食器(土器)量からすれば､百分の1パーセントにも到底満たない数量で

ある｡

これらの食器(土器)の分布傾向から､それが意味することについて簡単にまとめてみ

たい｡

2　畿内暗文土器研究の概要

｢暗文土器｣は､ 7世紀前半に畿内の飛

鳥地域において出現する｡土師器の杯･

高杯･皿･鉢などの券種に暗文が施され

る｡その暗文土器が出現する経緯につい

ては､西弘海氏によって｢-六世紀の後

半以来､朝鮮三国からわが国に将来され

た佐波理椀を主とする金属容器の影響を

受けてその形態が一変する｡土師器の食

器では古墳時代以来の無文の杯に代わっ

て､外面をヘラ磨きし､内面を暗文で飾

った杯C類が出現し､ -中略-券面を暗

文･ヘラ磨きで飾った皿･鉢A･杯Bな

ど古墳時代以来の伝統的な食器には見ら

れなかった新しい器形の食器類が登場す

ることとなる｡｣と明確にしている(文献

1) (第1図)0

また､ ｢暗文｣については､ ｢-外面の

ヘラ磨きや､文様化したヘラ磨きの一種

である内面の暗文も､金属器特有の平滑

な券面と光沢を模倣した結果とみること

ができる｡｣としている(文献1)0

･日日　　　◆`←◆～` ++++　■･

∈≡プl箪
≡コ二等書軍
~ここ⊇　篭≡プ

3

皇=q-I '

腎｡

⑨

1 -京都府長刀坂古墳　佐波理器(文献31)

2 -群馬県八幡観音塚古墳　佐波埋器(文献31)

3-奈良県正倉院　銀器(文献31)

4 -群馬県八幡観音塚古墳　佐波理台付椀(文献1)

①-大阪府陶邑KM22号嚢　須恵器杯(文献31)

②-奈良県小墾田宮SDO50　土師器杯C (文献31)

③-奈良県平城宮SK820　土師器杯A (文献31)

④-同　小墾田宮SDO50中層　須恵器台付椀(文献1)

第1囲　金属製容器とそれを模倣した土器
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まさに古代仏教文化の影響下に出現した食器(土器)であり､また新たな意識のもとに

用いられた暗文技法であると言える｡

また､ ｢暗文土器｣はこれまでの研究により､遺跡や出土資料の年代を決めるための基

本資料ともなっている(第1表)｡

3　ここで用いた｢暗文土器｣の区分表現について

ここで言う｢暗文｣とは､連弧状･放射状･ラ

セン状の三種類の文様の組合せが完成し､これと

直接的な関係にあるものに限る(第2囲)0

このような｢暗文土器｣は古代仏教文化の影響

下で､畿内の飛鳥地方で生まれたが､地方では都

から直接持ち込まれたものや､都の土器を忠実

に模倣したもの､あるいは在地色の強い土着削こ

｢暗文｣を施したもの等が使用されている場合が

多い｡

これらについて､ここでは以下のような分類表

現を用いることとした｡

o畿内産暗文土器-器形･調整･胎土･暗文か

ら､確実に飛鳥諸京･藤原京･平城京地域で

使用された土師器杯などと同一と考えられる

もの｡

｡畿内系暗文土器-畿内産暗文土器とは異なる

が､畿内暗文土器を忠実に模倣しているも

0
臣｣._..I.リ.　-:-.I").Och

1 -奈良県法隆寺　献納宝物佐波埋椀

2 -奈良県小墾田宮SDO50上層

土師器杯C

3 -奈良県坂田寺跡SGIOO土師器杯C

(1から3　文献1より)

第2図　金属製容器と土師盤杯Cの変遷

の｡

o在地暗文土器-畿内産や畿内系の暗文土器の影響下のもとに､在地色を強く残してい

るもの｡

4　長野県内の暗文土器出土の遺跡概要(第2-①･②表､第3図)

(1)若宮追跡　佐久市長土呂(文献2) (第6図-3)

若宮遺跡は小諸市との境界に近い長土呂地籍にあり､周防畑遺跡群に属する｡二つの田

切に挟まれた丘陵部に立地する｡ 1983年の調査では古墳時代後期から平安時代にかけて

の竪穴住居跡16軒他が調査されている｡

暗文士券は､竪穴住居跡H7 (H9出土土器と接合)から畿内産と考えられる飛鳥Ⅱ～

Ⅲ期の杯Cが出土しており､ H 7は調査された竪穴住居跡中最大規模であった｡大塚原遺

跡他､周辺遺跡からの畿内産･系暗文土器の出土や､県内では比較的早い時期に搬入され

ていることを考えれば､当遺跡の重要性は見逃せない｡
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(2)樋村遺跡　佐久市平賀(文献3 ･4)

樋村遺跡は佐久平中心部のやや東南寄りに位置し､内山川と志賀川の複合扇状地にあた

る｡ 1985年までに調査された面積は40,000m2であり､古墳時代後期の竪穴住居跡273軒､

奈良時代後半から平安時代の竪穴住居跡14軒他が調査されている｡

暗文土器は､畿内産と考えられる飛鳥Ⅳ期の杯CⅢが出土しているが､詳細について

は不明である｡

(3)前田追跡　佐久市小田井(文献5) (第6図-1)

前田遺跡は佐久市北端部の小田井地籍にあり､鋳師崖遺跡群に属し小諸市や御代田町に

もおよぶ｡ 1989年までに2市1町(前田遺跡･鋳師屋遺跡-佐久市､鋳物師屋遺跡-小諸

市､前田遺跡･野火付遺跡･十二遺跡･根岸遺跡-御代田町)で調査された面積は119300

mBであり､竪穴住居跡446軒､掘立柱建物跡431棟他が調査されている｡鋳師屋遺跡群に

ついては､検出遺構や出土遺物から官衛的性格の遺跡ではないかと考えられている｡

暗文土器は､竪穴住居跡H58より8世紀第2四半期頃の在地産と考えられる杯1点が

出土している｡

当地域(大塚原遺跡･若宮遺跡他)には､飛鳥Ⅱ～Ⅲ期の畿内産･系の杯Cがすでに

持ち込まれ､県内では比較的早い時期のものが他地域よりも多く見られる｡また8世紀第

2四半期頃には在地化した杯が用いられている｡

この他､ 7世紀代の竪穴住居跡H90･ H103･ H109･ H123･ H132号から南伊勢産･

系と考えられる土師器嚢5点が出土している｡

(4)芝宮遺跡群　佐久市小田井(文献6)

芝宮遺跡群は浅間山南麓末端部の大字小田井地籍にあり､小諸市との市境に位置する｡

御代田町を含めた2市1町に広がる中原遺跡群､鋳師屋遺跡群､宮ノ反A遺跡群､周防畑

遺跡群､長土呂遺跡群､前田遺跡等とともに古墳時代後期から平安時代にかけての遺跡群

の一角を形成している｡

古墳時代後期から平安時代の集落跡が調査され､竪穴住居跡245軒､掘立柱建物跡約

90棟他が調査された｡

暗文土器は､竪穴住居跡SB171から畿内産と考えられる飛鳥Ⅱ期の杯Cが1点出土し

ている｡また溝跡SD 3から畿内産や畿内系と考えられる飛鳥Ⅱ期の杯が埋土中から5点

出土している｡

(5)前田追跡　御代田町御代田(文献7) (第8図-1-12)

前田遺跡は御代田町南端部の大字御代田字前田原他地籍にあり､鋳師屋遺跡群に属し小

諸市や佐久市にもおよぶ｡ 1989年までに調査された状況は佐久市前田遺跡で示したとお

りである｡

暗文土器は､ 8世紀第2四半期頃の在地産と考えられる杯が18点出土している｡竪穴

住居跡H6号からは､在地暗文土器とともに､内面黒色処理されながらも畿内産･系暗文

土器のプロポーションを真似た杯1点(第8図12)が出土している｡
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第1表　都の土器と型式推移表(文献32より)

年代 8型式繍年名 劔¥Xﾟ)kﾂ傭考 �������

600 645 筈ﾂ?將Rz2ｷｲ朱 鳥 I 釈 兌ﾒ辛 安 京 ﾈﾋH鮑岔w4D68鮑岔Cc68鮖法敵寺687 山田寺641 川原寺653 壬申の乱67ユ 大官大寺677 国分寺発6739 大仏開眼752 恭子の乱810 嵯峨院 嵯峨上皇没84ユ ����������������������

鳥 u 劔d{(鮑幃yW4ｳ3Scﾞ)68魴4s+ｷ4S����������������

650 667 672 694 700 710 740 僊 

鳥 ⅠⅡ 釈 鳥 ⅠⅤ 劔XｪX鮑岔w4Sbｳ#8ﾋH尢4YEc3SR:ﾋHｷｷ4C:ﾋHｷｵ4VﾆﾈY:ﾋHｷｵ4Fﾄ����������������������

濃 蘭 ｢��

京 辛 u紘 宮 1 刮ｺツ道西億溌sDl900A ���

平城京左京三森二坊七.八坪長鹿王推宅捗sD4750 
辛 

義 Ⅱ宮 剳ｽ城束左京一条三妨十五坪SD485 

辛 蝿 普 剔O川辻跡井戸1.井戸2 

745 亂ｩe2ｪ侘r兌ﾘ亶ｷ4ｸｵC#�����������

750 784 794 剩ghﾇﾂﾎrｪ兌ﾘ亶ｷ4ｳ#[ﾘ亶ｷ4ｳ#9[ﾘ仍鞆hｹ飩ｩ井iY-S#��������������������

Ⅴ 剳ｽ城京左京五条ニ妨十四坪sEO3 

長 剳ﾌ芸 剳ｽ城京左京二条撰妨十一坪SE53.SE57 
純 劔長純音北辺宮野蛾sD19605何僻豊能北西官砺蛾SD20620 

長岡京左京Tt一条三筋三町SD8903岡太政官軒家鯵SD1301 

辛 餐 京 �

800 850 劔I 中 兌ﾘｷｹ>ﾘﾈ､ｧ5ィ[ﾘｷｸﾛi[ｩH4CB[ﾘｷｹ(ik莎#[ﾘ亶ｷ7F"��������������������
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1 -佐久市若宮遺跡

2 -佐久市ta村遺跡

3 -佐久市前田遺跡

4 -佐久市芝宮遺跡

5 -御代田町前田遺跡

6 -御代田町十二遺跡

7 -御代田町野火付遺跡

8 -′J､括市中原遺跡畔

9 -/ト帝市大塚原遺跡

10-小緒市舟建遺跡

ll-小棒市関口B遺跡

12-′｣､帝市竹花遺跡

13-千曲市塵代遺跡群

高速道地点

14-千曲市長代遺跡群

土ロバイパス地点

第3図　長野県内の暗文土器出土遺跡分布図

15-安曇野市矢原遺跡

16-松本市三の官遺跡

17-松本市商業遺跡

18-松本市南方古坊

19-松本市出川南遺跡

20-塩尻市和事遺跡

21-飯田市恒川遺跡群

22-飯田市上溝天神塚古墳

⊂:コ190- 799m

匹ヨ　800-1499m

園1500-3000m

0　　　　　　　　　20km
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第2-①表　長野県内の時文士患出土一覧(北･来信)

遺跡数 )Ykﾂ所在地 偬(ﾕﾂ券種 倬隸｢備考 �������

1 偃ｷｸR佐久市字長土呂 xﾈｨｸTビ杯C 儖)+R周防畑遺跡群 ����������

竪穴直面面H9 僭D2GD8ub飛鳥Ⅱ 買uiｨﾘr�������
2 兀ｨR佐久市大字平賀 儻9k儖)+r�������

3 壷8枴lｪ"佐久市大字小田井 xﾈｨｸTゴ卜杯C? 杯C 儖)+佇ﾇ苒ﾗ闔ｨ爾~垂麺遍塗墜壁 �������

4 們XｷｸXﾅ佐久市大字小田井 xﾈｨｸW4#sy%U奉O)+R����������������

溝跡sD3 溝跡sD3 ｷ"ﾘ耳耳耳耳爾rGD2������

飛鳥Ⅱ �

溝跡sDT旦 僭IU8耳耳耳耳爾◆ー～兎酢｢~一~ ��

溝跡sD3 僭D2GD2葡高官~一一一 ���

溝跡sD3 剩ｹⅡ �
5 8R御代田町大字御代田 xﾈｨｸTッ杯在地 悼(ｴc(賈Kﾈｯ｢腐師屋遣墜壁 当遺跡は官蟹_.. 的性格が考え ������������

竪穴住居跡H21 僭Hﾝﾙ&GHﾝﾙ&8世紀第2四半期 ��

竪穴住居跡H23 世紀第2四半期 �

竪穴住居跡H41 僭Hﾝﾙ&8世紀第2四半期 x.ｨ,H*(.薬���

竪穴住居跡H44 僭Hﾝﾙ&8世紀第2四半期 ��

竪穴住居跡H46 僭H蝎&8世紀第2四半期 ��

竪穴住居跡H48 僭Hﾝﾙ&8世紀第2四半期 �

竪穴堕昼墜H54 僭Hﾝﾘ8世紀第2四半期 �����

竪穴住居跡H70 僭Hﾝﾙ&8世紀第2四半期 ��

竪穴住居跡H87 5ﾗ鈕ﾒ8世紀第2四半期 ����

竪穴住居跡H101 僭Hﾝﾙ&8世紀第2四半期 ��

竪穴住居跡H102 僭Hﾝﾙ&8世紀第2四半期 ��

竪穴住居跡H103 峯奉8世紀第2四半期 ����

竪穴住居跡H104 杯在地 悼(ｴc)%9Kﾈｯ｢ ���

竪穴住居跡H105 峯IY&8世紀第2四半期 ������

竪穴住居跡H113 僭IZ)lｧ8世紀第2四半期 ��

振立柱建物跡F53 僭Hﾝﾙ&8世紀第2四半期 ��

6_  Yzy(ﾈﾉｩZTcs"~杯在地 悼(ｴc(賈Kﾈｯ｢�������十二遺跡 佩I969*ﾉX鬨ﾎI962竪穴住居跡H10 僭Hﾝﾙ&8世紀第2四半期 )lｹ)+ﾉ+ﾉ">lｨﾙYhyﾘ*.��������������

壇穴住居跡H20 竪穴住居跡H25 抱耳磁u8世紀第2四半期 ���

杯在地 悼(ｴc(賈Kﾈｯ｢ ���

-  xﾈｨｸTr和地 杯在地 悼(ｴc(賈Kﾈｯ｢ ���������

- xﾈｨｸTイ悼(ｴc(賈Kﾈｯ｢ ��������

竪穴住居跡H47 礼鉅耳耳臘ﾕ8世紀第2匹半期 ��

｣塾生蛙遺跡 ��竪穴住居跡H67 峯��ﾇ估X���8世紀第2四半期 ��7 剏苟纉c町大字御代田 xﾈｨｸT杯在地 悼(ｴc(賈Kﾈｯ｢鋳師崖遺跡墜 ��������

8 hﾋHXﾅ小諸市大字御影新田 xﾈｨｸW4#3杯在地 杯C 苓+ﾈｴﾇ胄��������������

竪穴住居跡sB67 剩ｹⅡ ��

- 辻 xﾈｨｸW4##r杯産地 悼(ｴﾂ ����������

-  xﾈｨｸW4##r杯在地 杯在地 悼(ｴﾂ ����������

竪穴住居跡SB137 世紀艶_ 8世紀前半 ��

較=窒T, 竪穴住居跡sB137 僭H蝎&���9 剌ｬ諸市大字御影新田 xﾈｨｸYc#畏b杯C ｹ畏(uRO)+Xub+套慧慧監 ������������

10 白襄蝌R小諸市大字御影新田 xﾈｨｸYcxﾘb杯C  ����������

ll 峯ｵY%XR小諸市森山 xﾈｨｸYc3Hﾘb杯C 儖)+cr ��������������

12 ﾈ扎R小諸市大字御影新田 xﾈｨｸYcSHﾘb杯在地 悼(ｴﾂｲ[ﾘS･宮ノ反A遺跡群 .初期国府跡? i ����������������

13 8ﾊﾙXﾅﾘ)ﾉ;干曲市大字雨宮 俟Yl｣scR~扉㌃~~~川 ������������

竪穴住居跡SB6039 僭D2一一官直面商事~ �

14 8Xﾅ*ﾈ葺倢R千曲市大字雨宮 ｨ6(61杯C? 等(ｴﾃ ৲ ��������������

北.東信 佗bﾓC畿内産.系-17点 俤ﾙ&韃蔦3)5 ���
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第2-②表　長野県内の噂文土器出土一覧(中･南信)

遺跡数 )Ykﾂ所在地 偬(ﾕﾂ券種 倬隸｢備考 �������

15 冢靈HR安義野市窒原 xﾈｨｸS畏b杯C 儖)+r ���������

16 倅ﾈｷｸR松本市島立 xﾈｨｸW4#C杯A 儖)+r ����������

竪穴住居跡sB128 僭D飛鳥Ⅳ ���

17 ﾈhR松本市島立 xﾈｨｸShﾘb杯C 儖)+c �����������

18 ﾉ_ｸﾌ9Zﾒ松本市里山辺 ﾈｨ齏ｩ>杯C 儖)+S石室入口付近 ����������

横穴式石室内 僭D3.飛鳥Ⅱ? 齏ｩ?ﾈﾏｹWHｽ���
横穴式石室内 僭D3飛鳥Ⅱ? 齏ｩ?ﾈﾏｹWHｽ���

19 偬ﾉ>ﾈR松本市芳野 xﾈｨｸS3hﾘb杯C? 儖)+S ����������

竪穴住居跡133号 丿飛鳥Ⅳ～Ⅴ ���

20 刎馼R塩尻市広丘高出 xﾈｨｸYc畏b杯C;8世紀前半? �����������

21 俔��ﾈ�)�Xﾅ��飯田市座光寺 俔��ﾄ�&����&��一杯CⅡl飛鳥Ⅴ � 

竪穴住居跡第76号 僭DuR飛鳥Ⅴ ���

? 僭DuR飛鳥Ⅴ ���

? 僭DuR.飛鳥Ⅴ ���

?'杯皿AⅠ:飛鳥Ⅴ 剪�

?杯皿AⅠi飛鳥Ⅴ 剪�

? 丼vﾉO)+���

? 俐sｹO)+���

22 8ﾖ5iｸﾌ9Zﾒ飯田市松尾上溝 ﾈｨ齏ｩ>1杯CⅠ O)+xu石室入口付近 �����������������

中.南信 佗bﾓ畿内産.莱-19点 俤ﾙ&韃椿 �����

長野県内 俘xﾇbﾓc畿内産.系-36点 俤ﾙ&韃蔦3)5���

当地域での畿内産･系暗文土器や在地暗文土器の状況は佐久市前田遺跡で示したとおり

である｡

(6)十二追跡　御代田町御代田(文献8) (第8図-13-19)

十二遺跡は御代田町南端部の大字御代田字下十二地籍にあり､鋳師屋遺跡群に属する｡

1989年までに調査された状況は佐久市前田遺跡･御代田町前田遺跡で示したとおりである｡

暗文土器は､ 8世紀第2四半期頃の在地産と考えられる杯が8点出土している｡

当地域での畿内産･系暗文土器や在地暗文土器の状況は佐久市前田遺跡や御代田町前田

遺跡で示したとおりである｡

(7)野火付遺跡　御代田町御代田(文献9) (第8図-20)

野火付遺跡は御代田町南端部の大字御代田宇野火付･前田原地籍にあり､鋳師屋遺跡群

に属する｡ 1989年までに調査された状況は佐久市前田遺跡･御代田町前田遺跡･十二遺

跡で示したとおりである｡

暗文土器は､竪穴住居跡H2から8世紀第2四半期頃の在地産と考えられる杯が1点出

土している｡

当地域での畿内産･系暗文土器や在地暗文土器の状況は佐久市前田遺跡や御代田町前田

遺跡･十二遺跡で示したとおりである｡

(8)中原遺跡群　小諸市御影新田(文献10)

中原遺跡群は小諸市東南部､浅間山南麓斜面末端部の大字御影新田地籍に位置する｡

佐久市との市境に位置し､また御代田町を含めた2市1町に広がる芝宮遺跡群､鋳師屋
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遺跡群､宮ノ反A遺跡群､周防畑遺跡群､長土呂遺跡群､前田遺跡等とともに古墳時代後

期から平安時代にかけての遺跡群の一角を形成している｡

古墳時代後期から平安時代にかけての集落跡で､竪穴住居跡140軒､掘立柱建物跡100

棟他が調査された｡

暗文土器は､竪穴住居跡SB67から畿内系と考えられる飛鳥Ⅱ期の杯Cが1点出土して

いる｡また竪穴住居跡SB31から1点､ SB127から2点､ sB137から2点､ 8世紀前半頃

の在地産と考えられる杯が出土している｡ともに出土状況については不明である｡

(9)大塚原追跡　小諸市御影新田(文献11) (第6図-4)

大塚原遺跡は小諸市東南部の大字御影新田字大塚原他地籍にあり､大塚原遺跡群に属す

る｡古墳時代後期の6世紀後半頃から田切地形の台地上に遺跡が広がりを見せるようにな

る｡ 1991年には古墳時代後期から平安時代の竪穴住居跡が33軒(古墳後期- 12､奈良

- 19､平安-2)､掘立柱建物跡18棟(古墳後期-5､奈良- 13)他が調査されている｡

1990年から1991年にかけて行われた大塚原遺跡､舟窪遺跡､竹花遺跡では古墳時代後期

から平安時代の竪穴住居跡は160軒(古墳後期- 68､奈良- 51､平安- 41)､掘立柱建

物跡65棟(古墳後期- 8､奈良- 47､平安- 10)他が調査された｡鋳師屋遺跡群等との

関連が考えられる｡

暗文土器は､竪穴住居跡第28号から畿内産と考えられる飛鳥Ⅱ期の杯Cが出土してい

る｡舟窪遺跡からも飛鳥Ⅱ期の杯Cが出土しているように､飛鳥Ⅱ期の段階ですでに畿内

産暗文土器が当地域に持ち込まれていることは､重要なポイントとなる｡

(10)舟窪追跡　小諸市御影新田(文献12) (第6図-2)

舟窪遺跡は小諸市東南部の大字御影新田字舟窪他地籍にあり､宮ノ反遺跡群に属する｡

古墳時代後期の6世紀後半頃から田切地形の台地上に遺跡が広がりを見せるようになる｡

1991年には古墳時代後期から平安時代の竪穴住居跡が22軒(古墳後期- 12､奈良- 7､

平安=3)､掘立柱建物跡17棟(古墳後期-3､奈良- 14)他が調査されている｡ 1990

年から1991年にかけて当地域で行われた調査成果については小諸市大塚原遺跡で示した

とおりである｡

暗文土器は､竪穴住居跡第17号から畿内産と考えられる飛鳥Ⅱ期の杯Cが出土してい

る｡大塚原遺跡での出土同様重要なポイントとなる｡

(ll)関口B遺跡　小諸市森山(文献13) (第6図-5･6)

関口B遺跡は小諸市東南部の大字森山字関口他地籍にある｡古墳時代後期の6世紀後半

頃から田切地形の台地上に遺跡が広がりを見せるようになる｡ 1989年には古墳時代後期

から奈良時代の竪穴住居跡が38軒(古墳後期= 23､奈良- 15)､掘立柱建物跡23棟(秦

良- 23)他が調査されている｡同年に調査された関口A遺跡分の遺構を合わせると古墳

時代後期から奈良時代の竪穴住居跡が42軒(古墳後期- 23､奈良- 19)､掘立柱建物跡

36棟(奈良- 36)他が調査されている｡ 8世紀前半には掘立柱建物が造られはじめ､ 8

世紀前半から中頃には柵で囲まれた掘立柱建物7棟が造られる｡
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暗文土器は､竪穴住居跡第34号から畿内系の杯Cが1点出土している｡遺構の年代は

7世紀前半から中頃と考えられている｡この竪穴住居跡第34号の住居規模は平均的であ

るが､非常に多券種の須恵券や多くの鉄製品が出土し､遺物の内容からは特異である｡さ

らに関口A遺跡での8世紀前半の竪穴住居跡第4号からは奈良三彩が出土している(第6

図6)｡また8世紀後半の同第16号からは甲斐塑杯が出土している｡

当遺跡については､大塚原遺跡群や宮ノ反遺跡群､さらには鋳師屋遺跡群との関連を視

野に入れる必要がある｡

(12)竹花追跡　小諸市御影新田(文献14) (第8図-21)

竹花遺跡は小諸市東南部の大字御影新田字竹花他地籍にあり､宮ノ反遺跡群に属する｡

古墳時代後期の6世紀後半頃から田切地形の台地上に遺跡が広がりを見せるようになる｡

1990年から1991年にかけて古墳時代後期から平安時代の竪穴住居跡が105軒(古墳後期

-44､奈良-25､平安-36)､掘立柱建物跡30棟(古墳後期-20､奈良- 10)他が調

査されている｡ 1990年から1991年にかけて当地域で行われた調査成果については小諸市

大塚原遺跡･舟窪遺跡で示したとおりである｡

暗文土器は､竪穴住居跡第54号から7世紀末葉から8世紀前半と考えられる在地産の杯

が出土している｡鋳師崖遺跡群での十二遺跡や前田遺跡出土資料との関連が考えられよう｡

さらに南伊勢系(畿内系?)と考えられる土師券嚢が7世紀末葉から8世紀前半の竪穴

住居跡第25号､ 7世紀後半の同第71号､ 7世紀中頃の同第107号から4点が出土してい

る｡また､ 8世紀後半の土抗第4号から漆紙文書が出土している｡

(13)屋代遺跡群(高速道地点)千曲市雨宮(文献15) (第6図-7 ･ 8)

屋代遺跡群は千曲市雨宮地籍にあり､千曲川右岸の自然堤防上に立地する｡ 1991年か

ら1994年にかけて古墳時代後期の7世紀代から平安時代の竪穴住居跡が485軒(古墳後

期-44､奈良-61､平安-271､不明)､掘立柱(礎石)建物跡90棟(古墳後期- 13､

奈良-3､平安-51､不明)他が調査されている｡千曲市教育委員会による周辺調査で

の成果を加えればさらに多くの資料蓄積となる｡

暗文土器は､竪穴住居跡SB6039号から8世紀前半から中頃(平城Ⅱ期?)と考えられ

る畿内系の杯C?と､溝跡SD7065から平城Ⅱ期と考えられる畿内産の杯Cが出土してい

る｡また9世紀に入ると､屋代遺跡群内や隣接する更埴条里遺跡の一地域から畿内産暮系

や在地産の暗文士券が20点(片)以上出土している｡また奈良三彩片が遺構に伴わず出

土している｡

屋代遺跡群高速道地点からは､ 7世紀後半から9世紀中頃にかけての木簡が126点出土

している｡これらの木簡の中には､国司から郡司へ送られた｢国符｣木簡や､郡司から郷

(盟)長に送られた｢郡符｣木簡が含まれていた｡

(14)屋代遺跡群(土E]バイパス地点)千曲市雨宮(文献16)

屋代遺跡群町浦遺跡は千曲市雨宮地籍にあり､千曲川右岸の自然堤防上に立地する｡

1998年から1999年にかけて古墳時代後期の7世紀代から平安時代の竪穴住居跡が400軒
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以上､掘立柱建物跡10棟他が調査されている｡高速道地点と一連の遺跡である｡

暗文土器は､検出面から8世紀前半頃と考えられる畿内系の杯Cが出土している｡また

唐三彩も出土している｡

(15)矢原遺跡　安曇野市矢原(文献17) (第6図一9)

央原遺跡は安曇野市の旧穂高町の矢原地籍にあり､鳥川によってつくられた広大な扇状

地の最扇端付近に位置する｡ 1987年の調査では古墳時代後期から平安時代の竪穴住居跡

が11軒(古墳後期-3､奈良-3､平安-5)､掘立柱建物跡1棟(平安-1)他が調査

されている｡

暗文土器は､竪穴住居跡8号から畿内産と考えられる飛鳥Ⅳ期の杯Cが1点出土している｡

この央原地籍は､古代安曇郡の都庁所在地に推定されている｡また平安時代の安曇郡に

は四つの郷があったことが知られ､その一つである人原郷は今の矢原であり､平安後期に

成立した央原御厨であろうとも推測されている｡

(16)三の宮遺跡　松本市島立(文献18) (第6図-10･11)

三の宮遺跡は松本市の西方の島立地籍にあり､梓川によって形成された三角州性扇状

地上に展開し､奈良井川左岸に位置している｡ 1985年から1986年の調査で古墳時代後期

の7世紀代から平安時代の竪穴住居跡が179軒(古墳後期- 19､奈良- 23､平安- 130､

不明)､掘立柱建物跡62棟(古墳後期- 2､古墳後期から奈良- 10､奈良末から平安-

29以上､不明)他が調査されている｡

暗文土器は､竪穴住居跡SB49から畿内産と考えられる飛鳥Ⅳ期の杯Aが1点と､竪穴

住居跡SB128から畿内産と考えられる飛鳥Ⅳ期の杯A?が1点出土している｡

当遺跡南域には北粟遺跡､南栗遺跡､下神遺跡といった古墳時代後期の7世紀から平安

時代にかけての大集落遺跡が連なり､ 7世紀以降この地が計画的に集落形成されたことが

うかがえる｡

下神遺跡では8世紀末葉頃と考えられる土抗から高年通賓3枚､神功開賓4枚､不明2

枚の計9枚が出土し､地鎮行為に用いられたと考えられている｡また別地点では奈良三彩

の小壷が出土している｡

(17)南栗遺跡　松本市島立(文献19) (第7図-1 i 2)

南栗遺跡は松本市の西方の島立地籍にあり､梓川によって形成された三角州性扇状地上

に展開し､奈良井川左岸に位置している｡ 1985年から1986年の松本市教育委員会の調査

で古墳時代後期の7世紀代から平安時代の竪穴住居跡が15軒(奈良- 7､平安- 8)､掘

立柱建物跡4棟(奈良=2､不明)他が調査されている｡また長野県塩蔵文化財センター

による1985年から1986年の高速道関連の調査では古墳時代後期の7世紀代から平安時

代の竪穴住居跡が322軒(古墳後期- 35､奈良- 64､平安- 223､不明)､掘立柱建物跡

104棟(古墳後期- 15､古墳後期から奈良- 28､奈良から平安初頭- 39､不明)他が調

査されている｡

暗文土器は､松本市教育委員会が調査した竪穴住居跡第6号から畿内産と考えられる飛
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鳥Ⅲ期の杯Cが1点出土している｡また銅椀(第7図2)が床面下から出土している｡

当地域には三の宮遺跡､北栗遺跡､下神遺跡といった古墳時代後期の7世紀から平安時

代にかけての大集落遺跡が連なり､三の宮遺跡同様7世紀以降この地が計画的に集落形成

されたことがうかがえる｡

(18)南方古墳　松本市里山辺

南方古墳は松本市の東方里山

辺地籍にあり､薄川扇状地の氾

濫源の中央にあたる｡薄川が西

流している｡山辺谷が絵本盆地

に向かって開口する入り口付近

に立地する｡

南方古墳は径24mの円墳で

ある｡石室は横穴式石室である

が破壊されていたため全容はつ

かめない｡現状での親槙は石室

全長5.4m､幅0.9m､高さ不

明であり､羨道全長3.4m､幅

1.28m､高さ不明である｡

暗文土器は､石室入り口付近

から7世紀末葉から8世紀前半

と考えられる遺物とともに出土

した｡畿内産と考えられる飛鳥

Ⅱ期の杯Cが1点､畿内系と考

えられる杯Cが2点出土してい

る(第4図)0

その他の遺物としては､多く

の土器類､壷鐙を含む馬具類､

(文献20) (第7図-3-8)
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第4図　南方古墳での暗文土器他の出土状況(文献20より)

直刀､銑鉄､ガラス製小玉や勾

玉､勾玉､切子玉､白玉､管玉､

金環など多くが出土し､またこの中には銅椀2点や承盤も出土している｡

南方古墳周辺は､針塚古墳に代表される積石塚古墳が比較的多く構築され､平安時代に

は渡来系氏族が定住した地として日本後紀延暦18年12月5日の記事に記載されている｡

(19)出川南遺跡　松本市芳川平田他(文献21･22) (第6図- 12･13)

出川南遺跡は市市街地内の芳川平臥　出川､芳野､双葉地籍にある｡田川扇状地と奈良

井川扇状地の交錯した沖積扇状地性堆積の末端部に位置する｡

当遺跡範囲は､出川南B遺跡とあわせて南北1kmあまりの広範囲の遺跡となる｡ 1991
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年から1992年の調査で古墳時代後期の竪穴住居跡113軒他が調査されている｡また1998

年には古墳時代後期の7世紀代から平安時代の竪穴住居跡11軒他が調査されている｡

暗文土器は､当集落内では比較的大形の竪穴住居跡第36号から法量的には飛鳥Ⅱ期と

考えられる畿内系の杯Cが1点出土している｡また大形の竪穴住居跡第133号からは他土

器の様相から7世紀後半から8世紀初頭頃と考えられる畿内系の杯1点が出土している｡

他には銅椀類(第7図6-8)や馬具の轡引手も出土している｡

(20)和事遺跡　塩尻市広丘高出(文献23) (第6図- 14)

和事遺跡は塩尻市の東方に位置している｡束は諏訪盆地へ抜ける塩尻峠へ､西は木曽へ､

北は松本へ､南は伊那へ通じる要所となっている｡遺跡は桔梗ケ原平地の末端部に位置し､

北へ向かって緩やかに傾斜する田川左岸の河岸段丘上に立地している0 1985年から1987

年の調査で古墳時代後期の竪穴住居跡113軒他が調査されている｡また1998年には古墳

時代後期の7世紀代から平安時代の竪穴住居跡24軒(古墳末葉から奈良初頭- 7､奈良

前半から中頃- 6､奈良末葉以降- ll)､掘立柱建物跡3棟他が調査されている｡

暗文土器は､竪穴住居跡第18号から8世紀前半から中頃(平城Ⅱ期)の畿内系の杯C

が1点出土している｡

(21)恒川遺跡群　飯田市座光寺(文献4 ･24･25) (第7図-9-12)

飯田市恒川遺跡群は飯田市北域の座光

寺恒川､高岡地籍にある｡束山道最大の

難所神坂峠を越え､山洗い園原から伊那

谷段丘に入り､その中でも緩やかな平ら

が広がる座光寺地域の500m四方に広が

る遺跡群である｡当地は5世紀後半代の

馬の殉葬墓が多く造られ､また高岡1号

境や畦地1号境などの古墳時代後期の古

墳が多く造られている｡奈良時代に入る

とここに伊那郡衛が置かれることとなる｡

1976年から行われたバイパス関連の大規

模調査以降､数多くの竪穴住居跡や掘立

柱建物跡が確認され､それらとともに硯

類や畿内産暗文土器が出土し､さらには

竪穴住居内から和同開弥銀銭が出土して

いる｡また1999年3月には南大島川を境

に隣接する下伊那郡高森町武陵地1号境

から官本銭が出土していたことが確認さ

れ､さらに同年6月には遺跡群地域から

富本銭が発見されていたことも確認された｡
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第5図　恒川遺跡群第76号住居跡

(文献24より)
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第6囲　長野県内出土の畿内塵･畿内系時文土器(1) (文献34より)
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第7図　長野県内出土の畿内産･畿内系時文土器(2) (文献34より)

暗文土器は､当遺跡群内から畿内産の杯･杯皿･蓋が8個体以上出土している｡いずれ

も飛鳥Ⅴ期段階のものと考えられ､富本銭や和同開弥銀銭はこれらの土器とともに都から

派遣された人々､あるいは都での衛士等の役目を終えた在地の人々が持参したものと考え

られる｡
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恒川A地籍湿地から畿内産の杯CⅡが1点出土し､ 1辺12mの周壁に沿った右列構造

をもった大形竪穴住居跡第76号からは､畿内産の杯AⅡが1点出土している｡その他遺跡

群内の恒川A地籍を中心に畿内産杯AⅡが2点､杯皿AIが2点､蓋が2点出土している

(第5図)0

(22)上溝天神塚古墳　飯田市松尾(文献26､ 33)

上溝天神塚古墳は飯田市のほぼ中央の松尾上溝地籍にある｡天竜川にそそぐ松川南岸の

河岸段丘上に位置し上溝古墳群に含まれる｡ 5世紀後半には馬の殉葬墓が多く造られ､古

墳の密集地ともなっている｡

天神塚古墳は全長約60 mの前方後円墳である｡石室は南南西に開口する無袖式の横穴

式石室で､石室全長7.7m､幅2.0m～2.2m､高さは現状で1.8mであり､羨道について

は原状を保っていないが全長約3.7mと考えられる｡

暗文土器は､石室内より畿内産と考えられる杯Cが1点出土している｡詳細については

不明であるが､当地に飛鳥Ⅴ期段階の畿内産暗文土器が多く搬入されていることを考えれ

ば同時期とも考えられ､後の迫葬品と考えられる｡

その他の遺物としては､馬具類､大刀の銀製柄頭､ガラス製や金銅製･銀製の玉類など

が出土している｡

4　長野県内での出土状況

長野県内での分析状況をみると､大きく四地域にまとまりのあることがわかる｡ (第3

図･第2-①②表)

長野県内でいち早く畿内産･畿内系暗文土器が搬入されるのは､小諸市･佐久市･御代

田町の佐久平における二市-町境地域である｡時期は飛鳥Ⅱ期とする7世紀第2四半期頃

であり､さらにここでは8世紀第2四半期頃になると､在地暗文土器(証1)が県内他地域

に比べ多く用いられるようになる｡

これに続くような傾向を示すのが､松本市を中心とする松本平地域である｡ここでは佐

久平地域同様に飛鳥Ⅱ期の土器が搬入されるが､当地域での7世紀第3四半期頃の集落形

成開始の状況や飛鳥Ⅲ ･ Ⅳ期の土器の出土傾向などを考えれば､ 7世紀第3 ･ 4四半期頃

に一つの画期がある｡

飛鳥Ⅴ期とする7世紀末葉から8世紀初頭頃になると､飯田市恒川遺跡群で集中的に畿

内産暗文土器が見られるようになる｡それも他地域とは異なり､券種に杯A･ C ･杯Ⅲ

A ･蓋などが見られバラエティーに富んでいる｡単に都の土券を搬入したと言うよりも､

都での食生活に対する噂好が強く感じられる｡

この後､ 8世紀代の資料についてははっきりしない｡しかし平城宮Ⅱ期とする8世紀前

半頃､さらには9世紀前半頃の都の土器については､千曲市屋代遺跡群や隣接する更埴条

里遺跡からまとまって出土している｡

以上のように､長野県内での｢暗文土器｣の出土傾向には､地域差と時間差を読み取る
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ことができる｡

5　長野県内出土の｢暗文土器｣が意味すること

長野県内で発見された皇朝十二銭(文献27 ･ 28 ･別静-信濃国出土の官本銭と皇朝十

二銭)や､飯田市座光寺で発見された富本銭や下伊那郡高森町武陵地1号墳出土富本銭を

含めたこれら銭貨の出土状況と暗文土器の出土状況が同様の傾向を示すことから､これら

が示す意味合いに共通の解釈ができる可能性を兄いだすことができる｡

伊那谷の座光寺地域は､東国への玄関口としても重要な位置にあり､ 8世紀前半に設置

される伊那郡衛が機能する前段階に､郡衝整備に関わるための都人が活発に往来したこと

をうかがわせる｡恒川遺跡群からは和同開弥銀銭が竪穴住居跡から出土し､平成10年に

は飯田市座光寺地域や下伊那郡高森町武陵地1号墳出土資料の中から官本銭が確認されて

いることを考えれば､これら銭貨は飛鳥Ⅴ期､すなわち7世紀末葉から8世紀初頭にかけ

て伊那郡衛整備に関わった都人あるいは都で衛士などを終えた人たちなど､都での生活を

経験した人たちが都の食器(畿内産暗文土器)とともに持参したものと考えられる｡

善光寺南域の屋代遺跡群を中心とする地域については､初期国府や埴科郡衛の機能(文

献29)を裏付けるような遺物の出土傾向を示している｡

松本平では､奈良井川を挟んで7世紀後半以降､計画的に大集落が形成されていくが

(文献30)､当時の開拓にともなって都人が往来したことを物語っているようである｡

佐久平については､これまで伊那谷地域に対して､漠然ともう一方の東国への玄関口と

して重要であったとの理解で考えられていたが､暗文土器･銭貨や他遺物､さらには遺構

の検出状況から考えて､小諸市･佐久市･御代田町にまたがる遺跡群について､佐久郡衛

推定地としての可能性を指摘しておきたい｡そして佐久郡衛設置前段階から都との関わり

が強く､ 9世紀に至るまで重要祝されていたと考えられる｡

これらの状況を｢日本書紀｣の記載に照らし合わせてみると､大化元(645)年8月か

ら9月に東国国司が任命され8グループにわかれて東海･東山･北陸の各諸国に派遣され

ている｡国司の構成は長官(従者9人) ･次官(従者7人卜主典(従者5人)とし､各国

の兵士･武器や人民の調査等を行うため派遣している(文献35･ 36)｡この時期は暗文土

器編年の飛鳥Ⅱ期に相当し､佐久地域での暗文土器の出土傾向を考えたとき､この日本書

紀の記載を示すものと考えられ､東国への玄関口である佐久地域において派遣された人々

が滞在していた可能性が十分に考えられる｡同時に松本市南方古墳の石室入り口付近から

7世紀末葉から8世紀前半と考えられる遺物とともに畿内産と考えられる飛鳥Ⅱ期の杯C

が1点､畿内系と考えられる杯Cが2点出土している｡また飛鳥Ⅱ期の暗文土器が出土し

ていることを考えれば､先の国司派遣の記載や日本書紀の天武13 (684)年2月の信濃国

に使者が遣わされ地勢調査が行われ､信濃国の地図が献上されている記載｡さらに天武

14(685)年冬には信濃に行宮が造られ､信濃行幸のためかとされる記載はシナノ(科野･

信濃)での暗文土器の出土の背景を考えさせられる重要な記載と考えられる｡日本書紀の
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天武13 (684)年2月や天武14 (685)年冬の記載について､吉川真司氏は｢一連の動き

から見れば､ ｢信濃京｣造営のための行幸であった可能性は否定できない｡信濃が特に選

ばれたのには､束間温泉での湯治､東国支配の拠点､畿内からの避難先確保といった理由

を挙げることができよう｡｣している(文献37)0

これらのことから､南方古墳での暗文土器の出土状況を考えれば､遅くても孝徳期以来

薄川流域の人々が大和(倭)政権と繋がりを持つ中で､天武期の地勢調査に関わったこと

が考えられ､南方古墳に埋葬された人物は､天武期のシナノ(科野･信濃)での一連の動

向に関わった在地豪族か､都から派遣され科野(信濃)での滞在中に命をおとした人物で

あったと考えられる｡

最後にあらためて記しておかなくてはならないことは､飛鳥Ⅱ期での大化改新以来､新

たな国づくりに向けた東国国司の派遣､飛鳥Ⅳ期やⅤ期とする7世紀後半から8世紀初

頭､すなわち天武期の信濃地勢調査以来の一連の動向､さらには藤原京建設前夜の頃の日

本国中における律令国家建設･整備に関わった様々な動きが見られるが､シナノ(科野･

信濃)においても例外ではなく､ここで見てきたように上記四地域(佐久地域､校本地域､

飯田地域､千曲地域)で同様な動きが読み取れる｡

その中でも下伊那郡の座光寺地域においては､ 5世紀後半代からの馬生産に関わった在

地家族層や在地化した渡来人の成長による地域振興の成果によって､東国を視野に入れる

ための最重要拠点となっていた｡これを受けて天武･持続期においては､さらに当地域の

整備(伊那郡衛設置)に多くの力をそそいだものと言える｡

また､それを物語っているのが恒川遺跡群を中心とする座光寺地域から出土した遺構や

畿内産暗文土器･官本銭･和同開弥銅銭などの遺物であることを､ここであらためて記し

ておきたい｡

証

1　群馬県内産暗文土器の系譜と考えられる｡
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シナノ(信濃)出土の｢鹿｣を描いた埴輪と土器
～原始･古代からの人々と鹿のかかわり～

1　はじめに

｢鹿｣は､先土器時代より現代に至るまで､様々な形で我々人間と関わりを持ってきた｡

その反面､現代に至っては､自然の中で鹿を目にすることは少なく､動物園や奈良市の奈

良公園にでも行かなければ身近な動物として接することはできないと思えば､山中や近隣

畑では鹿の激増による食害が多発していることから､数千頭から数万頭の捕獲を進めると

のことである｡また食肉としては日常的に鹿肉を口にすることはない0

そのような中で､現代の発掘調査によって原始･古代における人々と鹿との関わりを考

えさせられる資料が発見されている｡

長野県域においても先土器時代以来､鹿の角や骨が発見されているが､今回特に注目し

たのが飯田市新井原2号墳出土の円筒埴輪片に線刻された鹿の絵と､長野市篠ノ井遺跡群

高速道地点出土の平安時代土器に墨書きされた鹿の絵である｡

なお､ 2008 (平成20)年に中野市柳沢遺跡の発掘調査において弥生時代中期の土器に

措かれた鹿の線刻画が発見されたが､現在整理作業中であるため今回は扱うこととしなか

った｡

2　日本の鹿

雄に枝角の生ずるは乳類の偶蹄類に属し､イノシシやカモシカも同じ偶蹄類に属する｡

日本の鹿は総称としてニホンジカと呼ばれているが､生息地により体格が異なり､いく

つかの亜種にわけられる｡その体長はだいたい1.1mから1.6m､肩の高さは0.8mから

第1国　雄鹿の成長(文献2より)
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0.9m程度となる｡

亜種については､南からケマラジカ･ヤクシカ･キュウシュウシカ･ツシマシカ･ホン

シュウシカ･エゾシカなどいくつかに分けられ､体長は南に住む鹿ほど小形化傾向となる｡

角の枚数もホンシュウシカ･エゾシカなどは4本で､ケマラジカ･ヤクシカなどは3本

である｡

角は春から夏にかけてビロード状の毛のある袋状皮膚で覆われた柔らかい袋角となって

いるが､秋の発情期頃になると､ビロード状の皮膚がとれて骨質の硬い角となる｡この角

は冬から春にかけての時期に自然に根元からとれ､春になると再び新たな袋角がはえてくる｡

この角は鹿の年齢によって異なる｡ニホンジカの場合､たとえば5月から6月頃に生ま

れた鹿は翌年の5月から6月頃に袋角がはえ始め､ 7月から8月頃に枝角のない1本まっ

すぐにのぴた袋角(1尖･ごぼう角)となり､ 9月から10月頃に硬い角に変わる｡この

変化が毎年繰り返されるが､ 2年目の5月から6月以降の角には1本の枝角が加わり(1

叉･ 2尖)､ 3年目の5月から6月以降の角には2本の枝角が加わり(2叉･ 3尖)､ 4年

目の5月から6月以降の角には3本の枝角が加わる(3叉･ 4尖)｡ 5年目以降は3本の

枝角が継続する(第1図)0

出産や子育てについてはどうであろうか｡

9月あるいは10月から2月頃が交尾期となり､この頃に雄鹿は雌鹿をしたって早朝や

夕方にピゥイ-ウ､ピゥィ-ウと2回から3回連続で鳴く｡妊娠期間は7ケ月から8ケ月

で､翌年の5月から7月頃に出産となり､ふつうは1回の出産で1頭の子どもが生まれる｡

そして母鹿はその年に生まれた子鹿と前年に生まれた子鹿の二頭を連れて日々を過ごすよ

うである(文献1･2)｡

3　長野県内で発見された鹿に関わる二例

新井原2号境は飯田市座光寺石行に所在し､ 5世紀後半の築造と考えられる直径40m

の円墳である｡埋葬施設は組合式箱型石棺であり､周溝の北側外縁に接して構築されて

いた｡さらに周溝西側では馬を埋葬した
1　- I

土坑が3基検出されている｡出土遺物は

土師器･須恵器･馬具･円筒埴輪がある｡

この内円筒埴輪片3点に雌雄の鹿がヘラ

状工具によって措かれていた(文献3 ･

4･5) (第2図)｡

篠ノ井遺跡群高速道地点は長野市篠ノ

井塩崎字宗士旨坊ほかに所在する｡高速

道地点では約19,000m2の調査が行われた｡

篠ノ井遺跡群は千曲川によって形成され

た自然堤防上に立地し､高速道地点では

･J JI

第2図　新井原2号墳出土の鹿の絵(文献3より)
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縄文時代晩期から中世に至る時代の遺構

や遺物が調査された｡

今回の鹿に関わる資料は､奈良時代か

ら平安時代前半にかけての大溝(SD7080)

の埋土中から出土したものであり､通称

｢黒色土器･内黒土器｣と呼ばれる平安時

代の土師器で､土器の特徴から9世紀中

頃から後半の杯外面に墨によって描かれ

ていた(文献6･ 7･ 8) (第3図)｡新

井原2号墳出土の鹿絵は､雌･雄が描か 第3図　篠ノ井遺跡群出土の鹿の絵(文献6より)

れ､ともにへラ状工具で細い線のみの表

現で措かれている｡雄には3叉4尖の角

が措かれていることから推測するに､雄や雌が共生する秋頃を描いたものと考えられる｡

篠ノ井遺跡群高速道地点のSD7080大溝から出土した鹿は､筆によって黒墨で描かれ､

特に角部分については太いタッチで描かれている｡胸から尻にかけてより下は表現されて

いない.‥

この鹿には1叉2尖のふっくらとした袋角が描かれ､ 2歳くらいの春から夏にかけての

鹿を描いたと考えられる｡

4　県内の考古学資料にみられる鹿

先土器時代以来､人と鹿の関わりは単に食料確保のために狩りをし､鹿を捕らえたもの

ではなく､得られた角や骨などを道具や装飾品に加工しても利用した｡

さらには､鹿を神として神事に登場させたり､あるいは骨を神事に用いたりする様子が

文献上に多く見られ､日本人にとっては物質的にも精神的にもたいへん身近な動物であっ

たことがうかがえる｡

先土器時代や縄文時代においては､特に食料として肉を食べ､さらには石器を作る道具

として角を用いたり､あるいは角や骨を利用して釣り針やヤスなどの道具や装飾品を多く

作ったりもした｡

縄文時代における鹿角を用いた道具等の出土例で代表的なものは､南佐久郡北相木村栃

原岩陰遺跡や上田市真田唐沢岩陰遺跡などがあり(文献9)､その他の遺跡からの出土例

も多く見られる｡

弥生時代になると､道具への利用が多様化する｡千曲市生仁遺跡からは鹿角製の輩や鹿

角製の箆･針･尖頭器などが出土しており､ほかにも佐久市月明沢遺跡､東御市桜畑遺跡､

長野市屋地遺跡､諏訪市中浜町から同様な遺物が出土している(文献10)0

また､稲作や農耕が生活の基盤となり､それに伴う祈りや祭りが行われるようになると､

この祈りの中で用いる卜骨は鹿の肩甲骨を利用する｡卜骨により卜占を行った骨には穴が
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あけられていたり､あるいは焼いた跡が残るものがある｡

これらの例も生仁遺跡から出土している｡

また､銅鐸や土器には線を刻むことによって措いた鹿の線刻画が措かれ､鹿を措く表現

の多くは線による単純化したものであった｡

古墳時代になると､道具への用いられ方も多様化し､刀子の柄を鹿角で作り､柄の装飾

的効果を意図した鹿角柄刀子(鹿角製刀装具)なども作られるようになる｡

これらの県内出土資料は､上田市鳥羽山洞穴遺跡や､諏訪市フネ古墳などからの出土例

が知られる(文献11)0

また土器への線刻画に加え円筒埴輪への線刻画も見られるようになる｡さらには鹿の形

そのものを形取った形象埴輪や土器への装飾として立体化した鹿が作られるようになる｡

県外で代表的な例をみると､宇都宮市塚山古墳より線で措かれた雄雌の鹿が列をなして

措かれている｡また奈良県磯城郡三宅町石見遺跡からは鹿の形象埴輪が出土しており､奈

良県五条市大塚山古墳からは新羅焼の土器を思わせるような鹿を形取った須恵器の台付装

飾壷が出土している(文献12)0

全国的にはいくつもの鹿を表現した資料がみうけられるが､飯田市新井原2号墳出土の

円筒埴輪片に措かれていた鹿の線刻画は県内唯一の例と言える｡

ちなみに､朝鮮半島の新羅や加耶地域において､ 5世紀代を中心に猪･熊･鴨などとと

もに鹿が表現されている｡

奈良時代･平安時代の鹿とのかかわりについては古文献に残された記載や民俗例などに

たいへん多くみられるが､考古学的資料の土器などへの表現は宮城県多賀城遺跡で出土し

た噂に写実的に措かれた鹿と(文献13)､今回紹介した篠ノ井遺跡群高速道地点より出土

した土器に措かれた鹿が全国的にも代表的なものと言えよう｡

ただ文献資料には様々な形で鹿は登場するが､狩り･食肉･薬物･神事に関連したこと

でその存在が示されている｡

5　古文献にみられる鹿

ここで鹿にかかわる代表的な例をいくつか抽出してみることとする0

まず古事記からみてみることとする｡

①-古事記では､日本武尊が蝦夷を平定した後､相模国の足柄の坂下で､坂の神が白魔

となって現れ､日本武尊が食べ残りの蒜のかたはしをもってこれを打つと､鹿の目にあた

って死んでしまったとある｡

『足柄の坂本に到りて､御粗食す鹿に､其の坂の神､白き鹿に化りて来立ちき｡爾に即ち

其の咋ひ遺したまひし蒜の片端を以ちて､待ち打ちたまえは､其の目に中りて乃ち打ち殺

したまひき｡』 (中巻　景行天皇　小碓命の束伐) (文献14)

日本書紀ではどうであろうか｡

②-日本書紀では､古事記での｢相模国｣が｢信濃国｣と記され､また｢坂の神が白魔
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となった｣ことが､ ｢山の神が白魔となった｣とされている｡

『則ち日本武尊､信濃に進入しぬ｡是の園は､山高く谷幽し｡翠き嶺寓量れり｡人杖借ひ

て升り難し｡巌険しく澄粁りて､長き峯数千､馬頓轡みて進かず｡然るに日本武尊､個を

被け､霧を凌ぎて､道に大山を僅りたまふ｡既に峯に逮りて､飢れたまふ｡山の中に食す｡

山の神､王の苦びしめむとして､白き鹿と化けりて王の前に立つ｡王異びたまひて､ -箇

蒜を以て白き鹿に弾けつ｡則ち眼に中りて殺しつ｡』 (巻第七　大足彦忍代別天皇､景行天

皇　四十年是歳) (文献15)

③-同じく日本書紀には､天武天皇四(676)年に発せられた｢殺生禁断の詔｣があり､

この中で､牛･馬･犬･凍･鶏の肉を食べることを禁止しているが､猪や鹿は除外されて

いる｡

『諸囲に詔して日はく､ ｢今より以後､諸の漁猟者を制めて､概算を造り､機槍の等き類

を施くこと英｡亦四月の朔より以後､九月三十日より以前に､比輔沙伎理･梁を置くこと

英｡且牛･馬･犬･緩･鶏の宍を食ふこと英｡以外は禁の例に在らず｡若し犯すこと有ら

ば罪せむ｡｣とのたまふ｡』 (巻第二十九　天浮中原滅真人天皇　下　天武天皇四年四月)

(文献16)

風土記の中にも多くの鹿が登場する｡

④-尾張国風土記逸文には､尾張国葉栗郡の川嶋社の神が白魔になって現れたとある｡

『尾張の園の風土記に云はく､葉栗の郡｡川嶋の社河沼の郷の川嶋の村にあり｡奈良の

宮に御字しめLL (聖武の)天皇のみ時､凡海部の忍人､ ｢此の神､白き鹿と化為りて､

時々出現れます｣と申ししかば､詔ありて､斎き奉りて､天社と為しきo』 (文献17)

⑤-播磨国風土記には､捕えた鹿の腹をさき､その血に稲楓を播いたら一夜にして苗が

はえたので､それをとって植えたとある｡

『讃容といふ所以は､大神姉妹二柱､各､競ひて囲占めまLL時､妹玉津日女命､生ける

鹿を捕り臥せて､其の腹を剖きて､其の血に稲種きき｡偽りて､一夜の間に､苗生ひき｡

則ち取りて殖ゑしめたまひき｡』 (葦容郡　音容の郡)

この他にも鹿の記載は多く出てくる(文献17)｡

⑥-豊後国風土記には､田の苗を食い荒らす鹿を捕えて殺そうとしたが､鹿の願いを聞

いて逃がしてやると､その後田圃に豊作が続いたとある｡

『本の名は宅田なりき｡此の田の苗子を､鹿､怪に喫ひき｡田主､棚を造りて伺い待つに､

鹿到来たりて､己が寮を挙げて､棚の間に容れて､即て苗子を喫ふ｡田主､捕獲りて､其

の頚を斬らむとしき｡時に､鹿､請ひて云ひしく､ ｢我､今､盟を立てむ｡我が死ぬる罪

を免したまへ｡若し､大き恩を垂れて､更存くることを得ば､我が子孫に､苗子をな喫ひ

そと告らむ｣といひき｡田主､ここに大ぐ旺具しと懐ひて､放免して斬らざりき｡時より

以来､此の田の常子は､鹿に喫ほれず､其の賓を獲しむ｡因りて賀田といひ､兼､峯の名

と為すo』 (速見郡) (文献17)

次に万葉集をみてみよう｡
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⑦-万葉集では狩猟の対象として鹿や猪が多く出てくる｡その中で2例を示すと､

『赤駒を厩に立て黒駒を厩に立ててそれを飼ひわが行くがごと思い妻心に乗りて高山の峰

のたをりに射目立てて鹿猪待つがごと床敷きてわが待つ君を犬な吠えそぬ｡』 (巻十三の三

二七八)

この長歌は男女唱和の歌とされ､前半は男の思いで､後半は女の願いを歌っている｡こ

の中に狩猟の対象として鹿や猪が登場してくる(文献18)0

⑧-同じく万葉集の中にある額田王と大海人皇子とが唱和した､

『天皇､蒲生野に遊猟したまふ時､額田王の作る歌｢あかねさす紫野行き野守は見ずや君

が袖振る｣』 (第一の二十)

『皇太子の答へまLL御歌　明日香宮に天の下知らしめLL天皇､証して天武天皇といふ

｢紫草のにはえる妹を恰くあらば人妻ゆゑにわれ懸ひめやも｣』 (巻-の二一)

の左往に

『紀に日はく､天皇七年丁卯､夏五月五日､蒲生野に縦猟したまふ｡時に天皇弟･諸王･

内臣と群臣､悉皆に従そといへり』とあり､薬猟(-強精剤として使われた鹿の袋角や薬

草を採る行事)の折の歌であるとされている｡なお､この薬猟は五月五日の行事であり､

男が中心となる鹿狩りと､女が中心となる薬草採集とがあったようである(文献18)0

延書式には調や中男作物として､狩猟生産物としての鹿皮や鹿肉などの記載がみられる｡

⑨-延書式巻二十三､民部式下の交易雑物(こうえきぞうもつ-律令制下において､中

央諸宮司の需要に応じ､諸国が正税を以て購入し進上した品物｡毎年一定品目の一定量を

交易進上する｡)として｢鹿革｣ (-毛をとった皮)､ ｢鹿皮｣ (-毛のついた皮)､ ｢鹿角｣

などの品々がみられ､尾張国･相模国･美作国などでは3品の進上がみられ､武蔵国･伊

予国などでは2品の進上がみられる｡三河図･甲斐国･上総国･その他の国々からそれぞ

れ1品ずつの進上があるが､信濃国からの｢鹿皮九十張｣は突出した進上数となっている

(文献19)0

また､

⑩-延書式巻二十四､主計式上の特に中男作物(ちゅうなんさくもつ-律令制下の租税

の一種｡畿外の諸国を対象とするものであったらしい｡)の中に甲斐国｢鹿膳｣ (-鹿肉の

干肉)､紀伊国｢鹿膳_ト｢鹿鯖｣ (-鹿肉の塩漬け)､筑前国｢鹿月甫｣イ鹿鯖｣､肥後国｢廉

廉｣､豊前国｢廃館｣､豊後国｢廃館｣の記載がみられる(文献19)0

さらに､

⑪-延書式巻三十二､大勝式上の樺葵祭科にも｢鹿醍一升｣ (醍-干肉を麹や塩を混ぜ

た酒につけて作ったもの)､ ｢鹿五蔵一升｣ (五蔵-臓物)などがみられ､麹や塩を混ぜた

酒につけた鹿の干肉や臓物がついた鹿肉を食べたことがうかがわれる(文献19)0

6　出土木簡での記載

⑫-藤原京跡の東面大垣の東約20 mを北流する南北溝(宮東面外濠)から出土した付
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札に､

｢科野国伊奈評(鹿か)大賛｣

と記され､大資の前に記された文字は鮮明ではないが､ ｢鹿｣と判読でき､伊奈評(-伊

那郡)より資として鹿が都に貢納されたことが知られる｡

この木簡は､藤原京遷都の持続8 (694)年から大宝令の施行大宝2 (702)年の間に用

いられたものと考えられている(文献20)0

⑬-平城京跡出土木簡中には､ ｢鹿宍在五蔵｣や､ ｢鹿宍｣などの記載があり､鹿の宍

(-鹿の肉)のみならず､五蔵(-五臓の臓物)までついていたことが記され､食された

り､用いられていたことがわかる(文献21)0

このような記載は前に記したように延書式内にもみられる｡

7　民俗例にみられる鹿

日本国内には鹿にかかわる諸事例が多く残されていると考えられるが､ここでは狩猟神

として崇敬された諏訪大社での事例についてみてみたい｡

⑭-諏訪大社では年中様々な神事が催されるが､中でも重要なものが御狩神事(-みか

りしんじ)とされ､年に4度の神事が行われる｡狩りで獲得した生資が神前に捧げられる

が､中でも三月酉のE=こ行われる御頭祭は特に重ぜられ､江戸時代には鹿と猪の頭首が七

五も備えられている(文献22)0

これは鹿頭の神供として名高いものである｡

⑮-鹿や猪などを中心とするある程度の食肉習慣は､仏教が民衆の間に浸透するにした

がい｢殺生禁断｣の教えに反する狩猟とともにすたれたが､むしろ諏訪大社では仏教を意

識して､ ｢寿命の尽きた生きものは放してやっても生きられないから､いっそ人の腹の中

に入って､その功徳で成仏するがよい｣という『諏訪ノ勘文』というものがあり､このよ

うな信仰を作って狩猟や食肉を合理化した｡中世未以来､食肉の免罪符たる｢鹿食免(-

かじきめん)｣といわれる守礼や､獣肉を食べても撮れないという｢鹿食箸(-かじきば

し)｣をも作り､教義を広め､狩猟や食肉を正統化した(文献22)0

この他､社寺への祈願のための絵馬にも､ ｢馬｣のみならず､鹿の多い地域では｢鹿｣

を絵馬ならぬ｢絵鹿｣として用いたようである｡

これは鹿を獲った後､これからも多くの鹿が獲れますようにとする願いを込めて神様

(オスワサマ)に捧げたようである｡

また､栃木県の日光二荒神社･茨城県の鹿島神宮･奈良県の春日大社･広島県の安芸宮

島の厳島神社など､各地の神社で｢鹿｣を神様(御神鹿)のお使いとして祭っている(文

献12)0

8　シナノ(信濃)での塵

以上､考古資料･歴史資料･民俗資料のいくつかをみてきたが､これらから考えられる
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ことは､先土器時代･縄文時代以来､狩猟を通しての食肉のための鹿のみならず､神の使

いとして､あるいは神への供物として神事にかかわる鹿として､ 2つの性格をそなえて､

人々と深いかかわりがあったことがうかがえる｡

信濃という地域､あるいは信濃人とも②の日本書紀･⑨の延書式･⑫の藤原京出土木

簡･ ⑭や⑮の諏訪大社での事例をみる限り､たいへん密接なかかわりがあることがうかが

える｡

ところで､飯田市新井原2号墳出土の｢鹿の絵｣と長野市篠ノ井遺跡群高速道地点の平

安時代大藩から出土した｢鹿の絵｣は､いったい何を私たちに語ってくれているのだろう

か｡

新井原2号墳出土の｢鹿の絵｣については､岡田正彦氏が､ ｢-鹿絵の埴輪は狩猟対象

物としての鹿を供献したと言うより､埋葬者との連絡をする霊異をもつ神鹿としての性格

が考えられそうである｡｣と(文献3)､その性格を考えている｡

筆者もその性格付けには異論はないが､ 4歳以上の雄や雌を措いていることを考慮し､

さらに付け加えるならば､ ｢子孫繁栄｣への願いも込められているものと考える｡

線による単純な絵ではあるが､古墳に用いる埴輪の性格を考えるならば､単なる埴輪工

人による｢落書き｣とは思えない｡

それでは篠ノ井遺跡群高速道地点の土師器に描かれた｢鹿の絵｣はどうであろうか｡

この｢鹿の絵｣が措かれた時代は､土師器や須恵器に文字が措かれた｢墨書土器｣が非

常に多く用いられた時代である｡

土器への墨書絵は､平城京をはじめ､ごく限られた場所において発見されることが多く､

たいへん稀少な資料といえる｡

それではなぜ文字ではなく｢鹿の絵｣であったのか｡

ここ数年の研究では､土器に文字を墨書することを単に土器の所属や所有､あるいは共

通表示としてとらえるだけではなく､村々における神や仏に対する信仰にかかわるものと

考えられ､祭紀や儀礼に伴って書かれたという点も重視されている(文献23)0

このことから､単に｢落書き｣としてこの｢鹿の絵｣を評価するのではなく､無配や儀

礼にかかわって措かれたものと考えられる｡

これまでみてきた諸事例から考えて､やはり食肉にかかわる狩猟への願いと考えられ､

さらには､やわらかい袋角を表現したものと考えるならば､それは春における若々しい再

生を願うものであり､これらにかかわる祭りの中で用いられた一つであったと考えられる｡

9　おわりに

信濃は山々に囲まれた土地で､おそらくは他地域よりもずっと多くの鹿が生息し､より

身近な動物であったと考えられる｡それはこれまでみてきた信濃と鹿とのかかわりを示す

資料からもうかがえる｡

このような事々を考えている折､
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平成6 (1994)年12月1日､下伊那郡大鹿村で71年ぶりにニホンジカ(オス)猟が解

禁となった｡これは大正12 (1923)年に当時の農商務省が乱獲で減少した鹿を保護するた

めに､下伊那郡上村･大鹿村の全域と南信濃村の一部を禁猟区にして以来のことであった｡

近年､生息数が増え農林業被害が平成元(1989)年以降拡大したことによるとのことで

あった｡捕獲頭数については､平成6 (1994)年以来年間7千頭から1万頭であったのが

平成23 (2011)年には年間3万5千頭もの鹿を捕獲することとなった｡

昔から狩猟も人々と鹿のお付き合いの中では大切なことであったことは下伊那郡天龍村

に伝わる選択無形民俗文化財の｢シカオイ｣ (-わらで作った鹿に矢を放った行事で､ 1

年間豊作を祈るものである｡古くから鹿などによる食害になやまされてきた土地ならでは

のものであろう｡)などの民俗例や､これまでの資料をふり返っても理解できる｡

新井原2号墳出土の埴輪への｢鹿の絵｣や篠ノ井遺跡群高速道地点出土の平安時代土器

への｢鹿の絵｣は､ 5世紀後半や9世紀中頃から後半における資料としてのみならず､歴

史資料として日本人と鹿との関わりの一端を語りかけてくれるものである｡
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1　三浦慎悟｢ニホンジカ｣ 『動物大百科』 4　平凡社1986年

2　伊藤健雄｢ニホンジカ｣ 『動物のくらし　学習研究社』 1974年

3　岡田正彦｢口絵　埴輪に線刻された鹿絵｣ 『伊那』 1986･ 6月号　伊那史学会1986年
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10　神村　透｢Ⅲ生産と生活の道具　3弥生時代の道具(3)木製品･骨角器･金属器｣ 『長野県史考

古資料編　全一巻(4)遺構･遺物編』長野県史刊行会1988年

11岩崎卓也･松尾昌彦｢Ⅲ生産と生活の道具　4古墳時代の道具(2)武器･武具｣ 『長野県史考古

資料編　全一巻(4)遺構･遺物編』長野県史刊行会1988年

12 『第26回企画展　魔　人とのかかわりの歴史』栃木県立博物館1989年

13　佐々木光雄他｢8多賀城の瓦｣ 『多賀城と古代東北』東北歴史資料館他1985年

14　倉野憲司･武田祐吉『日本古典文学大系1古事記　祝詞』岩波書店1958年

15　坂本太郎･家永三郎･井上光貞･大野　晋『日本古典文学大系67　日本書紀　上』岩波書店

1967年

16　坂本太郎･家永三郎･井上光貞･大野　晋『日本古典文学大系67　日本書紀　下』岩波書店

1965年

17　秋本吾郎『日本古典文学大系2　風土記』岩波書店1958年
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20　福島正樹｢第三章第三節-律令の租税制度　二信濃関係の木簡｣ 『長野県史通史編　第一巻原始･

古代』長野県史刊行会1989年

21関根真隆｢第四章奈良時代の食料素材(二)｣ 『奈良朝食生活の研究』吉川弘文館1989年

22　笹本正治｢諏訪大社と御頭｣ 『図説長野県の歴史』河出書房新社1988年

23　平川　南｢ぼくしょどき　墨書土器｣ 『国史大辞典』 12　吉川弘文館1992年
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信濃国出土の富本銭と皇朝十二銭

1　はじめに

日本で最初の鋳造貨幣は藤原京が都であった

和銅元(708)年に鋳造された｢和同開弥｣とさ

れていたが､平成11 (1999)年1月20日の奈良

県明日香村の飛鳥池遺跡での発掘調査･研究成

果の発表から､ ｢官本銭｣であることが明らかと

なった｡天武12 (683)年以降に鋳造されたと考

えられる｢官本銭｣､そして和銅元(708)年に

鋳造された｢和同開弥｣以来､天徳2 (958)午

に鋳造された｢乾元大賓｣までの250年間に皇朝

十二銭と言われる銅銭12種類､銀銭2種類､金

銭1種類が鋳造された｡

長野県内では､下伊那郡高森町の武陵地1号

第1表　宮本銭と皇朝十二銭

(文献103より)

銃文(鋲種) 傀)D天皇 Hｹ"����

吉本銭(銅銭) iY"ツ僖闌為天武天皇 ｩgｸﾚ斡�������

和同開弥(銀銭) 刎>yHBピｙ元明天皇 ?ｩgｸｴ�������

和同開弥(銅銭) 刎;ｨﾋ2ピｙD元明天皇 ?ｩgｸｴ������

寓年通常(銅銭) i[ﾙ_8鬟Bピc浄仁天皇 ?ｩgｸｴ�������

大平元宮(銀銭) i[ﾙ_8鬟Bピc僖辞仁天皇 ?ｩgｸｴ������

開基勝脊(金銭) i[ﾙ_8鬟Bピc佻浮仁天皇 ?ｩgｸｴ������

神功間宮(銅銭) i[ﾙ8ﾋ2ピcR僖称徳天皇 ?ｩgｸｴ�������

隆平永常(銅銭) I~Rピ澱僖桓武天皇 ｩgｸﾎ8ｴ�����

官尊神宮(銅銭) 儘ﾓ茶ｙD嵯峨天皇 gｸｴ凛｢�����

永和昌官(銅銭) 倆ﾙ"ャ3R仁明天皇 ?ｩgｸﾎ8ｴ������

長年大宮(銅銭) 俘ﾈﾋ2ャCｘﾍ仁明天皇 ?ｩgｸﾎ8ｴ�����

焼益神官(銅銭) �.X�ﾋ2ャS貯���浦和天皇 倅��8����

貞観永常(銅銭) �.Xｬ��"ャs�����賠和天皇 倅��8����

寛平大宮(銅銭) 亅[ﾓ"ャ字多天皇 ｩgｸｴ凛｢������

延喜通常(銅銭) I#rンr醍醐天皇 ｩgｸｴ凛｢�������

乾元大宮(銅銭) i;ンSｘﾍ村上天皇 ｩgｸｴ凛｢�����

墳出土の｢官本銭｣､そして飯田市恒川遺跡群出土の｢和同開弥(銀銭)｣をはじめ､ 100

枚ほどの古代銭貨が確認されている｡

2　長野県内での研究概略

長野県内の古代銭貨で最も注目されるのが下伊那郡高森町の武陵地1号墳出土の｢富本

銭｣ (文献1 ･ 2)や飯田市座光寺地域出土の｢官本銭｣ (文献3)､そして飯田市恒川遺

跡群出土の｢和同開弥(銀銭)｣であろう(文献4)｡この2枚の｢富本銭｣については､

飛鳥池遺跡での調査･研究成果が発表された2ケ月後の平成11年3月以降にその所在が

公表されることとなった｡また｢和同開弥(銀銭)｣の発見は､恒川遺跡群の昭和52年度

調査の田中･倉垣外地籍44号竪穴住居跡床面からの出土であった｡

武陵地1号墳出土の｢富本銭｣については､すでに昭和30 (1955)年に刊行された｢下

伊那史｣ (文献1 ･ 2)に記載されていたものの､飛鳥池遺跡での成果が公表されるまで

は､江戸時代の絵銭､あるいは不明銭としての扱いであった｡座光寺地域出土の｢富本

銭｣ (文献3)については､飛鳥池遺跡､あるいは武陵地1号墳出土｢官本銭｣が公表さ

れたことにより､同じ古代の｢宮本銭｣であることが判明した｡

飯田市恒川遺跡群出土の｢和同開弥(銀銭)｣の発見に際しては､昭和53 (1978)年

に､小林正春氏(文献4)や佐々木嘉和氏(文献5)が｢和同開弥(銀銭)｣についてふ

れ､また昭和54 (1979)年には小林正春氏(文献6)が恒川遺跡群の概報として｢和同

開弥(銀銭)｣他について論究している｡

222　3章　古墳時代から律令時代への展開



以後､発掘調査報告書や県史･市町村史に皇朝十二銭に関わる事実報告が散見しうるも

のの､その性格まで論究したものはあまり多くない｡しかしその中で注目すべきものとし

て､昭和63 (1988)年の桐原健氏(文献7)の長野県史での成果､平成2 (1990)年の

石上周蔵氏(文献8)による松本市下神遺跡出土皇朝十二銭への論考､平成9 (1997)年

の筆者(文献9)による長野市篠ノ井遺跡群出土の｢永和昌賓｣に関する報告や皇朝十二

銭の集成がある程度であった｡

以後､これまでの出土資料の集成に重点を置きながらも､若干の論考を行った平成9

(1997)年の直井雅尚氏(文献10)や小松学氏(文献11)の成果をあげることができる｡

今回示した古代銭貨出土遺跡については､以上の論考や集成､さらには遺跡個々の報告

書を参考にしたものである｡

3　古代銭貨が出土した遺跡概要(第2表､第1-5囲)

(1)田麦･江本庄一郎宅　中野市田麦(文献12) (第3図-17･28)

昭和21 (1946)年12月8日､江本氏がカマドの修理の際､住宅南側の崖斜面に植えら

れた柿の木の根元の土を採掘した時に地下約2尺の所から中世備蓄銭が発見され､幅3

尺､長さ2尺6寸､深さ3尺の木製の箱に入っていたと考えられている｡総計153貫(概

算18万枚)が当時発見されたと考えられ､現在でも15万枚以上が残存し､銭種は数百種

類と考えられている｡

古代銭貨はこの15万枚以上の備蓄銭の中に｢高年通賓｣ 1枚､ ｢隆平永賓｣ 1枚が混在

していた｡

(2)西条･岩船遺跡群　中野市岩船西条(文献13)

扇状地末端に位置する弥生時代中期から後期にかけての集落跡が中心となる遺跡である

が､平安時代から中世にかけての集落も一部確認されている｡平成元年度から7年度にか

けて調査が行われた結果､元年度の調査では木箱に入った34,162枚もの備蓄銭が発見さ

れている｡平成7年度の調査では埋納銭遺構が2基確認され､ 1つは珠洲焼の聾に､もう

1つは木箱に埋納されたものであった｡

古代銭貨は､平成7年度に調査された直径0.9mx 0.8m､深さ0.6mの土坑内に､南

に傾いて埋められていた口径40cm､胴部最大径約50cm､高さ47cmの珠洲焼の嚢内に他の

備蓄銭とともに､ ｢神功開賓｣ 1枚が混在していた｡備蓄銭の総数については不明である｡

(3)屋地遺跡　長野市松代町東条(文献14) (第4図-30)

長野市松代町のシンボル的な山である皆神山の北西麓に位置し､蛭川による扇状地扇央

部の東側にあたる｡古墳時代から平安時代にかけての集落跡で､竪穴住居跡は80軒以上

検出されている｡

古代銭貨は｢富寿神賓｣ 1枚が11世紀代のB 1号竪穴住居跡の埋土中より出土している｡

(4)御所遺跡　長野市栗田(文献15)

中世信濃守護小笠原氏の館跡と推定されている｢御所｣地籍一帯に含まれ､裾花川旧流
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路に沿って発達した微高地上に位置している｡奈良･平安時代の竪穴住居跡は14軒調査

されている｡

古代銭貨は｢富寿神賓｣ 1枚が出土しているが､出土状況等は不明である｡

(5)篠ノ井遺跡群(高速道地点)長野市篠ノ井塩崎(文献16) (第4図-37)

千曲川左岸の自然堤防上に立地する弥生時代中期から古代にかけての竪穴住居跡が800

軒以上発見された大集落遺跡である｡古墳時代終末から古代にかけての竪穴住居跡は489

軒､掘立柱建物跡29棟他が調査されている｡

古代銭貨はSB7404竪穴住居跡の床面にわずかに入った状況で｢承和昌賓｣ 1枚が出土

している｡

(6)榎田遺跡　長野市若穂綿内(文献17) (第4図-39)

千曲川右岸の自然堤防上及び後背湿地に立地し､弥生時代中期から古代にかけての竪穴

住居跡が1,000軒以上確認された大集落遺跡である｡奈良時代から平安時代にかけての遺

構は竪穴住居跡36軒､溝跡7条などが調査された｡

古代銭貨は｢長年大賢｣ 1枚が8世紀第2四半期から9世紀第4四半期のSD47溝跡か

ら木製品･墨書土器180点などとともに出土しているが､出土状況は不明である｡また遺

構外から｢飴益神賓｣ 1枚が出土している｡

(7)松原遺跡　長野市松代町東寺尾(文献18) (第4図一42･44)

長野盆地南東部の北側を金井山､南側を愛宕山によって限られた千曲川右岸の三角形の

自然堤防上に位置する｡縄文時代前期から中世にかけての竪穴住居跡が700軒以上調査さ

れた大集落遺跡である｡古代の遺構については竪穴住居跡408軒他が調査されている｡

古代銭貨は8世紀代から9世紀代と考えられるSD1173溝跡の塩土中から｢貞観永賓｣

1枚が出土し､また10世紀前半頃と考えられるSB196竪穴住居跡の塩土中から｢延喜通

賓｣ 1枚が出土している｡

(8)生仁追跡　千曲市雨宮(文献19) (第2図-1 ･2)

千曲川右岸の自然境防上の後背地で､五十里川や沢山川等の東西南北に流れる小河川群

によって形成された中州状の微高地にある｡

古代銭貨が出土したのは､第2地点といわれる調査地で｢和同開弥｣ 2枚が出土してい

る｡出土状況の詳細は不明である｡

(9)師訪南沖遺跡　千曲市粟佐(文献20)

千曲川右岸の自然堤防上にあり､来任遺跡群に属する｡平安時代の遺構は竪穴住居跡

10軒他が調査された｡

古代銭貨は平安時代の集落内から｢和同開弥｣ 1枚が出土している｡出土遺遺構は不明

である｡

(10)更埴条里遺跡　千曲市雨宮(文献21)

千曲川右岸の自然堤防背面から後背湿地にかけて広がる遺跡で､ 9世紀代から13世紀

代にかけての条里水田跡や集落跡等が調査されている｡
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古代銭貨は9世紀後半の

千曲川による洪水前の9世

紀代の面より｢隆平永賓｣

1枚が出土している｡

(ll)国分寺周辺遺跡群

上田市国分(文献22) (第2

図-4)

千曲川右岸の最下位段丘

に位置し､信濃国分寺跡が

ある段丘よりもさらに下位

の段丘となる｡弥生時代後

期から平安時代にかけての

集落跡で､ 194軒の竪穴住居

跡他が検出されている｡

古代銭貨は｢和同閲弥｣

1枚が包含層から出土して

いる｡

(12)信濃国分寺跡　上田

市国分(文献23)

千曲川によって形成され

た第3段丘上にある｡聖武

天皇の詔勅によって創建さ

れたが､その年代は明らか

にされていない｡

古代銭貨は｢和同開弥｣

●-和同的弥　　0-長年大f
I-X年遺*　　□=tL益神事
▲岩抽功開暮　　▽=負性永f

▼ご隆平水★　　△-X平大f

t-富♯神★　　仝-延暮逸書

◆=敢和島t　　◇-乾元大書
隻-不明

★ニーナ;t'本銭

★1王位山　2=益軒　3=上EE

4=佐久　5=大町　6=松本

7三好坊　&=ホt梅島　9=蛭田
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第1図　長野県内の宮本銭･皇朝十二銭出土分布図

(文献103より)

1枚が西回廊跡より出土している｡

(13)殿田追跡　上田市常磐城(文献24) (第2図-3)

千曲川によって形成された段丘上にあり､奈良時代から平安時代にかけての竪穴住居跡

5軒他が調査された｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚が調査グリッド内より出土している｡

(14)宮平遺跡　上田市住吉(文献25)

東太郎山南麓の山裾にあり､古墳時代後期から中世にかけての遺跡で､竪穴住居跡86

軒他が調査された｡

古代銭貨は｢隆平永賓｣ 1枚が遺構外より出土している｡

(15)常田堀ノ内遺跡　上田市常田(文献26)

大正13 (1923)年2月､蚕糸専門学校に水道管を布設のおり､地下3尺ほど掘り下げ
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第2表　長野県内の官本銭･皇朝十二銭一覧(文献103より)

遺跡名 傀ｨﾝﾙ&出土銭貨 偬(ﾕﾂ遺跡名 傀ｨﾝﾙ&出土銭貨 偬(ﾕﾂ��������

田麦.江本庄一郎宅 �(inﾈ�969I��高年通貨 �(i�)OY'��ｲ�三角原遺跡 ��懐nﾈ�8孑�延喜通貨 �$xﾈｨ�ｸ��X���

田麦一江本庄一郎宅 inﾈ69I隆平永蜜 i)OY'ｲ宮本の神社東側 ﾈｷｹgｲ和同閑弥 儁YEｹｸ*���������������

西粂.岩船遺跡群 �(inﾈ�8ｮ)�I�ﾈ���神功閑賓 �(i�)OY'��ｲ�下神遺跡 ���gｸ�9����高年通賓 �7儘)>��

産地遺跡 �+ynﾈ�8鉑�9*ﾉ8ﾈ���富番神賓 �$xﾈｨ�ｸ��X冓7�(b�下神遺跡 傴ﾉgｸ�9����寓年通貨 �7儘)>��

御所遺跡 �+ynﾈ�8ﾄ�62�富帝神官 偖yx�>��下林遺跡 ���gｸ�9����高年通貨 �7儘)>��

篠ノ井遺跡群 �+ynﾈ�8ｦﾘ6ﾘ皐冑ﾞ��衆和島賓 �$xﾈｨ�ｸ��X���下神遺跡 傴ﾉgｸ�9����寓年通貨 �7儘)>��

榎田遺跡 �+ynﾈ�8��^Il�>��長年大宮 �)�R�下神遺跡 傴ﾉgｸ�9����神功開音 �7儘)>��

榎田遺跡 �+ynﾈ�8��^Il�>��儀益神宮 ��易ﾈ､��下神遺跡 傴ﾉgｸ�9����神功関宮 �7儘)>��

桧原遺跡 �+ynﾈ�8鉑�9*ﾉ8ﾈ鮖Ob�貞観永常 俟��X冓7�>��下神遺跡 ���gｸ�9����神功関宮 �7儘)>��

桧原遺跡 �+ynﾈ�8鉑�9*ﾉ8ﾈ鮖Ob�延書通賓 �$xﾈｨ�ｸ��X冓7�(b�下神遺跡 ���gｸ�9����神功関賛 �7儘)>��

生仁遭跡 ��xｼ育8畑ｷｲ�和同開弥 ��ｨﾝyW9k��下神遺跡 ���gｸ�9����神功間宮 俟��Y>��

生仁遺跡 xｼ育8畑ｷｲ和同閑弥 ｨﾝyW9k下軸遺跡 傴ﾉgｸ不明 儘)>������������

諏訪南沖遺跡 xｼ育8玖ﾛ"和同開称 ｨﾝyW9k下神遺跡 傴ﾉgｸ不明 儘)>������������

更埴条里遺跡 xｼ育8畑ｷｲ隆平永資 等(ｴ8,ﾉl｢県町遺跡 gｸﾊr隆平永常 佶｢������������

国分寺周辺遺跡群 ��968�8ﾙ�Z｢�和岡開弥 竸�ﾉ�r�三間沢川左岸遺跡 ���gｸ�9��62�富者神賓 �$xﾈｨ�ｸ��X���

信浪国分寺跡 968ﾙZ｢和同閑称 ﾈR三間沢川左岸遺跡 gｸ62泣暮通常 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k欹â������������������

殿田遺跡 968ﾙMh和同閑弥 (ﾛｨ6(6三間沢川左岸遺跡 傴ﾉgｸ62延審通賓 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k��������������������

官平遺跡 968ｶr隆平永賓 易ﾈ､三間沢川左岸逝跡 傴ﾉgｸｬ｢廷沓通賓 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k���������������

常田堀ノ内遺跡 968ﾙ62富藩神資 i)OY'ｲ三間沢川左岸遺跡 冑ygｸ62泣暮通資 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k�����������������

前田遺跡 俚(ｷh揵68撮和南開弥 xﾈｨｸX三間沢川左岸遺跡 冑ygｸ62延喜連資 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k����������������

中道遺跡 俚(ｷh"和同閏弥 xﾈｨｸX4ｨ7ﾘ6三間沢川左岸遺跡 傴ﾉgｸ62延喜連宵 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k�����������������

栗毛坂遺跡群B 俚(ｷhｮ)ｩ62神功関宮 易ﾈ､三間沢川左岸遺跡 傴ﾉgｸ62不明 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k��������������

下里端遺跡 俚(ｷh+y7刋2隆平永常 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k小池遺跡 傴ﾉgｸ揵'"富轟神宮 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k�����������������

高師町避跡 俚(ｷhh62富帝神宮 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k一ツ家遭跡 傴ﾉgｸ>62東平大智 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k�������������������

聖原遺跡 俚(ｷh+y7刋2和同開弥 xﾈｨｸX6x8ﾈ986>川西開斑遺.跡 傴ﾉgｸ延喜通常 IY>ｨﾝyW9k������������������

聖原遺跡 俚(ｷh+y7刋2神功関宮 xﾈｨｸYMY7b曹田川西遺跡 iｸﾔﾈｷY)62富辞神賓 xﾈｨｸX�����������������

豊原遺跡 俚(ｷh+y7刋2隆平永常 xﾈｨｸX4ｨ7ﾘ6丘中学校遺跡 iｸﾔﾈｷYnﾉ｢隆平永坪 僭7b��������������

聖原避跡 俚(ｷh�9+y7刋2�隆平永賓 �$xﾈｨ�ｸ��Xﾉ����小沼田遺跡 �i�ｸ�8��棠�IF��高年通貨 �(i�)OY'��ｲ�

聖原追跡 俚(ｷh+y7刋2隆平永蜜 估zxﾉｩZY>青田若宮遺跡 iｸﾔﾈｷY)62和同開弥 i)OY'ｲ����������������

聖原遺跡 俚(ｷh+y7刋2隆平永賓 估zy(ﾈﾉｩZY>青田若宮遺跡 iｸﾔﾈｷX%ﾒ富轟神宮 i)OY'ｲ���������������

聖原遺跡 俚(ｷh+y7刋2富轟神宮 xﾈｨｸX冓7b下境沢遺跡 iｸﾔﾈｷY>ﾉ>62隆平永哲 xﾈｨｸYhI7b�����������������

聖原遺跡 俚(ｷh+y7刋2富番神蜜 IY>洗馬駅跡 iｸ棠IF和同開弥 儻9k�������������

聖原遺跡 俚(ｷh+y7刋2富番神変 易ﾈ､榎垣外遺跡 ｩ$ｨ+y'"隆平永賓 xﾈｨｸX������������

豊原遺跡 俚(ｷh+y7刋2幕和昌賓 xﾈｨｸX冓7b榎垣外遺跡 ｩ$ｨ+y'"隆平永常 )ﾙﾈｮﾙ>����������������

聖原遺跡 俚(ｷh+y7刋2承和昌賓 xﾈｨｸYY_ｹ(b-の釜遺跡 ｩｩdｹ*ﾉ8ﾈ62和同開弥 儻9k������������

聖原遺跡 俚(ｷh+y7刋2長年大宮 ｹ4丶乞食塚古墳 乘ﾙnﾈｷｹﾂ和同閑弥 侘9Zﾘﾈｨ齏｢�����������

芝宮遺跡 俚(ｷhｷｲ和同開弥 9Y>乞食塚古墳 乘ﾙnﾈｷｹﾂ和同閲弥 侘9Zﾘﾈｨ齏｢��������������

芝宮遺跡 俚(ｷhｷｲ神功関宮 9Y>乞食塚古墳 乘ﾙnﾈｷｹﾂ和同開弥 侘9Zﾘﾈｨ齏｢��������������

上ノ城遺跡 俚(ｷhｮ)ｩ62袖功関宮 ｨﾝyW9k乞食塚古墳 乘ﾙnﾈｷｹﾂ和同閑弥 侘9Zﾘﾈｨ齏｢������������

円正防遺跡 俚(ｷhｮ)ｨﾙ貞観永賓 xﾈｨｸX冓7b乞食塚古墳 乘ﾙnﾈｷｹﾂ神功関宮 侘9Zﾘﾈｨ齏｢���������������

採掘遺跡 俚(ｷh8ﾌｲ長年大賓 xﾈｨｸX4ｨ7ﾘ6下手良中原遺跡 8詹|r和同開弥 xﾈｨｸYhI7b����������������

反田遺跡 俚(ｷh揵69富帯神宮 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9kミサモリ古墳 9nﾉ*ﾉ[ﾘ和同開弥 侘9Zﾘﾈｨ齏｢����������������

上久保田向遭跡 俚(ｷhOｩF俥"富番神官 xﾈｨｸY>*猿小場遺跡 儁68鉑Ob貞観永常 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k����������������

上久保田向遺跡 俚(ｷhOｩF俥"東和昌賓 儻9k猿小場遺跡 儁68鉑Ob貞観永常 儻9k�������

中原遺跡群 傅ﾈﾎH忘i62和同開弥 xﾈｨｸX恒川遺跡群 儁68ﾜﾏX鮑ﾕﾂ和同閑弥(銀銭) xﾈｨｸﾓｲ�������������������

中原遺跡群 傅ﾈﾎH忘i62寓年通賓 xﾈｨｸX恒川遭跡群 儁68ﾜﾏX鮑ﾕﾂ富帯神乎 xﾈｨｸRR������������������

大場原遺跡 傅ﾉцﾎH忘i62隆平永賓 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k座光寺地区 儁68ﾜﾏX魎官本 儻9k��������������

竹花遺跡 傅ﾉцﾎH忘i62富韓神宮 ｸﾕﾈ､武陵地1号古墳 俘)ﾈ岑62官本 侘9Zﾘﾈｨ齏｢�������������

郷土遺跡 傅ﾉцﾖ"和同開弥 易ﾈ､����

十二避跡 佩I969*ﾈﾎI962常年通常 xﾈｨｸX4ｨ7ﾘ6姥Hｽi7��������

野火付遺跡 佩I969*ﾈﾎI962神功開音 xﾈｨｸX��������

根岸遺跡 佩I969*ﾈﾎI4%ﾒ隆平永賓 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k���������

根岸遺跡 佩I969*ﾈﾎI962鰻益神宮 xﾈｨｸY>ｨﾝyW9k���������

桜畑遺跡 �8ﾈﾎH�9D�,2�和同開弥 �7俔)MY7�>��

中田遺跡 ﾈﾎHD2貞観永賓 儻9k�����
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2.寓年通輩

3.神功開架

4.隆平永蜜

14=十二遺跡15=中原遺跡群16三下神遺跡17=田麦･江本庄一郎宅18-野火付遺跡

19 -栗毛坂遺跡群B地区　20 -下神遺跡　21 =下神遺跡　22=乞食塚古墳　23 =下聖端遺跡

24=大塚原遺跡　25と根岸遺跡　26 =県町遺跡　27=下境沢遺跡　28-田麦･江本庄一郎宅

29 -榎垣外遺跡(金山東遺跡)

第3図　長野県内出土の宮本銭と皇朝十二銭(S=1/1) (文献71より)
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5.富帝神寛

6.永和昌喪

9.貞観永喪

.{Lrh..
･.工.ITロ隼

f I-.　:.

誓圭Y･ 38

41

(0.寛平大喪

墓き二

8.鏡益神蜜

lf.延喜通蜜

30-屋地遺跡　31こ高師町遺跡　32-竹花遺跡　33-三間沢川左岸遺跡　34-小池遺跡

35 -青田川西遺跡　36 =恒川遺跡群　37-篠ノ井遺跡群(高速道地点) 38 =上久保田向遺跡

39-榎田遺跡　40-根岸遺跡　41 =猿小場遺跡　42-桧原遺跡　43-一ツ家遺跡　44-松原遺跡

第4図　長野県内出土の宮本銭と皇朝十二銭(S=1/1) (文献71より)
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たときに穴が発見され､藁むしろに包まれていたと考えられる状態で､重さ11貫600匁

余の銭貨が､緒純は朽ち銭が固まった状態で発見された｡枚数を調査すると12,000枚余

であり､中世備蓄銭と考えられる｡

古代銭貨は｢富寿神賓｣ 1枚が混在していた｡

(16)前田追跡　佐久市小田井(文献27) (第2図-7)

十二遺跡･根岸遺跡･野火付遺跡とともに鋳物屋遺跡群に属する｡鋳物屋遺跡群は佐久

市･御代田町･小諸市にまたがり､前田遺跡は浅間山南麓緩傾斜面上に位置している｡調

査は1次から3次まで行われ､古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡172軒､掘立

柱建物跡184棟他が検出されている｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚がH 152竪穴住居跡のカマド東脇床面直上から出土してい

る｡

(17)中道遺跡　佐久市前山(文献28)

野沢平の中央部に位置する｡古墳時代の竪穴住居跡2軒､平安時代の竪穴住居跡4軒が

調査された｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚が平安時代のH- 1号竪穴住居跡のカマド内から出土して

いる｡また平安時代のH- 2号竪穴住居跡の床面からは､二彩蓋が出土している｡

(18)栗毛坂遺跡群B地区　佐久市岩村田(文献29) (第3図- 19)

浅間山南麓末端部の田切地形に挟まれた台地上に位置する｡縄文時代後期から中世以降

までを包含する遺跡で､奈良･平安時代の竪穴住居跡79軒､掘立柱建物跡89棟他が調査

された｡

古代銭貨は｢神功開賓｣ 1枚が遺構外から出土している｡

(19)下聖端遺跡　佐久市長土呂(文献30) (第3図-23)

浅間山南麓末端部の谷に挟まれた田切地形の帯状台地上に位置する｡古墳時代後期や平

安時代の遺構が中心となり､平安時代の竪穴住居跡15軒他が調査されている｡

古代銭貨は｢隆平永賓｣ 1枚が平安時代中期のH 45号竪穴住居跡より出土している｡

出土状況の詳細は不明である｡

(20)高師町遺跡　佐久市新手田(文献31) (第4図-31)

佐久市のほぼ中央に位置し､浅間山南麓末端部の2本の田切低地に挟まれた帯状台地に

位置する｡

平安時代の遺構が中心となり､竪穴住居跡24軒他が調査され､整然と並んだ掘立柱建

物跡を囲むように竪穴住居跡が並んでいた｡

古代銭貨は｢官尊神賓｣ 1枚が平安時代前期のH4号竪穴住居跡より出土している｡出

土状況の詳細は不明である｡

(21)聖原遺跡　佐久市長土呂(文献32)

浅間山南麓末端部の平坦な台地上に位置し､古墳時代後期から平安時代にかけての竪穴

住居跡が818軒調査された大集落跡である｡奈良時代から平安時代の竪穴住居跡は663軒
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が調査された｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚､ ｢神功開賓｣ 1枚､ ｢隆平永賓｣ 4枚､ ｢富寿神賓｣ 3枚､

｢新口昌賓｣ 2､ ｢長年大賓｣ 1枚の計12枚が出土している｡

｢和同開弥｣ 1枚は8世紀第4四半期から9世紀初頭頃のH 795号竪穴住居跡から出土し

ている｡調査上のトレンチからの出土であり､出土状況は不明である0 ｢神功開賓｣ 1枚

は9世紀前半頃のH 309号竪穴住居跡から出土している｡塩土中からの出土である｡ ｢隆

平永賓｣ 4枚の内､ 1枚は8世紀第4四半期から9世紀初頭頃のH 118号竪穴住居跡から

出土している｡カマド流出土からの出土であり､住居廃棄時にカマド内に置かれた可能性

が考えられる｡ 1枚は9世紀前半頃の竪穴住居跡H489号から出土している｡調査検出時

の出土である｡残り2枚は10世紀前半頃のF498号掘立柱建物跡からの出土である｡詳

細な出土状況は不明である｡ ｢官尊神賓｣ 3枚の内､ 1枚は9世紀前半頃のH489号竪穴

住居跡から出土している｡埋土中からの出土である｡ 1枚は9世紀後半以降のM40号溝

跡から出土している｡出土状況は不明である｡ 1枚は遺構外からの出土である｡ ｢承和昌

賓｣ 2枚の内､ 1枚は8世紀第4四半期から9世紀初頭頃のH 198号竪穴住居跡から出土

している｡埋土上層からの出土であり､竪穴住居塩没後の混入と考えられる｡ 1枚は9世

紀前半頃のH 688号竪穴住居跡から出土している｡堀方からの出土であり､竪穴住居構築

時の地鏡に関わるものか｡ ｢長年大賓｣ 1枚は遺構外からの出土である｡

当遺跡での出土枚数や銭種の多きは､他遺跡では見られないものである｡

当遺跡での集落は8世紀第4四半期から9世紀前半にピークを迎える｡研究者からは調

査以来佐久郡衛に比定される考えも示されている｡しかし調査主体者である佐久市教育委

員会は伊那郡衛に比定されている飯田市恒川遺跡群との検討や､当遺跡の遺構や遺物の状

況から郡衛の中核とは考えていない｡

(22)芝宮遺跡群　佐久市芝宮(文献33)

浅間山南麓末端部の田切谷に挟まれた台地上に位置する｡古墳時代後期から平安時代の

集落跡が調査され､竪穴住居跡245軒､掘立柱建物跡約90棟他が調査された｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚イ神功関宮｣ 1枚が7世紀後半以降のSD 3大藩跡から

出土している｡ともに埋土からの出土で詳細は不明である｡

(23)上ノ城遺跡　佐久市岩村田(文献34)

佐久盆地を流れる湯川の北に臨んだ田切地形の台地縁辺部に位置する｡古墳時代後期か

ら平安時代にかけての遺構が調査され､竪穴住居跡49軒他が検出された｡

古代銭貨は｢神功開賓｣ 1枚が出土しているが､詳細は不明である｡

(24)円正防遺跡　佐久市岩村田(文献35)

西･南方向に低湿地が広がる台地端部に位置する｡ 6次におよぶ調査が行われ､弥生時

代から中世にかけての集落遺跡であることが確認されている｡古代銭貨が発見された第6

次の調査でも弥生時代から中世の遺構が調査されたが､平安時代の遺構は竪穴住居跡14

軒他が検出された｡
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古代銭貨は｢貞観永賓｣ 1枚が古墳時代後期のH 9号竪穴住居跡覆土から出土し､調査

時の混入と考えられる｡

(25)深堀追跡　佐久市瀬戸(文献36)

採掘遺跡が含まれる採掘遺跡群は東方に志賀川を望み､西方は田切に挟まれる台地状

に位置する｡古墳時代から古代にかけての竪穴住居跡が56軒確認された集落遺跡であり､

奈良時代から平安時代にかけての遺構は竪穴住居跡46軒他が調査された｡

古代銭貨は｢長年大賓｣ 1枚がH 38号竪穴住居跡のカマド内から出土している｡

(26)反田遺跡　佐久市小田切(文献37)

参科山麓から流れ出た片貝川により形成された小規模な沖積地上に立地する｡縄文時代

から平安時代にかけての遺跡で､平安時代の遺構は竪穴住居跡17軒他が調査された｡

古代銭貨は｢富寿神資｣ 1枚が10世紀前半のH5号竪穴住居跡より出土しているが､

出土状況は不明である｡

(27)上久保田向遺跡　佐久市琵琶坂(文献38) (第4図-38)

浅間山南麓に位置し､田切地形に挟まれた台地上に位置する｡遺跡は台地全面に広がり､

平安時代の竪穴住居跡17軒他が調査された｡北には聖原遺跡がある0

古代銭貨は｢官尊神資｣ 1枚が10世紀前半のH25号竪穴住居跡あるいはD 12号土坑

より､どちらからの出土でもよい状況で出土している｡また｢番和昌賓｣ 1枚が出土して

いるが､出土状況の詳細は不明である｡

(28)中原遺跡群　小諸市御影新田(文献39) (第2図-5 ･第3図-15)

浅間山南麓斜面末端部の平らな台地上に位置する｡古墳時代後期から平安時代にかけて

の集落跡で､竪穴住居跡140軒､掘立柱建物跡100棟他が調査された｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚が9世紀前半頃と考えられる7号竪穴住居跡床面より出土

し､また｢高年通賓｣ 1枚が9世紀初頭頃と考えられる29号竪穴住居跡床面より出土し

ている｡

(29)大塚原遺跡　小諸市御影新田(文献40) (第3図-24)

浅間山南麓緩傾斜地の田切地形に挟まれた台地上に位置する｡古墳時代後期から平安時

代にかけての集落跡で､平成5年度の調査では､平安時代の竪穴住居跡が22軒検出された｡

古代銭貨は｢隆平永賓｣ 1枚が第20号竪穴住居跡より出土している｡出土状況の詳細

は不明である｡

(30)竹花遺跡　小諸市御影新田(文献41) (第4図-32)

浅間山南麓緩傾斜地の田切地形に挟まれた台地上に位置する｡大塚原遺跡と同様の遺跡

群に属する｡古墳時代後期から平安時代までの遺構を中心に､竪穴住居跡118軒､掘立柱

建物跡86棟他が調査された｡

古代銭貨は｢富寿神賓｣ 1枚が遺構外から出土している｡

(31)郷土追跡　小諸市甲(文献42)

浅間山南麓裾部の緩傾斜地上に位置する｡縄文時代前期から後期の集落跡であるが､平
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安時代の竪穴住居跡も2軒検出されている｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚が遺構外から出土している｡

(32)十二追跡　北佐久都御代田町御代田(文献43) (第3図- 14)

前田遺跡･根岸遺跡･野火付遺跡とともに鋳物屋遺跡群に属する｡この地帯は浅間山南

麓駿傾斜地上に位置する｡

古代を中心に竪穴住居跡71軒､掘立柱建物跡75棟他が調査された｡

古代銭貨は｢高年通賓｣ 1枚が平安時代のH - 28号竪穴住居跡のカマド付近の塩土中

より出土している｡

(33)野火付遺跡　北佐久部御代田町御代田(文献44) (第3図- 18)

前田遺跡･根岸遺跡･十二遺跡とともに鋳物屋遺跡群に属する｡この地帯は浅間山南麓

媛傾斜地上に位置する｡古代を中心に竪穴住居跡18軒､掘立柱建物跡8棟他が調査された｡

古代銭貨は｢神功開賓｣ 1枚が平安時代のH- 13号竪穴住居跡のカマド南側の床面よ

り出土している｡

(34)根岸遺跡　北佐久都御代田町御代田(文献45) (第3図-25･第4図-40)

前田遺跡･野火付遺跡･十二遺跡とともに鋳物屋遺跡群に属する｡この地帯は浅間山南

麓緩傾斜地上に位置する｡古代を中心に竪穴住居跡32軒､掘立柱建物跡40棟他が調査さ

れた｡

古代銭貨は｢隆平永賓｣ 1枚が平安時代のH- 18号竪穴住居跡より出土している｡ま

た｢鏡益神賓｣ 1枚が平安時代のH- 13号竪穴住居跡より出土している｡ともに出土状

況の詳細は不明である｡

(35)桜畑遺跡　束御市祢津(文献46)

烏帽子岳西南麓､求女沢川の左岸に立地する｡縄文時代から近世にかけての遺跡で､平

安時代前半期の遺構は竪穴住居跡5軒他が調査された｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚が不整形のSKO16土坑の塩土中から出土している｡土層

から中世と判断されているが､出土土器から古代の遺構に遡る可能性が指摘されている｡

(36)中田遺跡　束御市祢津(文献47)

烏帽子岳と三方ケ峰の谷間から流れる所沢川左岸､烏帽子岳南麓の複合扇状地上に立地

する｡平安時代の竪穴住居跡11軒他が調査された｡

古代銭貨は｢貞観永賓｣ 1枚が平安時代前半のSBO5竪穴住居跡から出土している｡出

土状況は不明である｡

(37)三角原遺跡　安曇野市温(文献48)

黒沢川左岸に位置する｡縄文時代から平安時代の遺跡で､平安時代の遺構は竪穴住居跡

56軒他が確認された｡

古代銭貨は｢延喜通賓｣ 1枚が10世紀後半から11世紀前半頃の平安時代後半の34号

竪穴住居跡内の北西焼土中床面から出土している｡
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(38)宮本の神社東側　安曇野市宮本(文献49) (第2図-6)

安曇野市の旧明科町宮本の神社東側から宋銭とともに｢和同開弥｣ 1枚が出土している｡

中世以降の埋納銭の中に混在していたものと考えられる｡

(39)下神遺跡　松本市神林(文献50) (第3図- 16･20･21)

奈良井川と鎖川との合流地点の南側に立地し､鎖川により形成された扇状地端部に位置

している｡古代の遺構は竪穴住居跡142軒､掘立柱建物跡58棟他が調査された｡信濃の

初期荘園である｢草茂庄｣の存在を明らかにした遺跡である｡

古代銭貨は合計11枚が出土している｡その内｢高年通賓｣ 3枚･ ｢神功開蜜｣ 4枚･不

明銭2枚の計9枚が54cmx 40cmのやや楕円形をした8世紀末頃のSK490土坑から出土し

ている｡この遺構については､近接するSB126竪穴住居跡の建築時に伴う地鎮行為によ

るもの､あるいは溝で区画された土地に初めて占地した時に行われた地鎮行為によるもの

と考えられている｡また｢高年通賓｣ 1枚がSK554土坑より出土し､ ｢神功開賓｣ 1枚が

SD108溝跡から出土している｡

(40)県町追跡　松本市県(文献51) (第3図-26)

薄川の度重なる氾濫によって急速に堆積した扇状地上にある｡

古代銭貨は｢隆平永賓｣ 1枚が遺構検出中に出土している｡

(41)三間沢川左岸追跡　松本市和田(文献52) (第4図-33)

三間沢川左岸の台地上に立地する｡平安時代の竪穴住居跡が250軒以上調査されている｡

古代銭貨は｢富寿神賓｣ 1枚が平安時代の第16号竪穴住居跡の床面から出土し､ ｢延喜

通賓｣ 6枚が平安時代の焼失住居である第161号竪穴住居跡から溶着した状況で出土して

いるが､詳細は不明である｡また劣化し文字が読み取れない古代銭貨と考えられるものが

第55号竪穴住居跡から1枚出土している｡

(42)小池追跡　松本市寿小池(文献53) (第4図-34)

束から西に緩やかに傾斜する片丘丘陵の麓､塩沢川により形成された台地上に位置し､

一ツ家遺跡と近接している｡平成2年度の調査では､奈良時代の竪穴住居跡が13軒､平

安時代の竪穴住居跡62軒他が調査されている｡

古代銭貨は｢富寿神賓｣ 1枚が平安時代の59号竪穴住居跡より出土している｡出土状

況の詳細は不明である｡

(43)一ツ家追跡　松本市内田(文献54) (第4図-43)

束から西に緩やかに傾斜する片丘丘陵の麓､塩沢川により形成された台地上に位置し､

小池遺跡と近接している｡平成7年度の調査では平安時代の竪穴住居跡が37軒､戦国時

代の館関連の遺構他が調査されている｡

古代銭貨は｢寛平大賓｣ 1枚が戟国時代の館に関わる遺構内より出土している｡出土状

況の詳細は不明である｡

(44)川西開田追跡　松本市神林(文献55)

奈良井川と三間沢川に挟まれるように立地し､三間沢川の対岸には三間沢川左岸遺跡が
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ある｡平安時代の竪穴住居跡8軒他が調査されている｡

古代銭貨は｢延喜通資｣ 1枚が9溝跡から出土している｡出土状況の詳細は不明である｡

(45)青田川西追跡　塩尻市広丘青田(文献56) (第4図- 35)

田川中流域左岸の段丘面で､南北に伸びる東西幅300 mほどの舌状台地上に位置する｡

古代の竪穴住居跡266軒他が調査され､ SK128墓からは線瓶陶器･土師券･八陵鏡がセ

ットで出土している｡

古代銭貨は｢富寿神賓｣ 1枚が10世紀初頭の159号竪穴住居跡の床面付近から出土し

ている｡

(46)丘中学校遺跡　塩尻市広丘野村(文献11)

田川左岸の段丘上に位置する｡昭和52年度の調査では､平安時代の竪穴住居跡14軒他

が調査されている｡

古代銭貨は｢隆平永賓｣ 1枚が廃土中から発見されている｡

(47)小沼田追跡　塩尻市宗賀洗馬(文献57)

明治17 (1884)年に畑地開墾中に塩納銭が発見された｡埋納銭は2つの聾に塩納され

ており､中世によくみられる備蓄銭と考えられ､唐銭や宋銭を主体に51β49枚もの銭が

塩納されていた｡

古代銭貨は｢高年通賓｣ 1枚が備蓄銭内に混在していた｡

(48)青田若宮遺跡　塩尻市広丘青田(文献58)

昭和56 (1981)年に宅地造成が行われた際に､地表下約35cmから45cmに常滑の大喪と

木製容器に入った7万数千枚の塩納銭が発見された｡中世によくみられる備蓄銭と考えら

れる｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚と｢富寿神賓｣ 1枚が備蓄銭内に混在していた｡

(49)下境沢追跡　塩尻市広丘南内田(文献11) (第3図-27)

束山麓から流れる境沢川と小場ケ沢川により形成された幅の狭い台地上に位置する｡平

安時代の竪穴住居跡32軒他が調査された｡

古代銭貨は｢隆平永賓｣ 1枚が平安時代と考えられる住居中最大規模の南北6.8 mx東

西8.3mの21号竪穴住居跡の塩土中より出土している｡

(50)洗馬駅跡　塩尻市宗賀洗馬(文献59)

｢和同開弥｣ 1枚が出土しているが､詳細は不明である｡

(51)榎垣外遺跡　岡谷市長地(文献60･61･62) (第3図一29)

沖積低地にあり東西1,300m､南北1500mにわたって帯状に広がる遺跡で､古墳時代

末葉から平安時代までの竪穴住居跡が308軒発見され､他の検出遺構や出土遺物から諏訪

郡衛推定地とも考えられている｡

古代銭貨は｢隆平永賓｣が2枚出土している｡ 1枚は大正14 (1925)年に金山地籍の

畑の排作中に壷(蔵骨器)が偶然に発見され､その中に少量の土や骨粉とともに混在して

いた｡壷の上には皿状の杯が被されていた｡もう1枚は同じ金山地籍で調査された9世紀
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中頃の14号竪穴住居跡の床面直上から出土している｡

(52) -の釜遺跡　下甑訪町東山田(文献7) (第2図-12)

出土状況等の詳細は不明である｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚が出土している｡ -の釜古墳からの出土であろうか｡

(53)乞食塚古墳　茅野市宮川(文献7. 63) (第2図-8-11･第3図-22)

扇状地の中央を流れる下馬沢川の束に位置し､昭和7 (1932)年5月に道路改修で取り

壊され､出土品が地方新聞に報じられた後に調査が行われた｡その結果､横穴式石室の長

さ9m､石室幅約4mで､羨道のない長方形石室であることがわかった｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 4枚､ ｢神功開賓｣ 1枚の計5枚が､直刀2本､鉄製鉾6点､

銑鉄30本､馬具轡1点､馬具鋲付金具1点､勾玉2個､ガラス丸玉･小玉65個･金環6

点､銀環1点とともに石室内より出土している｡

この古代銭貨5枚については､後世の奉斎品と考えられ､ ｢このような後世の奉斎品の

出土する例は､古墳の主に対して後密着による手厚い尊崇の続いた証拠とみられるもので

ある｣としている｡

(54)下手良中原遺跡　伊那市手良(文献64)

当地域は｢和名抄｣での郷名｢亘良｣郷の比定地と考えられている｡奈良時代から平安

時代にかけての竪穴住居跡17軒が検出されている｡

古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚が奈良時代未から平安時代初頭と考えられる第3号竪穴住

居跡の塩土中から出土している｡

(55)ミサモリ古墳　上伊那部辰野町平出(文献65)

｢和同開弥｣ 4枚､ ｢神功開賓｣ 1枚の計5枚が出土した茅野市乞食塚古墳の文献に､囲

学院大学生藍川清人氏の実査談として紹介され､古代銭貨は｢和同開弥｣ 1枚が出土して

いるようであるが詳細は不明である｡

(56)猿小場追跡　飯田市松尾(文献66･67) (第4図-41)

沖積中位の伊那谷第6段丘上に位置し､平安時代の竪穴住居跡25軒他が調査された｡

古代銭貨は｢貞観永資｣ 2枚が出土している｡ 1枚は平安時代の38号竪穴住居跡から

出土しているが出土状況等の詳細は不明であり､もう1枚は出土遺構や出土状況等不明で

ある｡

(57)恒川遺跡群　飯田市塵光寺恒川(文献3 ･ 4) (第2図-13･第4図一36)

伊那盆地第9段丘上に位置し､古代銭貨が出土した遺跡群の田中･倉垣外地籍では､古

代の竪穴住居跡3軒､掘立柱建物跡10数棟が調査された｡

古代銭貨は｢和同開弥(銀銭)｣ 1枚が奈良時代の44号竪穴住居跡の床面より裏返った

状況で出土し､また｢富寿神賓｣ 1枚が平安時代の2号竪穴住居跡のカマド右にある穴底

部焼土･灰下から出土している｡

(58)飯田市座光寺地域出土　飯田市座光寺(文献3) (第5図-2)

平成11 (1999)年1月の奈良国立文化財研究所による飛鳥池遺跡の調査･研究成果に
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よる｢官本銭｣の発表を受けて､同年3月に下伊那郡高森町武陵地1号項にも同様の｢官

本銭｣ 1枚が出土していたことが判明し､その後さらに飯田市座光寺の個人宅にも座光寺

地籍内で発見されたとされる｢官本銭｣ 1枚が所在することが判明した｡飛鳥池遺跡出土

｢官本銭｣と武陵地1号古墳｢官本銭｣と同型のものである｡

(59)武陵地1号墳　下伊那郡高森町下市田 (文献1･2) (第5図-1)

平成11 (1999)年1月の奈良国立文化財研

究所による飛鳥池遺跡の調査･研究成果による

｢富本銭｣の発表を受けて､同年3月に下伊那

郡高森町武陵地1号境にも同様の｢官本銭｣が

発見されていたことが明らかになった｡当古墳

は明治30年から40年の間に発掘が行われたと

推定される｡径18.9mの円墳で､全長8.6mの

横穴式石室の前庭部から発見されたとされてい

る｡出土遺物から古墳は7世紀前半に構築され､

1 -武陵地1号墳出土

2 -座光寺地域出土

第5図　下伊那地域出土官本銭

(文献2･3より)

7世紀後半と8世紀中頃以降に追葬が行われたと考えられ､ ｢官本銭｣は8世紀中頃以降

の迫葬時のものと考えられている｡

4　長野県内出土古代銭貨の性格

篠ノ井遺跡群(高速道地点) SB7404竪穴住居跡､信濃国分寺跡西回廊､前田遺跡H

152竪穴住居跡､中道遺跡H- 1号竪穴住居跡､聖原遺跡H 118号竪穴住居跡･ H 688号

竪穴住居跡･ F 498号掘立柱建物跡､採掘遺跡H 38竪穴住居跡､中原遺跡群7号竪穴

住居跡･ 29号竪穴住居跡､野火付遺跡H - 13竪穴住居跡､三角原遺跡34号竪穴住居跡､

下神遺跡SK490土抗､三間沢川左岸遺跡第16号竪穴住居跡､吉田川西遺跡159号竪穴住

居跡､榎垣外遺跡14号竪穴住居跡･蔵骨器､乞食塚古墳横穴式石室内､恒川遺跡群2号

竪穴住居跡･ 44号竪穴住居跡､武陵地1号墳からは､古代銭貨が竪穴住居跡床面や墳墓

など良好な状況で出土している｡

これらの出土状況を考えると､埋土中などから出土した銭貨についても何らかの意図の

もとに用いられたが､時の経過の中で本来の状況とは異なった発見や出土となった可能性

が高いと考えられる｡地方での銭貨は流通貨幣ではなく厭勝銭であったがゆえに､中世備

蓄銭以外の古代銭貨は落とし物ではなく､明確な意図のもとに､その地に残されたもので

あると考えられる｡

このことを前提に信濃出土古代銭貨の意味を考えてみたい｡

また信濃における住居と古代銭貨との関わりを考えるにあたっては､都での諸事例を参

考に信濃でのその性格を探ってみたい｡

栄原氏(文献68)は､平城京左京三条二坊十五坪の調査でのSB970掘立柱建物跡の身

舎西北隅の柱穴から､ ｢和同開弥｣ 2枚が礎板下面に付着して出土していることや(文献
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69)､平城京左京四条四坊九坪の

調査でのSB2390掘立柱建物跡東

北隅の柱穴の根巻石下から｢和

同開弥｣ 1枚が出土していること

(文献70)､さらに大阪府や石川

県での調査例を引用しながら､京

畿内やその周辺では､建物の柱を

立てる前後に祭紀を行い､その際

に銭種や枚数は関係なく塩納する

行為が行われたとし､これは地鏡

のための行為であり､他の物品と

ともに土地神にささげ､その怒り

を鎮めるカを持っていたとしてい

る｡これらは立柱行為や立柱祭と

強く関わるものであるとした｡

それでは竪穴住居跡から出土す

る皇朝十二銭はどのようなもので

あったのであろうか｡

栄原氏は(文献68)､関東地方

や東北地方での竪穴住居跡床面か

ら皇朝十二銭が出土している遺跡

をあげ､掘立柱建物の場合のよう

な土中への埋納ではなく､上棟祭

や屋固祭に関わるものとした｡

この指摘は､今回示した長野県

内の竪穴住居跡にも同様な事が言

える｡

しかし､下神遺跡でのSK490

土坑でのあり方や､恒川遺跡群2

号竪穴住居跡でのあり方はどのよ

うに考えたらよいのであろうか｡

下神遺跡SK490土坑につい

て､石上氏が指摘しているように､

｢初めて占地したときに行われた

地鋲である可能性｣ (文献8)ち

考えられるが､報告書でもふれて
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第6囲　下神遺跡　竪穴住居跡SB126と土坑sK490の

位置関係と銭貨出土状況(文献103より)
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第7図　恒川遺跡群田中･倉垣外地籍44号住居跡

和同開弥銀銭出土状況(文献103より)



いるように､ ｢上屋構造を考えるとSB126の一部とみなすことができ　一中略一　一番安

定した北壁のすぐ脇に埋納された｣ (文献8)との所見や､ ｢SB126の建築時における地鋲

のための埋納遺物と考えたい｣ (文献8)とする所見､さらに恒川遺跡群2号竪穴住居跡

に関わる小林氏の報告による｢カマド右の穴底部に焼土･灰の下から出土した｣ (文献4)

とする出土状況を考えあわせると､栄原氏(文献68)の言う上屋構造のみへの行為だけ

とは青い切れないことを過去に述べた(文献71)｡

下神遺跡や恒川遺跡群での調査例は､地方での皇朝十二銭と集落､皇朝十二銭と竪穴住

居の関係を考える上で､今後に課題を与えた良好な資料と言える｡

それでは次に榎垣外遺跡や乞食塚古墳のような墳墓からの出土資料について見てみたい｡

信濃では榎垣外遺跡のように蔵骨器内に皇朝十二銭を埋納する事例はあまり多くない｡

しかし神坂峠西側の美濃国では､不破郡垂井町宮代の四ツ辻古墳内の蔵骨器から和同開称

が5枚出土(文献72 ･ 73)､不破郡垂井町宮代字市の傾斜地にて発見された灰色素焼の二

個体の蔵骨器から和同開称が5枚ずつ10枚出土(文献74)､不破郡垂井町府中字大石の

蔵骨器内から和同開弥銀銭が2枚出土(文献72)､大垣市青墓町(不破郡)では旧国分寺

跡南隣の古墳が破壊された折に二個体の蔵骨器からそれぞれ和同開称が5枚ずつ10枚の

出土が確認されている(文献72)0

美濃国における蔵骨器からの出土については､古墳に塩納された蔵骨器を含め､その塩

納方法などから､都での埋納形態に類似していることがうかがえる｡

美濃国の出土傾向としては､和同開称はいずれも不破郡内の出土であり､四ツ辻古墳は

不破駅家､垂井町府中字大石の蔵骨器は美濃国府､青墓町の古墳から出土した二個体の蔵

骨器は美濃国分寺､不和閑跡は不破閑の出土であり､いずれも不破郡内の奈良時代の主要

な施設からの出土である(文献75)0

また福岡県汐井掛墳墓群5号古墳のように(文献76)､皇朝十二銭を並べ置き､その上

に蔵骨器が置かれるような事例もみられるが､長野県内では確認されていない｡

また乞食塚古墳のように横穴式石室への副葬例は､群馬県勢多郡宮城村の白山古墳や

(文献77)､山口県萩市の積石塚古墳(墳墓)群として著名な見島ジーコンボ古墳群56号

古墳などに見られる(文献78)｡

これらについて栄原氏は､ ｢死者のあの世における安全と平穏を保証する呪力や､死者

の眠る土地を鎮める呪力をもつと信じられ､一定の無配･儀礼行為とともに副葬されたと

みられる｣としている(文献68)0

墳墓における皇朝十二銭の性格については､ある意味では古墳時代における珠文鏡や重

囲文鏡など小型倣製鏡の性格に類似していたと考えられる(文献79)｡

以上､竪穴住居や墳墓での古代銭貨の性格をみてきたが､このような古代銭貨の流通貨

幣以外の性格をさらに裏付けるものとして注目したいのが､平成19 (2007)年に藤原宮

大極殿院南面西回廊で発見された｢冨本銭｣の性格である｡この｢冨本銭｣は平瓶の口綾

部に9枚が納められ､内部には水晶の原石9点が納められていた｡この｢冨本銭｣は飛鳥
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池遺跡で鋳造された｢官本銭｣とは文字や七曜文の表現が異なり､藤原京内の鋳銭司によ

り鋳造された｢冨本銭｣の可能性が指摘され､地鎮行為に用いられたと考えられている

(文献80)｡藤原京期からすでに銭が厭勝銭として用いられていたことを考えれば､我国

で鋳造貨幣を使用するにあたり､当初から流通貨幣に加え､厭勝銭としての性格をそなえ

持っていたことが理解できる｡

また奈良時代の代表的な事例として､寛政6 (1794)年に､大和国西大寺西塔跡の土中

約2.1mの所より｢開基勝賓｣ ･ ｢高年通賓_ト｢神功問質｣が発見されたり(文献81 ･82)､

明治9 (1876)年3月には､大和国旧法華寺跡の金堂跡から飯金･鍍銀･水晶の念珠43

個とともに｢和同開弥｣･r高年通賓｣･｢神功開賓｣､そして唐銭の｢開元通賓｣が掘り出

されている(文献81･83)0

これらの例は宮都や伽藍造営時の地鋲を意図したものであり､これらの事例からも鋳造

貨幣が当初より流通貨幣以外に重要な性格をおびていた事が理解できよう｡

5　舌代銭貨の分布が意味すること

長野県内の出土分布については､第1図や第2表に示したが､これまでも直井氏(文献

10)が指摘しているように､ ｢和同開弥｣が千曲川流域に多く､それ以降の皇朝十二銭は

粉本盆地に多いことがわかる｡さらにこの指摘に付け加えるならば､来信の佐久地域では

｢和同閲弥｣から｢承和昌賓｣までの前半6銭までの銭貨が多く出土し､北信の長野市域

では｢富寿神賓｣以降のものがみられることがわかる｡

千曲市から上田市域にまず注目してみたい｡

平川南氏他(文献84)が屋代遺跡群出土木簡の研究の中で､千曲市を中心とする埴科

部屋代地域の初期国府の存在を指摘したことから､その後にこれまで考えられていた上田

市域を中心とする小県郡に国府が置かれ､さらにその後松本市域を中心とする筑摩郡に国

府が置かれたと考えられている｡屋代木簡の研究や､これまでの国府所在地の研究を整理

すると､ 8世紀前半に埴科部屋代地域-8世紀中頃から9世紀頃に小県郡(上田市内) -

9世紀代以降に筑摩郡(松本市内)と国府所在地の推移が考えられる｡これに皇朝十二銭

の出土分布を考えあわせると､屋代地域や上田市内には｢和同開弥｣が集中し､少なくと

も｢高年通賓｣以降の銭貨がほとんどみられないことから､ 8世紀前半から8世紀中頃ま

での限った時期に都との往来関係が活発であったことがうかがえる｡

松本市内には｢高年通賓｣以降､特に｢富寿神賓｣までの銭貨が集中することがわかる｡

8世紀中頃から9世紀中頃までの時期に都との往来関係が活発であったことがうかがえる｡

国府所在地の推移と皇朝十二銭の出土分布の推移が同じ経過をたどることが単なる偶然

でなければ､地方において､これら皇朝十二銭を持ち得た人々の性格を考え合わせた時､

その背景には､都から国府への役人の往来､あるいは都と国府とを介する人々の往来が考

えられ､国府所在地を考える上で､一つの重要な考古学資料となりうるものと考えられる｡

それでは佐久地域での出土状況は何を示すものであろうか｡
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佐久地域については､現在の小諸市東端､御代田町西端､佐久市北端が接する地域に古

代の遺跡が集中し､多くの遺構や遺物が発見されるなど､信濃の古代史解明に重要な地域

である｡また東国へ向かうための要所として重要な地域であったことは言うまでもなく､

筆者が指摘(文献85･86)たように7世紀代から畿内暗文土器等が県内では多く発見さ

れる地域であることから､律令国家形成時期の早い段階から飛鳥諸宮以降の宮都での生活

や文化を知り得た人々の往来が多かった地域であったと考えられる｡

しかし古代における文献史料上､空自な部分が多い地域であり､古代史上不明なことが

多い地域でもある｡

佐久地域では佐久市聖原遺跡(文献32)をはじめ｢和同開弥｣から｢富寿神賓｣まで

の銭貨が非常に多く出土している｡上記2市1町が接する地域に佐久郡衛が所在していた

可能性が高いと考えられ､また都と東国を結ぶ玄関口として長い期間重要な役割を担って

いたことがうかがえる｡千曲市屋代地域周辺～上田市信濃国分寺跡周辺～佐久地域2市1

町が接する地域までの出土資料を検討することにより､東山道の果たした役割を考えた上

での東山道ルートの推定に役立つものと考えられる｡

長野市域(更級郡･埴科郡北域)はどうであろうか｡御所遺跡の｢富寿神賓｣ (文献

15)や篠ノ井遺跡群の｢承和昌賓｣ (文献16)の出土は､麻積駅～ (八幡遺跡群-更級郡

衛推定地) ～ (篠ノ井遺跡群) ～ (御所遺跡) ～日理駅～多古駅～越国への支道として

の役割が重要となった時期を示し､また松原遺跡(文献18)の｢貞観永賓十｢延喜通賓｣

や榎田遺跡(文献17)の｢鰻益神賓｣ ･ r長年大賓｣の出土は､ 9世紀以降千曲川右岸へ

渡った東山道からの松原遺跡や榎田遺跡に所在した埴科郡や高井郡のムラが､都との往来

関係を強めたことをうかがわせ､これに伴う伝路の整備が進んだことが出土銭貨から推察

できる｡このように更級郡から水内郡､埴科郡から高井郡といったルートが｢富寿神賓｣

鋳造以降に新興地域として､都との新たな関係が生まれた地域として理解できそうである｡

さらに県内全体での出土分布を考えるならば､筆者が指摘したように､ ｢出土銭の多く

は和銅元(708)年の`和同開弥'･天平宝字4 (760)年の`高年通賓'･天平神護元(765)

年の`神功開賓'と奈良時代の貨幣に集中し､ 9世紀以降のものについては極端な減少傾

向を示す｡このことは国家レベルでの貨幣経済を確立･浸透させることに積極的であった

時代と､ 9世紀以降の､特に地方における貨幣経済の確立･浸透の挫折となる時代を象徴

する現象｣としても注目すべきことであろう(文献71)0

6　下伊那郡出土の｢富木銭｣と｢和同開弥(銀銭)｣について

武陵地1号墳横穴式石室前庭部や座光寺地域出土の｢官本銭｣と恒川遺跡群44号竪穴

住居跡の床面出土の｢和同開弥(銀銭)｣ 75号どのような資料であるかを確認したい｡

現時点で全国の｢富本銭｣出土遺跡は､奈良県の藤原京跡を中心に11遺跡の出土や発

見であり､下伊那郡高森町武陵地1号墳出土｢官本銭｣や飯田市座光寺地域発見の｢官

本銭｣はその内の2ヶ所の2枚となる(文献80)｡また｢和同開弥(銀銭)｣については､
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東日本では秋田県の出羽国秋田城跡の遺構外から1枚が出土し(文献80 ･ 87･ 88)､千葉

県我孫子市の下絵国相馬郡郡家正倉推定地と考えられている建物跡から､整のようなもの

で半裁された状態で1枚が出土している(文献80 ･ 89)｡また千葉県香取市の稲生大神か

ら､昭和11 (1936)年の｢稲生大神社宝台帳｣の記録によれば寮銭の中から1枚が発見

されていることから(文献80･90)､恒川遺跡群出土｢和同開弥(銀銭)｣を含め現在3

遺跡他の4枚が確認されている(文献80)0

上記のように､全国的にも非常に限られた出土状況を示している｢官本銭｣と｢和同開

弥(銀銭)｣が､下伊那郡において出土遺構が異なるものの非常に近接した地域に集中し

て出土していることの歴史的意味は大きい｡

このような資料であることをふまえ､下伊那郡出土の｢富本銭｣と｢和同開弥(銀銭)｣

についてその意味を考えてみたい｡

｢和同開弥｣の発行以前には､主として頴稲や布が貨幣同様に広く用いられていた｡また

遅くても天武朝期には地金の銀や無文銀銭が鋳造貨幣的な存在であったようである｡まず

これら鋳造貨幣出現以前の様子を弥永貞三氏(文献91)の論文や栄原永遠男氏(文献92)

の論文を参考に簡単にふれてみることとする｡

栄原氏(文献97)によると､ ｢社会に広く貨幣として機能していた頴稲や布は､材質や

品質､価格の不安定性､また計量などの諸側面で､価値体系の基軸に位置するうえで､き

わめて重大な弱点をもっていた｣としている｡そしてこの弱点を克服するためには､金属

が重要な位置をしめ､ ｢金属によってはじめて定量的な価値体系が安定的に成立しうる条

件が生じるのであり､貨幣経済が発展するための重大な要因の一つを満たすことができる

のである｣としている｡

それではいつ頃から金属が貨幣的な存在として用いられたのであろうか｡

弥永氏(文91)や栄原氏(文献92)は､史料② (文献93)と史料③ (文献93)という

二つの史料を関連させることによって､銀銭の流通は禁止するが､地金の銀の使用はさま

たげないと理解し､地金の銀が少なくとも天武朝前後や古代社会において､価値体系の基

軸となっていたことを明らかにしている｡

それでは古代における価値体系が地金の銀を基軸としていたものを､どのように富本銭

や十二種類の銅銭へと移行させたのであろうか｡

先ほどの史料② (文献93)に示されているように､天武朝期には銀銭は用いず､銅銭

を使用することとし､また史料⑤ (文献94)にも銀銭をやめ､銅銭を使用するとしてい

ることから､この後､律令国家の基軸となる流通貨幣は一貫して銅銭と方向づけされてい

たことがわかる｡その結果藤原京造営に伴い必要とされた貨幣として｢官本銭｣が鋳造さ

れたことは飛鳥池遺跡での調査･研究で明らかにしている(文献80)｡

また｢和同開弥｣については､栄原氏は､史料④ (文献94)から､和同銀銭も和同銅

銭も品位が低かったにもかかわらず､ ｢和同開弥｣への私鋳銭禁止は和同銀銭だけであっ

たことから､その当時､主に流通していたのは和同銀銭であったと推定している｡
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また史料⑤ (文献94)か

ら､律令国家は和同級銭を

廃止し､和同銅銭の流通促

進に力を入れはじめたこと

を示すものとしている(文

献95)0

さらに史料⑥ (文献96)

から､和銅2 (709)年当時､

よく使用されていたのは和

同銀銭ではなかったかと推

定している｡

以上､史料④ (文献94) ･

⑤ (文献94ト⑥ (文献96)

から､ ｢和同開弥｣鋳造当初

は､和同銀銭が主に流通し

ていたであろうことを明ら

かにしている(文献95)｡

しかし､先ほどの史料(参

(文献93)や史料⑤ (文献

94)から律令国家の基軸と

なる流通貨幣は一貫して銅 古代銭貨関連史料(文献71より)

銭と方向づけされていたこ

とは先に示したが､それではどうして銀銭をやめ､一貫して銅銭にしたのであろうか｡そ

の大きな理由は､その原材料となる銀の不足と､ 7世紀から始まる長門国での銅生産以降､

武蔵国(和銅)や西日本を中心に分布する銅山の発見に裏付けられた(文献98)銅の豊

富さからの安定性という事情が大きかったと考えられる｡

それでは和同銀銭､和同銅銭が併用されていた頃の換算はどのようであったのであろうか｡

史料⑦ (文献99)によれば､和同銀銭1文を銅銭25文に､銀1両を銅銭100文に換質

使用するというものであった｡

しかしこの記事には､律令政府が示した政策と矛盾する内容がみられる｡先にも史料⑤

(文献94)で示したが､遅くても和銅2 (709)年には銀銭を廃止していたにもかかわら

ず､それから10年が経過してもいまだに銀銭一銅銭､地金の銀一銅銭の換算が示されて

いるのである｡いかに当時の都や畿内を中心とする貴族や庶民にとって､地金の銀や銀銭

への価値認識が高く､律令国家の法的禁止とは裏腹であったかが理解できよう｡また､律

令国家が銅銭への移行にどれほど苦労していたかが察せられる｡

このようなことから､鋳造貨幣の基軸を銅銭と考えながらも､銅銭への移行を円滑に進
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めるために和銅銀銭の鋳造が必要であったことが理解されよう｡

｢和同開弥｣鋳造以前には､地金の銀の価格が高く､社会の中でその価値が根強く残って

いたことから､地金の銀-銅銭から銀銭-銅銭という円滑な移行を行うために､和同銀銭

は重要な役割をはたしたのである｡

栄原氏は(文献95)､ ｢和同開弥｣ (銀銭ト(銅銭)について､史料① (文献100)にみ

られる､ ｢高年通賓｣ (銅銭) I r大平元賓｣ (銀銭) ･ r開基勝賓｣ (金銭)との貨幣的役割を

比較し､ ｢和同開称に銀銭と銅銭の2種類があったことと､天平宝字4 (760)年の開基勝

賓(金銭)､大平元宮(銀銭)､万年通宝(銅銭)の発行(『続日本紀』同年三月丁丑〔十

六日〕粂)とは､まったく意義をことにすることがわかる｡後者の三銭は､貴金属の金銀

銅を銭貨として並べただけにすぎず､その発行には､和同銀銭が果たしたような役割は､

もはや課されていなかったとみるべきである｣と､和同銀銭の鋳造意義を評価している｡

以上､ ｢官本銭｣と｢和同開弥(銀銭)｣の流通貨幣としての歴史的役割をみてきたが､

武陵地1号墳出土の｢官本銭｣ ･座光寺地域発見の｢官本銭｣ (-以後｢下伊那官本銭｣)､

飯田市恒川遺跡群出土の｢和同開弥(銀銭)｣ (-以後｢恒川銀銭｣)は､どのような性格

のものであったのであろうか｡

奈良時代前半､ ｢下伊那官本銭｣ ･ ｢匝川銀銭｣もこれまでみてきたように､都を中心に

鋳造貨幣としての役割を大いに果たしたそれぞれ1枚であったにちがいない｡

この｢恒川銀銭｣は､伊那郡内の公民が仕丁あるいは衛士として都で仕えた際に養銭と

して入手しえたか､あるいは税を都へ運んだ際に入手しえたものと考えられるが､ ｢和同

開弥銀銭｣の価値レベルや､恒川遺跡群の性格を考慮すると､都から役人が信濃国伊那郡

(伊那郡衛)へ派遣された際に持参した可能性が高いと考えられる｡

都で流通していた貨幣も､地方では律令国家の政策とは裏腹に､流通貨幣的価値はほと

んどなかったものと考えられ､また都から伊那郡へ派遣された役人は､都での生活を経験

していたことによって､寺院や家屋等の建物を造る際の地鎮具､あるいは墳墓への塩納品

としての使用を知りえたことから､ ｢下伊那富本銭｣イ恒川銀銭｣はもはや流通貨幣とし

ての価値は失っていたものと考えられ､その性格は本論｢3　長野県内出土古代銭貨の性

格｣で示したものであったといえよう｡

7　中世備蓄銭への混在が意味すること

最後に中野市田麦･江本庄一郎宅､同西条･岩船遺跡群､塩尻市小沼田遺跡群､同吉田

若宮遺跡のような中世備蓄銭内での混在は何を意味しているのであろうか｡

｢官本銭｣､ ｢和同開弥｣に始まった鋳造貨幣は年月が経過し､新しい銭文の鋳造を繰り返

すたびに旧銭は流通貨幣としての価値を失っていく｡

それを示す資料として､史料① (文献100)や以降の新銭鋳造時の史料にみられるよう

に､旧銭の10倍もの価値を与えて新旧の入れ替えをはかったのである｡

それではなぜそれほどに12種類もの新旧銭の入れ替えを行ったのであろうか｡
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史料① (文献100)にみられるように､ ｢高

年通賓｣を新銭として造る際に､誇張はあろう

が､私鋳銭が流通貨幣の半分に達していたよう

である｡

しかし､この対策も政府銭と私鋳銭の区別が

難しいこと､旧銭を停止し新銭に旧銭の10倍

の法定価値を与えて､下落した銭貨価値を高い

水準に戻そうとしても､結果的には新銭も再び

私鋳銭が出まわることとなり､このくり返しが

第3表　皇朝十二銭計測値比較表

(文献103より)

銭名 ｸﾆ卯重量(g) ����
平均値 兌ﾘｼﾂ��

和同開弥 B經22.27 ��

寓年通資 b3.94 ����

神功開賓 RR3.14 ���

承和昌賓 縱B1.51 ���

鏡益神賓 ゅ迭1.51 ��

寛平大賢 偵22.12 ���

新銭の品位低下をまねくこととなった｡

奈良国立文化財研究所の研究成果(文献101) (第3表)が示すように皇朝十二銭は

徐々に銭径が小形化し､重量の軽量化や原材料の租悪化をたどることとなる｡

また､甲賀宜政(文献102)の成分分析によると､ ｢和同開弥｣･｢高年通賓｣･ ｢神功開

賓｣などの成分は､銅が約80%近くで､鉛が約50/o前後､ ｢隆平永賓｣イ長年大賓｣など

は､銅約70%､鉛約10-20%､ ｢貞観永賓十｢延喜通賓｣イ乾元大宮｣などは､銅約40

-50%､鉛約40-50%となり､見た目も成分的にも品位低下は一目瞭然となる｡

このような状況の中､特に地方では旧銭になればなるほど､より本来の1枚単位として

の流通貨幣の価値を失い､先にも述べたような呪力を持つものとしてその価値を見出され

所有されたものと考えられる｡

そして平安時代後期の11世紀以降その価値をも失い再び米や絹を中心とする経済構造

となり､やがて平安時代末･中世を迎えて､多くの渡来銭とともに用いられる結果となっ

たものと考えられる｡

それにしても､長野県内における中野市や塩尻市に中世備蓄銭(埋納銭)が集中するこ

とは興味深い｡

8　まとめにかえて

長野県内出土の古代銭貨は｢官本銭｣や｢和同開弥(銀銭)｣をはじめ､出土状況や出

土数において東国では豊富な出土内容となっている｡

これらをふまえ､平成9 (1997)年の論考(文献71)以来これまでの県内出土資料か

ら､竪穴住居跡･墳墓･土坑･中世備蓄銭から発見された古代銭貨の性格をある程度確認

しえたものと考える｡

長野県内の古代銭貨出土状況は､発掘調査の成果としてすべてではないが竪穴住居跡床

面からの出土､建物や土地に関わる祭紀行為に用いられたと考えられる出土､古墳石室内

への追葬品としての出土等を考えれば､塩土中や遺構外から出土した銭貨についても何ら

かの意図のもとに用いられたが､時の経過の中で､本来の状況とは異なった発見や出土と

なった可能性が高いと考えられることはすでに述べた｡長野県(信濃国)内のみならず地
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方での銭貨は流通貨幣ではなく厭勝銭であったがゆえに､中世備蓄銭以外の古代銭貨は落

とし物ではなく､明確な意図のもとに､その地に残されたものであると考えられる｡

また､長野県(信濃国)内の下伊那地域といった限られた地域での｢官本銭｣や｢和同

開弥(銀銭)｣の出土､さらには下伊那地域や佐久地域での飛鳥諸京や藤原京で用いられ

た畿内暗文土器などの出土傾向(文献85 ･86)を考えたとき､東国での律令体制整備に

関わる重要な地域を担っていたことがうかがえる｡

さらには銭貨他の宮都との往来を考えさせられる資料の出土状況や分布を検証すること

により､東山道や支道･伝路の所在やその役割を明らかにすることも可能ではないかと考

える｡

以上当論を進めるにあたり､考古学的資料の検証については長野県内の研究者や松村忠

司氏による論考を参考にし､また文献史料からの古代銭貨への論究については栄原永遠男

氏の研究に拠るところが大きい｡

今後良好な資料の報告が増すことにより､さらにその性格が明らかにされると考える｡
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96　黒坂勝美他｢令集解｣第一『新訂増補国史大系』吉川弘文館1992年

97　栄原永遠男｢第1章和同開称の誕生　3地金の銀｣ 『日本古代銭貨流通史の研究』塙書房1993年

98　池田草丈｢長門の産銅と採掘･製錬技術｣ 『和同閑称をめぐる諸問題』 (-)松村忠司･栄原永遠

男編　2007年

99　青木和夫他｢続日本紀｣巻第八『新日本古典文学大系』 13　岩波書店1990年

100　青木和夫他｢続日本紀｣巻第二十二『新日本古典文学大系』 14　岩波書店1992年

101佐藤興治他｢別表9銭貨計測値一覧表｣ 『平城京発掘調査報告』 Ⅵ　奈良国立文化財研究所

1975年

102　甲賀宜政｢古銭分析表｣ 『考古学雑誌』第9巻第7号　考古学会1919年

※栄原永遠男｢和同開称の誕生｣『週刊朝日百科　日本歴史』51朝日新聞社1987年　も参考にした｡

103　西山克己｢信濃出土の古代銭貨の用いられ方とそれが意味すること｣ 『長野県立歴史館研究紀要』

第17号　長野県立歴史館　2011年
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下伊那地域の古墳群形成の推移と伊那郡街の成立

1　はじめに

1999年1月20日に奈良県飛鳥池遺跡出土の｢富本銭｣が最古の鋳造流通貨幣であるこ

とが報道されたことにより､ 3月23日には長野県下伊那郡高森町の武陵地1号境の石室

からも1枚の官本銭が出土していたことが改めて公表され､さらに6月7日には飯田市座

光寺地域でも以前に富本銭が発見されていたことが報じられた｡

なぜ高森町武陵地1号境の石室より官本銭が1枚出土したのか､この点について､今回

の論考をまとめるにあったての予察を簡単にまとめたが(文献1)､当論では前方後円墳

を中核とする古墳群形成や甲宵･馬具などの出土遺物などから､ 5世紀後半から7世紀後

半頃にかけての地域統合の推移や在地有力豪族達の盛衰を通して､下伊那地域の先進性と

重要性について考察してみたい｡

2　前方後円墳を中核とした5世紀後半以降の古墳群形成(第1表･第1図)

下伊那地域には現在5世紀中頃以降の帆立貝形古墳を含めた前方後円墳が30基確認さ

れている｡これらは天竜川東岸の郭1号境を除いてすべてが天竜川西岸に分布し､立地状

況などからおおよそ前方後円墳を中核とする古墳群は6群に分類可能と考えられることか

ら､天竜川西岸の様相を中心に考察してみることとする｡

6群とは､北から座光寺地域･上郷地域･松尾地域･駄科地域･桐林地域･川路地域で

ある｡

これらの古墳群形成にあたって核となるのが以下の5点である｡

①5世紀中頃から在地豪族達が武人的地域統括者として成長し始めるが､そのあらわれ

が､大形円墳や帆立貝形古墳への甲宵の副葬化である｡

②前方後円墳が古墳群構成の中核をなすこと｡

③中核となる古墳の石室は竪穴式石室から横穴式石室に移行し､横穴式石室は当初から

有力在地豪族達の埋葬施設として採用される｡

④馬の生産･管理による畿内家族層との紐帯関係が背景となる｡

⑤馬の生産･管理などの新来文化の受容に渡来人あるいは渡来系の人々の存在を想定で

きる｡

これらのことから､ 5世紀後半からの前方後円墳の築造や､ 6世紀初頭以降の前方後円

墳への横穴式石室の採用は､大和政権における東国支配の拠点づくりによる結果であり､

この拠点づくりには､畿内有力家族層のみならず5世紀後半代より馬生産を中核とした畿

内家族層との紐帯関係によって力を蓄えてきた下伊那地域の在地家族達､さらには馬生産

に直接関わった渡来人･渡来系の人々によるものであることは､当地域の以後の成り立ち
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第1表　下伊那地域の前方後円墳(前方後方墳･帆立貝形含む) (文献62より)

囲No. 侘9Zﾙkﾂ所在 亢ｹlﾒ石室 倬隸｢文献 儖Xﾖﾂ����

1 俘(團ﾘb飯田市座光寺 都*C6ﾒ横穴式石室 電930.58.60 ������

2 h皐ﾋC(ﾘb飯田市座光寺 jCﾒ竪穴式石室 典9(b30.58.60 僵xﾊ佝����������

3 冉ｹgｸ飯田市座光寺 海ﾒ横穴式石室 電830.58.60 ��������

4 凭ﾈﾜｨ魎飯田市上郷飯沼 都JCVﾒ横穴式石室 電930.58.60 �����

5 儁Iｲ飯田市上郷別府 賑ﾒ? 電330.47.60 顰lR���������

6 俟ﾏｸ,ﾉ,ｲ飯田市上郷別府 鉄Cﾒ竪穴式石室 典8ﾎ25.30.60 �������

7 佩H,ｲ飯田市松尾 田:Cﾒ竪穴式右横 電930.58.60 ����������

8 9[#8ﾘb飯田市松尾 &ﾒ横穴式石室 電330.60 �������

9 價ｩJh飯田市松尾 海Vﾒ横穴武石皇 典9j(d830.47.60 僵xﾊ佝�����������

10 968ﾌｲ飯田市松尾 鼎*Cﾒ横穴式石室 泥8ﾎ230.58.60 ｸﾎ9_ｹZﾒ����������

ll ,ｲ飯田市松尾 鼎C横穴式石室 電8ﾎ230t58.60 ����������

12 8ﾖ5iｲ飯田市松尾 鼎ZCﾒ横穴式石室 電930.58.60 ����������

13 儷,ｲ飯田市松尾 ZCﾒ横穴式石室 典9j(d830.58.60 ����������

14 ｨ,ｲ飯田市松尾 鼎JC6ﾒ横穴式石室 電330.58.60 ��������

15 963ﾘb飯田市松尾 田Cﾒ横穴式石室 電930.58.60 ���������

16 X倩(,ｲ飯田市松尾 鉄Cﾒ? 電930.58.60 ����������

17 ｸ離ﾘb飯田市駄科 都*Cvﾒ横穴式石室 電8ﾎ230.58.60 ������

18 侈ﾋｹ;ﾘb飯田市駄科 田ﾄ? 典9ihd830.58.60 ������������

19 亊ｸ飯田市桐林 ZCﾒ? 典8ﾎ230.58.60 �������

20 Y,ｲ飯田市桐林 鉄jCﾒ? 典8ﾎ230.58.60 ������

21 佶9I,ｲ飯田市桐林 田:Cfﾒ竪穴石樹? 典9(b30L58.60 �����

22 ｸﾋI?,ｲ飯田市桐林 田zCVﾒ? 典8ﾎ230L58.60 �������

23 ｸﾋC8ﾘb飯臼市桐林 海ﾒ竪穴武石樹 典8ｸ30.58.60 Kxﾊ佝����������

24 仆ｲ飯田市桐林 :Cﾒ横穴石室? 典9j(d830.58.60 僵xﾊ佝������������

25 丼ｩ,ｲ飯田市桐林 鉄Cﾒ竪穴式右横 典8ﾎ230.58.60 僵xﾊ佝��������

26 仞?,ｲ飯田市桐林 佩8励#ﾓ横穴式石室 電930.58.60 ����������

27 僥飄y,ｲ飯田市上川路 鼎jCFﾒ横穴式石室 電930.58.60 ﾈｩ齏｣"��������

28 佩H倬;飯田市上川路 田jCFﾒ横穴式石室 電930.58.60 ������

29 9H魎飯田市上川路 冩cCﾒ横穴式石皇 電816.30.58.60 ����������

郭1号 仆ﾉmｨ8r38､2m ﾈｨ齏｢6C前 經ゅc ������������
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を考える上で非常に大　賢

きな意義があることと

言える｡

これらの様相を踏ま

えて､各古墳群の性格転

について､簡単に触れ

てみることとする｡

座光寺地域の特徴は､

甲宵が副葬された全

長36mの帆立貝形古

墳である新井原12号

境を中核とした5世紀

後半代からの古墳群形

成と(文献2)､ 5世

紀末葉から6世紀前半

頃の前方後円墳である

北本城古墳に下段(腰

石)に平石を立て､上

段には平石を1 ･ 2段

平積みにした横穴式石

室が構築され､同様な

石室が､近接しほぼ同

時期の円墳である畦地

1号境や前方後円墳で

ある高岡1号境にも採

用されることである｡

白石太一郎氏は､韓国

全羅北道の錦江河口南

岸付近の沃溝将柏里屯

1号境やいくつかの横

穴式石室に類似してい

ることを指摘し(文献

第1図　下伊那竜西地域の前方後円墳分布図(前方後方墳･帆立貝

形含む) (地図-国土地理院1/25000飯田･時又より)番号は第1表内

古墳　A-武陵地1号古墳　B-畦地1号古墳(文献62より)

3)､また土生田純之

氏は､その系譜を大部周辺の加耶古墳に求められる可能性を指摘した(文献4)｡このよ

うにその系譜については意見がわかれるところだが､ 5世紀後半代からの古墳群形成と期

を一にして､馬の殉葬が行われるのは確かである(文献2)0
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上郷地域の特徴は､ 5世紀後半

の竪穴式石室を持つ全長約60 m

の溝口の塚古墳が造られ､石室内

には衝角付宵や横矧板鋲留短甲･

三角板鋲留短甲などが副葬されて

いた(文献5) (第2囲)｡溝口の

塚古墳築造以降､前方後円墳であ

る雲彩寺古墳や番神塚古墳が散発

的に造られることとなる｡また5

世紀後半代から前方後円墳築造と

期を一にして､宮垣外遺跡(文献

6)で馬の殉葬が行われるように

なる｡

松尾地域の特徴は､ 4世紀代に

前方後方墳で全長42 mの代田山

狐塚古墳が築造されるが､善光寺

平での状況のように以後継続して

前方後円墳が造られる状況とはな

らず､ 5世紀中頃に眉庇付宵が副

葬されていた径29.5mの大形円

墳である妙前大塚古墳が畿内勢力

との関係を示す初現的古墳とて築

造され(文献7)､ 6世紀代に入

り姫塚古墳や上溝天神塚古墳など

の横穴式石室を持つ前方後円墳が

継続的に多く造られることとな

る｡この地域でも5世紀後半代か

ら妙前大塚古墳築造以降､寺所遺

跡(文献8)や茶柄山古墳群(文

献9) ･物見塚古墳(文献10)な

どで馬の殉葬が行われるようにな
第2図　溝口の塚古墳竪穴式石室内の副葬品出土状況

(文献5より)

り､これを受けて､以後前方後円

墳が6世紀代を通して継続的に築造され続けることとなる｡前方後円墳の築造数では､南

隣の竜丘地域と二分することとなる｡

竜丘地域は本来は駄科地域･桐林地域それぞれの在地豪族の存在を示していたが､桐林

地区が上川路地区へ拡張展開し､さらには駄科地域を吸収することによって成立する｡
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駄科地域では､当地域の在地勢力と畿内勢力との繋がりの中で､ 5世紀末葉から6世紀

初頭頃に長約60 mの権現堂1号古墳が築造され､ 6世紀後半に全長72.7 mの塚越1号古

墳が築造される｡両古墳の年代観に誤りがなければ古墳築造の継続性はみられない｡

桐林地域では5世紀中頃以降､帆立貝形古墳､そして前方後円墳が築造されることとな

る｡ 5世紀中頃以降の畿内有力家族層との関係の中で､ようやく5世紀後半になって竪穴

式石室に横矧板鋲留短甲が副葬されていた全長約50 mの鎧塚古墳などの帆立貝形古墳が

築造され(文献11)､これらの延長線上に竪穴式石室に斜線式二神二獣鏡･変形四神四獣

鏡変形･四獣鏡･内行花文鏡他が副葬されていた全長63.6 mの前方後円墳である兼清塚

古墳が畿内勢力との関係を示す古墳として築造される(文献12)｡以後6世紀代に入り横

穴式石室を持つ前方後円墳が造られるようになる｡ 6世紀前半以降､南隣の上川路地区に

畿内の影響を受けた東濃型大形横穴式石室を持ち四仏四獣鏡が副葬されていたとされる全

長66.4 mの御猿堂古墳(文献13)や後円部に束濃型大形横穴式石室と前方部に畿内型大

形横穴式石室それぞれ一基ずつを持つ全長46.4 mの馬背塚古墳が続く(文献14)0 6世紀

代に入り大形の横穴式石室が前方後円墳に継続的に造られる状況は､畿内での動向に類似

している｡このように前方後円墳は桐林地域のみならず､川路地域を意識してか南隣の上

川路地区に､松尾地域を意識してか北隣の駄科地域にも展開し､竜丘地域では5世紀後半

から6世紀初頭にかけて桐林地城や駄科地域の古墳群形成期と､竜丘地域として成長する

6世紀前半以降の古墳群拡張期が見られる｡この結果前方後円墳の築造数では､北に隣接

する松尾地域と二分することとなる｡

川路地域では､ 5世紀後半に地域南端に位置する月の木1号境が築造される｡月の木1

号境には横矧板鋲留短甲他が木棺直葬内に副葬され(文献15)､武人的な地域在地豪族の

存在を示し､この系譜の中で前方後円墳の正晴寺古墳が築造されることとなる｡正晴寺古

墳は5世紀末葉から6世紀初頭頃に集落を移動させて墓域が設定されて築造され､二重の

周堀に造出しを持つ全長約60mを測る古墳である｡周堀を含めると全長約90m以上の規

模を有することとなる｡二重の周堀も何らかの理由で､造り替えられたことが調査から判

明している｡以後6世紀後半まで正晴寺古墳を中心に古墳祭紀が行われ､ 6世紀後半に至

っては北に隣接する径約26 mの大形円墳である閣魔王塚古墳が築造され祭紀域が拡大す

るものの､竜丘地域に吸収されて行く過程が想定される(文献16)0

3　5世紀後半以降の集落形成

東国古墳時代の大陸や朝鮮半島からの新来文化の受容の時期は､大きく2時期に分ける

ことができる｡その1つは5世紀中頃から6世紀代にかけてのことであり､その内容はカ

マドの構築と使用および住居構造の変化･馬の飼育と活用･須恵器生産と使用･日常使用

する土器組成の変化･金銅製品の使用･横穴式石室の受容と埋葬観念の変化等があげられ､

もう1つは7世紀代における律令国家誕生前夜の頃と言えよう｡

ここでは5世紀中頃から6世紀代にかけての竪穴住居構造についてふれて見たい｡
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長野県内のカマドの出現

については､すでに筆者が

明らかにしているが(文献

17･18･19)､あらためて

その具体例を見てみたい｡

下伊那地域でカマドを早い

段階で多く取り入れた遺跡

として､飯田市鼎地域の切

石遺跡群の中核となる天伯

B遺跡(文献20)や山岸

遺跡(文献21)をあげる

ことができる｡両遺跡の遺

跡名は異なるものの､桧川

右岸沿いに細長く続く同一

段丘上に位置する集落であ

る｡ここではカマドが付設

第3囲　炉からカマドヘ　大平遺跡3号竪穴住居跡

(文献24より)

された住居跡が63件(天

伯B-30件･山岸-33件)確認され､このうち5世紀後半の時期と考えられる住居跡

は45件ほど見られる｡集落全体に早い段階でカマドが付設された特筆すべき遺跡であり､

当地域における5世紀後半から6世紀前半にかけての拠点集落と考えられるが､前方後円

墳を中核とする古墳群との関係については今のところ確認できていない｡この他に長野県

内でいち早く5世紀後半にカマドを付設した集落は長野市本村東沖遺跡である(文献22)0

下伊那地域における天伯B ･山岸遺跡以外でのカマドの初現例としては､飯田市伊賀良

小垣外遺跡の25号竪穴住居跡や26号竪穴住居跡(文献23)､飯田市龍江大平遺跡3号竪

穴住居跡などがあげられ､龍江大平遺跡3号竪穴住居跡では2枚の床面が確認され､初め

の床には炉が付設され､作り替えられた後の床にはカマドが付設されていた｡炉からカマ

ドへと移行する良好な資料となっている(文献24) (第3図)｡このような炉からカマド

へと移行する良好な資料は善光寺平での千曲市屋代遺跡群SB5136号竪穴住居跡でも確認

され､ SB5136号竪穴住居跡では同一床面に炉とカマドが併設されていた(文献25)0

このように下伊那地域や善光寺平南城の5世紀後半から6世紀前半にかけての先進文化

を積極的に受け入れたいわゆる拠点集落と考えられるムラでは､須恵器TK208型式､年

代的には5世紀第3四半期から第4四半期の移行期頃には確実にカマドが付設され始めて

いる｡シナノの集落全体にカマドの普及が6世紀代になってからであることを考えるなら､

下伊那地域や善光寺平南域の先進性をうかがうことができよう｡

カマドの付設と同様に住居内構造の変化として､間仕切り構造を持つ住居があらわれる｡

ここで言う間仕切り構造とは､住居床面に壁から柱穴にかけて浅い溝を掘り､その溝に間
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仕切り材を据えたと考えら

れるものである｡

この間仕切り遺構につい

ては､善光寺平における長

野市本村東沖遺跡において

多くみられる(文献22)｡本

村東沖遺跡では5世紀後半

と考えられる住居にカマド

が付設され､これらの住居

跡からは地元で生産された

とも考えられる須恵器が出

土し(文献26･27)､また調

査された竪穴住居跡の約半

数から間仕切り遺構が確認

されている｡下伊那地域で

も点々といくつか確認され

ているが､その中でも特に

0　　　　　　　　　2m

l一･1-｢･.｢.･｢･･-｢.ll.ll.ll.･.1

第4囲　間仕切りを持つ竪穴住居　殿原追跡88号竪穴住居跡

(文献28より)

良好な資料として5世紀末

葉頃と考えられる飯田市伊賀良殿原遺跡88号竪穴住居跡(文献28) (第4図)や飯田市

桐林前の原26号竪穴住居跡(文献29)をあげることができる｡このようなことから渡来

系の人々やその末商､あるいは新来文化を積極的に摂取した在地家族層連の集落とも考え

られ､このような例は善光寺平での本村東沖遺跡や下伊那の殿原遺跡や前の原遺跡などの

数例以外ではほとんど確認されていない｡

このように間仕切り構造はカマドとともに家屋構造の一つとして同じ頃に伝えられたも

のと考えられる｡

以上､住居構造に関わる先進性を示したが､古墳群との関連はどうであろうか｡

長野市本村東沖遺跡の5世紀後半の集落については､西に近接する長野市地附山古墳群

との関連が指摘されている｡地附山古墳群上池ノ平2号境や3号境の周港内からは須恵券

が多量に出土し､また5号境の合掌形石室からは銀轡が出土している(文献27)0

下伊那地域では前の原遺跡が桐林地域に位置し､古墳群形成との関わりが直接的に理解

し得るものの､天伯B ･山岸遺跡や殿原遺跡､さらには天竜川を挟んだ龍江地域にある5

世紀後半から6世紀代の集落が調査された維新遺跡でのカマドの付設や須恵器の搬入を考

えれば､ 5世紀後半以降の帆立貝形古墳や前方後円墳を築造しえた座光寺地域､上郷地域､

松尾地域､桐林地域の在地豪族達は､かなり広い範囲を治めていたものと考えられる｡

また､現段階では詳細な検討はできないが､飯田市教育委員会作成の飯田市内遺跡分布

図によれば(文献30)､ 6世紀代から8世紀代にかけての集落分布は座光寺地域､上郷地
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域､鼎地域､松尾地域､桐林地域に集中し､特に7世紀代から8世紀前半にかけては座光

寺地域の恒川遺跡群に集中していることがわかる｡

4　横穴式石室の導入と地域差

これまでに下伊那地域の横穴式石室の分類や系譜については白石太一郎氏､楠本哲夫氏､

土生田純之氏によって論じられている｡

白石氏は石室を4分類し､ 6世紀前半期においては美濃(束濃)的な石室の影響下によ

るものを含めて少なくとも5系統の石室が導入されたとしている｡また6世紀中頃から後

半にかけては畿内中枢部の影響によって､畿内的な石室が構築されていることを明らかに

した｡これらについて異なる系統の石室や技術集団の影響によるものであるとし､また畿

内と関東を結ぶ束山道ルートにおける拠点としての重要性を論じた(文献31)0

楠本哲夫氏は下段(腰石)に平石を立て､上段には平石を1 ･ 2段平積みにした横穴式

石室が高岡1号墳･畦地1号墳･北本城古墳の座光寺地区にのみに見られる特徴的な石室

(第2図)についての分析を行い､これらの石室を朝鮮半島の大部飛山洞古墳群に類例を

求めている｡またこれら3石室は､ 6世紀初頭には構築され､これを持ち込んだ集団個々

の出自･本貫なりを象徴しているものとし､これらは馬匹生産や流通を含めた地域諸開発､

さらには東国支配の再編に参入した畿内豪族･在地豪族･渡来人等々各集団の錯綜を反映

したものであるとした(文献32)｡

また白石太一郎氏は､高岡1号墳･畦地1号墳･北本城古墳の3古墳の横穴式石室につ

いて韓国全羅北道の錦江河口南岸付近の沃溝将柏里屯1号境やいくつかの横穴式石室に類

似していることを指摘している(文献3)0

さらに土生田純之氏は､高岡1号噴､畦地1号噴､北本城古墳石室の系譜について､白

石氏の言う韓国全羅北道の錦江河口南岸付近の古墳に付設された石室に系譜を求めること

に､時代背景など解決しなければならない事柄が存在することを指摘し､竪穴武石廓をも

ち5世紀代と考えられる漆谷郡の若木古墳や6世紀前半に下るが板石を同様に隙間なく縦

位に並べ､天井石との間に若干の平積み石材を置いたことがうかがえる竪穴系横口式の石

室をもつ金泉の帽岩洞古墳1号墳例をあげて､より高岡1号噴､畦地1号噴､北本城古墳

石室の形状に近い事を指摘し竪穴や横口を問わず板石をほとんど隙間なく縦位に並べた構

造が､大部周辺の古墳石室の特徴的構造であることから､その系譜を大部周辺の加耶古墳

に求められる可能性を指摘した(文献4)0

この指摘は､高岡1号噴､畦地1号噴､北本城古墳石室の系譜について､これまでの楠

本氏や白石氏の研究での石室構造や築造時期と言った問題点を解決しうる方向性を示した

ものと言える(第6図)0

以上のことから､高岡1号噴､畦地1号噴､北本城古墳の石室の系譜についてはさらに

検討が必要となろうが､ 6世紀初頭以降の前方後円墳への横穴式石室の構築は､大和政権

における東国支配の拠点づくりによる結果であり､この拠点づくりには､畿内豪族のみな
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熟慮
酉･ ､睦義一

1御猿堂古墳
2　馬背塚古墳(後円部)
3　馬背塚古墳(前方部)
4　姫塚古墳

5　天神塚古墳

6　おかん塚古墳

7　婁彩寺古墳

8　北本城古墳

9　畦地1号墳
10　高岡1号墳

0　　　　　　6m

第5図　下伊那の地域別横穴式石室の変遷(文献62より) (各図-文献56より)
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･若

鎮護塚東古墳

北本城古墳(飯田市) 2

a rTl

㊨

畦地1号噴く飯田市) 4

第6図　伊那谷の腰石を建てる石室(文献61より)

園内1- (文献63より)

図内2･3･4= (文献32より)
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らず5世紀後半代より馬生産を

中核として畿内豪族との紐帯関

係によって力を蓄えてきた下伊

那地域の在地豪族､さらには馬

生産に直接関わった渡来人･渡

来系の人々によるものであるこ

とは､当地域の今後の成り立ち

を考える上で非常に大きな意義

があることと言える(第5図)0

白石氏の分類(文献31)を

参考に地域相や石室の地域的変

遷をみてみたい｡

座光寺地域では､ 5世紀末葉

から6世紀初頭頃と考えられて

いる北本城古墳に下段(腰石)

に平石を立て､上段には平石を

1 ･ 2段平積みにした横穴式石

室が構築される(白石氏d類)0

同様な石室は､ほぼ同時期の円

墳である瞳地1号境や前方後円

墳である高岡1号境にも採用さ

れ､さらに平成17 (2005)年

に下伊那郡高森町でも北原4号

墳(文献33)に同様な石室が

採用されていることが確認され

たが､この4古墳以外の石室構

造は､近接する武陵地1号境を

含め､大形の自然石を架構した

無袖式の細長いもので､平面的

には玄室と羨道の区別がなく､

立面的に羨道部の天井を下げて

玄室との区別をしているもので

ある(白石氏a類)0

なお､シナノ地域における腰

石を建てる石室の類似例とし

て､北信地域に5例(大童古墳

260　3章　古墳時代から律令時代への展開
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年丁　　　　　　　2m

第7図　善光寺平の腰石を建てる石室(文献61より)

図内1- (文献64より)

園内2･3= (文献65より)



群348号墳･362号墳･429号墳･

436号墳-長野市･薩水2号墳-千

曲市) (第7図)､中信地域に2例

(丸山古墳-松本市･貌磯城窟古墳

=安曇野市) (第8図)､南信に1

例(鎮護塚束古墳-伊那市) (第6

図)などがあげられるが､今後高

岡1号噴､畦地1号噴､北本城古

墳の石室との関連についてはさら

に検証が必要である｡

いずれにしても北本城古墳など

に見られる石室は､下伊那地域の

座光寺及び近隣以外では確認され

ておらず､当地域での最も特徴的

な石室であることはまちがいない

が､以後継続性があるか否かにつ

いては現段階では断定できない｡

また､北本城古墳はじめ他3古

墳の石室は､白石氏が指摘するよ

うに､朝鮮半島の錦江河口南岸付

近の古墳に付設された石室に系譜

を求められそうであるが､錦江河

口南岸付近の古墳よりも北本城古

恵･
brl blhl　　　叫　/

駈違嚢襲轟
i:/　　　　　　　　　rTl=｣

丸山古墳(里山辺6号噴､松本市) 1

･d
叫

一二:ニー
軸

__一一J

--1°-●●●一一一一･･･一･`●`~`

艶磯城産古墳(底高町) 2

』ココ;つ=========三t.

第8図　絵泰平の腰石を建てる石室(文献61より)

図内1- (文献66より)

園内2= (文献67より)

墳･畦地1号古墳･高岡1号古墳の年代が古いという問題点も残している｡

上郷地域では､小形の河原石あるいは河原石に近い石材を用いた両袖式石室で､平面的

にも立面的に玄室と羨道が区別され､玄室に対していちじるしく細い羨道をもつ横穴式石

室(白石氏C類)が当地域で最大級の全長74.5mを測る前方後円墳である雲彩寺古墳に

採用される｡雲彩寺古墳は6世紀前半から中頃の構築と考えられ､羨道から玄室にかけて

すべてが人頭大の河原石によって構築され､玄室の長さ約5m､羨道の長さは約8mもあ

る長大な横穴式石室が構築されている｡雲彩寺古墳以外については､白石氏a類の石室が

一般的である｡

松尾地域では､白石氏C類と考えられる石室が姫塚古墳に採用されている｡姫塚古墳の

石室は当地域での初現的な石室であろうと考えられ､ 6世紀初頭から前半頃の構築と考え

られる｡また大形の自然石を用い､両袖式で平面的にも立面的にも玄室と羨道の区分が明

確な石室(白石氏b類)が､おかん塚古墳に見られ､ 6世紀後半代の構築と考えられる｡

駄科地域では､塚越古墳がおかん塚古墳に近い構造をしている｡
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桐林地域では横穴式石室を持つ古墳は顕著ではない｡むしろ南へ墓城を拡張させてから

の上川路地区に特徴的な石室が構築される｡まずは白石氏a類の石室が採用されるが､他

地域の石室に比べ非常に大形の横穴式石室が構築されている｡まずは御猿堂古墳に玄室長

草lo.25m､幅2.3m､高さ2.85m､羨道長さ2.7m､幅2.15m､高さ?mの石室が採用

され､次いで馬背塚古墳後円部に玄室長さ8.4m､幅2.1m､高さ2.7m､羨道長さ3.3m､

幅2m､高さ1.8mの石室が採用される｡時期的には6世紀前半から中頃にかけて構築さ

れたと考えられる｡また6世紀後半になると白石氏b類の石室となる馬背塚古墳前方部に

玄室長さ6.4m､幅3.3m､高さ3.3m､羨道長さ5.5m､幅2m､高さ1.6mの石室が構

築される｡

御猿堂古墳石室(白石氏a類)､馬背塚古墳後円部石室(白石氏a類)､馬背塚古墳前方

部石室(白石氏b類)に見られるこれほどの巨大な石室は下伊那地域のみならず､シナノ

における他の横穴式石室採用古墳には見られず､畿内有力豪族との関係や御猿堂古墳石室

や馬背塚古墳を築造しえた在地豪族の力量が想像される｡

川路地域では5世紀末葉から6世紀初頭にかけて正晴寺古墳に横穴式石室が構築される｡

古墳の墳丘および周辺調査から下伊那地域における出現期の横穴式石室であることはまち

がいなさそうであるが､江戸時代に石室は破壊されたため詳細は不明である｡

5　馬の殉葬と馬具(第2表･第9-14図)

それでは馬についてはどうであろうか｡

竪穴住居にカマドや間仕切り構造が採用された頃､すなわち5世紀後半代に下伊那地域

に馬の墓が集中して造られるようになる｡

現在､長野県における最も古い馬の存在は､長野市篠ノ井遺跡群SK6042土壌から出土

した4世紀後半の馬歯から考えられる馬の存在である(文献34 ･ 35)0

この発見と相前後して山梨県甲府市塩部遺跡の方形周溝墓からも同時期の馬の歯が確認

され(文献36)､中部高地においてはすでに4世紀後半には馬が存在したことがわかって

きている｡しかしこの馬はどのような目的で人間と接していたかについては不明な点が多

く､今後の類似例の発見に期待が寄せられる｡

それでは伊那谷の馬の存在はどのようなものなのであろうか｡

シナノでは日本全国から出土している馬具の2割以上が出土しており､またこの内の3

割以上が飯田市を中心とする下伊那地域に集中している(文献37)｡このような馬具の出

土に注目し､東国舎人との関係で論じた岡安光彦氏の論考や(文献37･38)､シナノ国造

と馬の生産や管理を論じた桐原健氏の論考は注目すべきものである(文献39)0

また､さらに注目したいのが5世紀第3四半期から第4四半期の移行期頃を初現とし､

5世紀後半代を中心に､座光寺地域･上郷地域･松尾地域と言った3地域に28例もの馬

の墓(埋葬)が確認されている(文献5 ･40･41)｡この馬の墓は殉葬されたものであ

ろうと考えられている｡これらについての研究は､全国的視野からの桃崎祐輔氏(文献
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第2表　下伊那地域の古墳時代馬の墓(文献62より)

遺跡 (ﾕﾂ出土部位 傀ｨﾝﾙ&時期 兌hﾊ2註 ����

新井原遺跡 僥ﾉ^c歯 儁68ﾜﾏX魎5世紀後半 鉄偵cA ���������

4号土坑 倬R鞁ﾂ飯田市座光寺 添(ｴ佩9Kﾂ59.60 ���

SK47 倬R飯田市座光寺 添(ｴ佩9Kﾂ8.60 ���

新井原2号墳 假ﾈﾖ>sﾘi7俔"歯 儁68ﾜﾏX魎5世紀中～後 湯緜 ����������

周溝内71号土坑 倬R飯田市座光寺 添(ｴhﾎ29.60 ������

周溝内72号土坑 倬R飯田市座光寺 添(ｴhﾎ29.60 ������

高岡4号墳 假ﾈﾖ>ﾘi7儘"歯 儁68ﾜﾏX魎5世紀中～後 鼎"緜 ����������

宮垣外遺跡 ｳ歯一骨 儁688ｻﾙ¥ｩWｲ5世紀後半 唐緜B ����������

SKll 倬R飯田市上郷別府 添(ｴ佩9Kﾂ8.60 ���

SK42 倬R飯田市上郷別府 添(ｴ佩9Kﾂ8.60 ���

SK68ー 倬R飯田市上郷別府 添(ｴ佩9Kﾂ8.60 ���

SM15周溝 倬R飯田市上郷別府 添(ｴ佩9Kﾂ8.60 ���

SMO3内SK64 倬R鞁ﾃ飯田市上郷別府 添(ｴ佩9Kﾂ8.60 ���

物見塚古墳 假ﾈﾖ歯 儁68JｩJi*ﾂ5世紀後半 緜C ���������

寺所遺跡 ｴ歯 儁68鉑Oih撮5世紀後半 唐緜  ��������

SMO2周溝 倬R飯田市松尾新井 添(ｴ佩9Kﾂ8.60 ���

SMO3周溝 倬R飯田市松尾新井 添(ｴ佩9Kﾂ8.60 ���

SMO4周溝 倬R飯田市松尾新井 添(ｴ佩9Kﾂ8.60 ���

茶柄山9号墳 假ﾈﾖ>Fﾉ^c歯.骨 儁68鉑Oh8ﾖ5世紀後半 湯緜 ������������

周溝内馬の墓2 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ9.60 ���

周港内馬の墓3 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ9.60 ���

周溝内馬の墓4 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ9.60 ���

周溝内馬の墓5 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ9.60 ���

周港内馬の墓6 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ9.60 ���

馬の墓8 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ9.60L ���

茶柄山古墳群 僥ﾉ^cr歯.骨 儁68鉑Oh8ﾖ5世紀後半 湯緜D ���������馬の墓9 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ9.60 ���

馬の墓10 倬R鞁ﾂ飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ9.60 ���

北林5号墳 假ﾈﾖ>7兒ﾒ歯 俘)ﾂ7世紀 唐緜 ��������

北林5号墳 假ﾈﾖ>歯 俘)ﾂ7世紀 唐緜��������

註

A-馬具(f字形鏡板付轡･剣菱形杏葉･飾鋲･責金具)出土

B-馬具( f字形鏡板付轡t面鞍金具･鞍･木芯鉄板張輪鐙･環状雲珠･剣菱形杏葉)出土

C-馬具(管)出土

D-馬具(三環玲)出土

※表の作成にあたっては､飯田市教育委員会池谷恵美子氏･飯田市上郷考古博物館長

岡田正彦氏･同学芸員山下誠一氏のご教示による｡
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42･43)や桧井草･

神谷正弘氏(文献44)

の業績があり､これら

の研究を参考に下伊那

地域の馬の埋葬につい

て簡単にふれてみた

い｡

これまで日本全国で

確実に古墳時代中期の

5世紀後半代の馬の殉

葬と考えられている資

料数は60数例に過ぎ

ず､下伊那地域以外で

の発見例では熊本県

に20例ほどが集中し

(文献45)､残りが他

地域に散在している状

況である｡いずれにし

ても全国での発見例の

半数近くが下伊那地域

に集中していることに

ついては特に注目しな

ければならない｡

この馬を埋葬する行

為は5世紀初演に東北

アジア諸民族から高句

麗を経て､新羅や加耶

第9図　下伊那地域の馬の墓分布図(文献62より)

(国土地理院1/25000　飯田･時又より)

諸国に波及し､日本に

は5世紀中頃から後半にかけて伝えられたと考えられているが､これらの馬の埋葬は､基

本的には死者の埋葬に伴う殉葬と考えられている(文献42 ･ 43 ･ 44)｡

日本国内における古墳時代の馬の殉葬例を簡単に見てみるならば､南は宮崎から北は青

森にまでおよぶが､ 5世紀後半代と言う限られた時期に､一地域の古墳および周溝墓の周

港内･周港内土坑･屠蘇近接土坑と言った限られた類似方法で殉葬が行われ､さらには一

部に馬具を装着したまま殉葬している例が見られることは､熊本県でも類似した傾向が見

られるものの(文献45)､下伊那地域の特異性を示すものであろうと言える｡この中で特

に良好な資料としては新井原遺跡隣接4号土坑より馬の骨･歯とともに5世紀第4四半期
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第10図　下伊那地域の古墳出土馬具① (文献62より) (各図-文献56より)

頃と考えられるf字形鏡板付轡･剣菱形杏葉･飾鋲･貴金具が出土し(文献2 ･40･46)､

茶柄山古墳群馬の墓10からは馬の下顎骨の下部より5世紀後半頃の鉄製輪金具と三環鈴

が出土している(文献40 ･ 46)｡また新井原2号墳周港内土坑3基からは馬の歯が見つか

り､同周港内から5世紀第3四半期頃のものと考えられる木芯鉄板張輪鐙が出土し(文献

40 ･ 46)､物見塚古墳周溝からは馬の歯と5世紀第3四半期頃の銀轡が出土し､装着され

ていた状況が想定されている(文献40 ･ 46)0

さらに馬を殉葬する風習は朝鮮半島を経由して日本に伝えられたことは先にも述べたが､

新羅や加耶における殉葬例では多くが馬具などは付けず､裸馬のままでの殉葬であること

が確認されていることから､下伊那地域の例を含め､馬具を装着した殉葬の在り方は日本

における大きな特色であると言えよう｡当時､鉄と馬をより多く入手し保有することは､
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第11囲　下伊那地域の古墳出土馬具② (文献62より) (各図=文献56より)
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第15囲　下伊那地域馬の墓出土遣物(文献62より)

1 ･ 2=新井原遺跡4号土坑出土(文献56より)

3-茶柄山土坑10出土(文献9より)

4-6-物見塚古墳出土(文献10より)
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軍備的優位な立場におかれることから､大和政権にとっては重要な任務であったにちがい

ない｡軍馬の調達を目的とした大和政権の指示のもとに派遣された馬匹生産に秀でた渡来

人あるいは渡来系の人々は､当地域の政治的･経済的効果を向上させる大きな手段となる

馬匹生産に関わり､新来文化を積極的に摂取しようとした在地有力豪族達と密接な紐帯関

係を保つことにより､より在地化することとなり､在地有力家族達同様に渡来人あるいは

渡来系の人々も政治的･経済的に力を蓄える結果となったと考えられる｡以上のことから､

当時軍備品あるいは運搬手段として貴重品であった馬にあでやかな馬具を装着させて殉葬

させたことは､その主体墓に埋葬された人物との寵愛関係を示し､また彼らの威信を示す

ための行為であったと考えられることから､馬の殉葬を伴う古墳や周溝墓の埋葬者は､当

地城の政治的･経済的効果を向上させる大きな手段となる馬匹生産に関わり､新来文化を

積極的に摂取しようとした在地有力豪族連や､大和政権の指示のもと､馬匹生産に関わっ

て当地に派遣され馬匹生産に積極的に関わって力を蓄えた渡来人あるいは渡来系の人々の

墓と考えられる｡

渡来人あるいは渡来系の人々については､倭人化することにより威借財としての馬具を

装着させたままでの殉葬を試みたとも考えられる｡またこの未商連の一部が馬匹生産に関

わる主導権を握ることにより新興在地家族層化し､本来の在地家族達とともに東国舎人の

中心的存在として成長していったものと考えられる｡

6　下伊那地域出土の甲肯(第3表･第16-18図)

下伊那地域では現在までに43領の甲腎が発見されている(文献47)｡天竜川を挟んで

北は喬木村の井ノ上古墳の横穴式石室から宵が出土し､南は飯田市立石地区(立石寺蔵･

出土古墳不明)から三角板鋲留短甲と横矧板鋲留短甲が出土し､地域的には広範囲にわた

っている｡また時期的には5世紀中頃から後半にかけて集中している｡形式的にわかって

いるものは甲が三角板鋲留短甲6点と横矧板鋲留短甲8点となり､宵が眉庇付常1点で衝

角付常が4点である｡

5世紀中頃から後半にかけての甲常の古墳石室への副葬化は､当時代に古墳に埋葬され

る人々の社会的性格･階層を示すものであり､武人的統治者が全国的に多くいたことを示

すこととして､当時の世相を反映しているものであるが､下伊那地域においては第3表･

第16図のような分布を示す｡しかし､それぞれの在地豪族(武人)達による畿内家族層

との個々の紐帯関係の強化によって､在地豪族(武人)達に格差が生じてくることとなる｡

下伊那地域での畿内家族層との個々の紐帯関係の強化の現れは松尾地域の径29.5 mの

円墳の妙前大塚古墳における眉庇付胃の副葬化であろう(文献6)｡ここに､埋葬された

人物は武人としていち早く畿内家族層と紐帯関係を結び､美しく高価な宵を入手しえたも

のと考えられる｡

松尾地域に並んで早い段階で甲宵の入手を見せるのが桐林地域である｡三角板鋲留短甲

が副葬されていた円墳の神送塚古墳の埋葬者や(文献54)､座光寺地域の三角板鋲留短甲
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第3表　下伊那地域出土の甲肯(文献61より)

図No. 侘9Zﾙkﾂ所在 偬俟)>ﾂ墳形 亢ｹlﾒ石室 倬隸｢文献 �����

1 鞅3(ﾘb飯田市座光寺 倅L)VYzｨﾖ"円 海vﾒ直葬 典8ﾎ247 ���������

2 h皐ﾋC(ﾘb飯田市座光寺 倅L)VYzｨﾖ"円 鼎Cﾒ竪穴式 典8ﾎ2ll ����������

街角付帯 �� �� ��

3 h皐ﾋCxﾘb飯田市座光寺 倅L)VYzｨﾖ"円 賑ﾒ? 典8ﾎ247 ��������

4 h皐ﾋC(ﾘb飯田市座光寺 HｩL)VYzｨﾖ"帆立見形 jCﾒ竪穴式 典8ﾎ2ll.47 �����������

5 佝ﾉ&ﾘb飯臼市座光寺 ﾖ)]円 咾横穴式 電9ll.47 �����������

6 俟ﾏｸ,ﾉ,ｲ飯田市上郷別府 HｩL)VYzｨﾖ"前方後円 鉄Cﾒ竪穴式 典8ﾎ25 ����������

三角板鋲留短甲 �� �� ��

頚甲 �� �� ��

肩甲 �� �� ��

衝角付寓 �� �� ��

7 忠6(*ﾘ,ｹ,ｲ飯田市上郷別府 8,ﾈｬ半壊日刊 海&ﾒ? 尼47 ��������

8 俘)62飯田市東野 俟"消滅(円) :Cﾒ石室 尼47 ������

9 冕ﾙY,ｲ飯田市松尾 儖ｹMﾙWHｿR円 咾Vﾒ 典9(bll.56 �������

10 侈ﾋｹ;ﾘb飯田市駄科 俟"&前方後円 田Cﾒ竪穴式 典8ﾎ247 �������������

肯く後円部) �� �� ��

ll y,ｲ飯田市駄科 倅L)VYzｨﾖ"円 賑ﾒ石室 典9(b56 ���������

12 亊ｸ飯田市桐林 ｨﾖ)]前方後円 ZCﾒ竪穴式 典8ﾎ247 ���������

13 乖･飯田市桐林 冰"ﾈ謦円 C&ﾒ 尼47 ���������

14 佶9I,ｲ飯田市桐林 俟"前方後円 田:Cfﾒ竪穴式 典9(bー2.47 �����

15 ｸﾋI?,ｲ飯田市桐林 俟ﾒ前方後円 田zCVﾒ 典8ｸ47 �������

16 丼ｩ,ｲ飯田市桐林 HｩL)VYzｨﾖ"帆立見形 鉄Cﾒ 典8ﾎ247.57 ���������

17 ｸﾋCﾘb飯田市桐林 ｨﾖ)]円 海&ﾒ 典9(b47 ����������

18 ｸﾋHﾌ9Zﾘﾅ>飯田市桐林 ｨﾖ)]  47 ���������

19 亶i]ｹｳ(ﾘb飯田市桐林 俟)]円 賑ﾒ横穴式 電247 ������

?0 仞?,ｲ飯田市上川路 r前方後円 佩8励#ﾒ横穴式 電247 ����������

21 佩H倬;飯田市上川路 丼靹)]前方後門 田jCFﾒ横穴式 電213.47 ������

22 侈ﾋｳ8ﾘb飯田市上川路 HｩL)VYzｨﾖ"帆立見形? 海Vﾒ 典8ﾎ247 ���������

23 .ﾉ,ｲ飯田市竹佐 ｨﾖ"円 ZCﾒ 尼47 ����������

24 x･飯田市伊豆木 俟)]円 fﾒ 尼47 ��������

25 靈I62飯田市伊豆木 ｨﾖ"円 茶猪ﾒ 電347 ������

蛙甲片 �� �� ��

街角付帯 �� �� ��

26 俘(鈊8ﾘb飯田市伊豆木 HｩL)VYzｨﾖ"消滅 賑ﾒ 典8ﾎ247 �������

街角付寓 �� �� ��

27 俘(鈊Hﾘb飯田市伊豆木 HｩL)VYzｨﾖ"消滅 賑ﾒ 典8ﾎ247 �������

28 凛y韜ｹ飯田市立石 倅L)VYzｨﾖ"  47.57 ����������

横矧板鋲留短甲 �� �� ��

29 冖ﾘc飯田市川路 ｨﾖ"円 椿ﾒ 尼47 ‷����������

寓 �� �� ��

30 亊ｸ飯田市川路 冢r圓円 賑ﾒ横穴式 電247 ������

31 佇ﾉmﾘb飯田市川路 HｩL)VYzｨﾖ"円 zCﾒ木棺直葬 典8ﾎ215 �����������

32 H6ﾘ2蕎木村 r円 茶zC猛横穴式 電247 ��������
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第16囲　下伊那地域の甲肯出土古墳分布図(文献61より)

●-甲曽出土　』-甲出土　▲-韓出土

(地図-Bl土地埋院1/25000飯田･時又より)
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が副葬されていた円墳

の新井原7号境の埋葬

者であろうと考えられ

る(文献10)0

このように､下伊那

地域での在地豪族達の

武人的成長による畿内

有力家族層との紐帯

関係による甲曽類の入

手は､まずは大形円墳

築造者､そして帆立貝

形古墳築造者へと築造

レベルの推移が見られ､

在地豪族達の成長ぶり

がうかがえる｡

三穂地域は川路地域

の西に位置し､河岸段

≡ ≡_, i__一二- ;･=三言:
ヽ･ヽ.._･..

三三≡三三_≡
二二__　_　　　　　~~　　　　　　　　　　　■~　▲　　　　一､一

0　　　　20cm
_　_　_　_　_　ー_- .  .　..二

1.鎧塚古墳出土
(①-外面1､ ②-外面2)

2.立石尊慮
(①-外面1､ ③-外面2)

3.立石寺蔵(外面)

第17図　下伊那地域出土の甲曽(文献61より)(各図-文献57より)

丘上の小盆地状の地形

をなすが､当地域より

石田原古墳や高松3号墳･ 4号境から衝角付常や横

矧板鋲留短甲が出土し(文献48)､在地豪族達の武

人化および畿内有力家族層との紐帯関係の芽生えが

見られる｡しかしその関係は継続せずに終わり､他

地域のような前方後円墳は造られずに統合されてい

ったと考えられる｡

また､川路地域においても南端の径27mの円墳

である月の木1号境に横矧板鋲留短甲が副葬され

(文献14)､この後竜丘地域を牽制するように新た

な埋葬施設の初期横穴式石室を持つ前方後円墳であ

る正晴寺古墳が築造されるが､やがて竜丘地域に吸

収されてしまう｡
第18囲　妙前大塚古墳出土

眉庇付肯(文献7より)
以上のように､武人としての象徴たる甲宵類の入

手､そして入手以後の各地域の前方後円墳築造の動

向を見ると､畿内有力家族層との紐帯関係や在地豪族達の盛衰による地域統合の過程の一

端が見えてくる｡
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7　文献にみえるシナノ～信濃の重要性

7世紀後半代における科野の重要性については､壬申の乱に関連して､天武元(672)

年6月｢東山の軍を発す｡私記に日く､安斗智徳の日記を案ずるに云はく､信濃の兵を発

さしむと｡｣ (文献48)と韓日本紀には記され､この記載から東山軍とはシナノ兵のこと

であり､大海軍と合流すべく国司とともに神坂峠を下り､シナノ兵は東山軍として勝敗を

左右するほどに活躍したとされている(文献49)｡また天武13 (684)年2月には｢是日､

三野王･小錦下采女臣筑経等を信濃に遣はし､地の形を看しむ｡将に此の地に都せむとす

るか｡｣ (文献48)や､同年潤4月｢三野王等､信濃圏の図を進む｡｣ (文献48)､さらには

天武14 (685)年10月｢信濃園に行宮を造らしめ､東国の温泉に幸せんと擬す｡｣ (文献

48)とあるように､シナノを副都候補としたことからもシナノが大和(飛鳥)政権にとっ

て重要な地域であったことがうかがえる(文献49)0

さらに､天平宝字8 (764)年に天皇に直結するかたちで牧を管理し､馬(特に騎馬)

の生産から飼育･管理まで行う内層寮が設定され､まずは信濃に設置されることとなった

(文献50)0

類衆三代格による神護景雲2 (768)年の記載では､ ｢---略--正月甘八日の格に侶

く､内厩寮の解に侶く､信濃囲牧の主普伊那郡大領外従五位下勲六等金刺舎人八麿の解に

侶く､課欠繭は数を計り決すべし｡ --略--｣ (文献48)とあり､内厩寮の管理に信濃

牧主当伊那郡大領金利舎人人麻呂があたっていたことがわかる(文献50)｡この金利舎人

人麻呂は伊那の在地豪族と考えられる｡また､延書式による弘仁14 (823)年の記載には､

武蔵･甲斐･上野･信濃の4国より240疋もの馬が寅馬されたことが記され､その内訳を

見ると武蔵(牧4･馬50)･甲斐(牧3･馬60ト上野(牧9･馬50ト信濃(牧16･馬

80)とあり､信濃が他地域よりも馬匹生産が盛んであったことがうかがえる(文献50)0

以上のことから､下伊那の在地家族達は5世紀後半代からの畿内有力豪族達との紐帯関

係を土台に､馬(騎馬)の生産･管理を通して､より東国舎人としての成長を重ね､畿内

有力家族達にとって機動力のある非常に頼もしい存在であったものと考えられる｡

また､シナノあるいは科野･信濃においては､馬の生産･管理は重要なものであるが､

さらには伊那の在地豪族金刺舎人人麻呂が信濃牧主当となり､内厩寮の管理にあたったこ

とを考えれば､下伊那地域は信濃のみならず､東国支配を視野に入れた意味での重要な拠

点であったと考えられる｡また､信濃牧主当となった伊那の在地豪族金剰舎人人麻呂は､

5世紀後半以来､下伊那地域で馬の生産･管理にあたった渡来人あるいは渡来系の人々が

新興在地家族層化した子孫ではないかとも考えられる｡

8　富木銭と和同開弥銀銭

武陵地1号境から1枚の官本銭が出土し､座光寺地域で1枚の官本銭が発見されたが､

長野県内の皇朝十二銭の性格を考えると､両官本銭ともに厭勝銭であることはまちがいな
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い(文献51)｡このような古代銭貨の流通貨幣以外の性格をさらに裏付けるものとして注

目したいのが､平成19年(2007)に藤原宮大極殿院南面西回廊で発見された｢冨本銭｣

の性格である｡この｢冨本銭｣は平瓶の口綾部に9枚が納められ､内部には水晶の原石9

点が納められていた｡この｢冨本銭｣は飛鳥池遺跡で鋳造された｢富本銭｣とは文字や七

曜文の表現が異なり､藤原京内の鋳銭司により鋳造された｢冨本銭｣の可能性が指摘され､

地鎮行為に用いられたと考えられている(文献52)｡藤原京期からすでに銭が厭勝銭とし

て用いられていたことを考えれば､我国で鋳造貨幣を使用するにあたり､当初から流通貨

幣に加え､厭勝銭としての性格をそなえ持っていたことが理解できる｡シナノの古墳石室

からの銭貨の出土例は､奈良時代の皇朝十二銭の石室への追葬として茅野市乞食塚古墳で

の和同開弥4枚と高年通蜜1枚の出土例が知られる｡また下諏訪町-の釜古墳からもその

可能性が指摘されているように､ -古墳(横穴式石室)からの複数追葬品を考えれば､座

光寺地域から出土した官本銭も武陵地1号墳からの出土とも考えられるが､あくまでも推

測の域を出ない｡座光寺地域の恒川遺跡群の竪穴住居跡より和同開弥銀銭が出土している

ことを考慮すれば(文献53)､武陵地1号墳のみならず､座光寺地域の他古墳でも官本銭

が追葬品であった可能性も考えられなくはない｡

また､官本銭や和同開弥銀銭が鋳造､使用された7世紀後半から8世紀初頭にかけて使

用された藤原宮期の畿内産土師券が恒川遺跡群から杯･皿･蓋などの券種セットとして出

土しており､このような状況は長野県内の他地域には見られない(文献54･55)｡都の生

活を噂好する都人が官本銭や和同開弥銀銭を土器とともに持参して来たものと考えられる｡

また､飯田市松尾の天神塚古墳からも追葬晶として同時期の畿内産土師器が出土している｡

官本銭(貨幣)や畿内産土師器(藤原京での食器)を追葬品とするにあたっては､貨幣

や食器を副葬するという行為を理解していなければならない｡このことを思えば､武陵地

1号境や天神塚古墳に追葬もしくは都の貨幣や食器の迫葬行為を行ったのは都へ舎人とし

ての出仕や労役等で都に赴いた在地豪族､あるいは大化元年(645)年の東海･東山･北

陸の諸国へ東国国司として派遣されて以来の都から派遣された人物､あるいは日本書紀に

記載されている天武13 (684)年のシナノ地勢調査に関わる人物が､これまで大和政権と

関わりをもっていた在地家族の墓に追葬された結果ではないかとも考えられる｡いずれに

しても都での埋葬行為を十分に知りえた人物であったと考えられる｡

9　伊那郡衛の成立

これまで現在の飯田市の天竜川西岸地域を中心に下伊那地域の5世紀後半以降の古墳群

形成や横穴式石室の採用､新来文化をいち早く受容した集落､馬の殉葬や馬具､甲宵の出

土状況､文献にみえるシナノの重要性､富本銭や畿内産土師器の出土意義などについて見

てきた｡

下伊那地域では､ 5世紀後半になり大和政権が東国を視野に入れるための中継拠点とし

て､そして騎馬を中心とする馬の飼育や管理に適した場所として､重要拠点として認識さ
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れることとなる｡このあらわれが北は天竜川を挟んだ喬木村井ノ上古墳から出土した宵､

南は飯田市立石地区(立石寺蔵･出土古墳不明)での横矧板鋲留短甲と三角板鋲留短甲の

出土など､多くの在地有力豪族達がそれぞれの畿内有力家族層との紐帯関係を結ぶ中で武

人的な様相を強めて行く様相がうかがえる｡しかし馬の飼育や管理を中心に新たな文化や

社会システムの変化の中で､しだいに地域統合の動きが見え始める｡これまで見てきたよ

うに5世紀中頃以降広範囲に武人的在地有力豪族達が台頭する中で､前方後円墳の築造､

横穴式石室の採用､馬の飼育や管理と言う事象から､ 6世紀前半には座光寺地域､上郷地

域､松尾地域､駄科地域､桐林地域､川路地域にまずは集約され､さらに6世紀中頃には

座光寺地域､上郷地域､桧尾地域､竜丘地域(駄科地域､桐林地域､上川路地区､川路地

域)の4地域に集約されることとなる｡

座光寺地域､上郷地域､松尾地域､竜丘地域の4地域のうち､ 6世紀中頃以降にはさら

に上郷地域が松尾地域に吸収されて行く様相を見せる｡座光寺地域､上郷地域､松尾地域

については直接的な馬の飼育や管理による畿内有力家族層や渡来系の技術者達との関係が

さらに密接になって行く過程が見られるが､竜丘地域についてはこれまで馬の生産などを

考えさせられる資料が確認されていないことや､ 6世紀中頃に始まる御猿堂古墳や馬背塚

古墳の大形横穴式石室の構築を思えば､直接的な馬生産や管理による畿内有力家族層との

関係とは異なった在地有力豪族の存在があったと考えられる｡

7世紀代に入ると律令国家建設のために全国的に新たな国造りが行われるが､下伊那地

域も例外ではない｡北本城古墳などにみられる横穴式石室や馬の飼育と管理など新来文化

を積極的に受容しカを蓄えた新興有力豪族達の台頭､さらには平坦な土地が他地域よりも

広く､東西交通の中継点としての地理的環境によって座光寺地域がしだいに大和政権に注

目されることとなる｡ 7世紀中頃以降､新たな大和政権による律令体制整備に伴う状況か

らか､下伊那地域においては突然集落が減少し､古墳数も激減し､ほとんどが迫葬状況と

なる｡しかし座光寺地域は下伊那地域での集落密集地となり､飛鳥諸京や藤原京から派遣

された役人や､都へ舎人としての出仕や労役等で都に赴いた在地家族層の往来が頻繁であ

ったと考えられる｡そのあらわれが畿内産土師券や官本銭･和同開弥銀銭の出土であろう｡

下伊那地域は5世紀後半以降､畿内有力家族層とのつながりの中で､馬の生産や管理を

中心に新来文化を積極的に取り入れることにより､在地豪族達の盛衰の中地域振興に成功

した地域であったのである｡そして7世紀後半から8世紀前半にかけての東国の律令国家

整備に大きな役割を担うが､ 8世紀中頃以降にはまた新たな時代を迎えることとなる｡

10　まとめにかえて

シナノにおける前方後円墳を中心とする古墳構築や古墳群形成は､千曲川水系の善光

寺平において4世紀前半頃開始される｡そして5世紀中頃を境に天竜川水系の伊那谷南

城(下伊那地域)に移行する｡このような5世紀中頃以降の前方後円墳を中核とする古墳

群形成の地域的移行については､武蔵における南武蔵地域や比企地域から埼玉地域へ､美
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濃･尾張地域での濃尾平野や犬山扇状地地域から名古屋台地方面への移行ほか､下野や三

河などでもみうけられる｡

それぞれの地域における様々な状況によるものと考えられるが､科野においては大和政

権が国造りを進めるにあたり､ `赤い土器fに象徴される籍清水式土器文化圏の弥生時代

以来の有力者達による大和政権への自己主張的権威表現の結果､地域有力者達の高遠山古

墳や森将軍塚古墳を初めとする善光寺平の前方後円墳が築造され､さらにその地域有力者

達の善光寺平南域への集約化により順次前方後円墳が築造されたものと考える｡ (第1期

大和政権における国造り)

しかし､ 5世紀中頃以降の下伊那地域での前方後円墳築造は､その前段階の大形円墳や

帆立貝形古墳の築造段階から､東国を視野に入れるための大和政権独自の地域有力者の創

出･擁立による結果であり､大和政権が意図的に指名した在地勢カの有力者達の墓であっ

たと考えられる｡ (第2期大和政権における国造り)

7世紀代に入ると律令国家建設のために全国的に新たな国造りが行われるが､下伊那地

域も例外ではない｡ (第3期大和政権における国造り)

これに伴い､座光寺地域では新来文化を積極的に受容し力を蓄えた新興有力豪族達が台

頭し､さらには先にものべたような地理的環境によって当地域は急成長することとなる｡

以上､シナノの前方後円墳を中核とする古墳群形成の背景を簡単に推察した｡

最後にこの推察を背景にあらためて下伊那地域の5世紀中頃から8世紀初頭頃の考古学

的資料から読み取れる歴史動向について簡単にまとめて見たい｡

5世紀中頃以降､座光寺地域､上郷地域､松尾地域､駄科地域､桐林地域､川路地域､

三穂地域では武人的性格の在地豪族達が､騎馬を中心とする馬の生産･管理や東国を勢力

視野に入れようとする畿内有力家族層との個々の紐帯関係の中で成長するが､それぞれの

成長の中で､ 5世紀後半から6世紀前半頃にかけて､まずは三穂地域が川路地域に吸収さ

れ､さらに6世紀中頃以降には川路地域も竜丘地域に吸収されることとなる｡また駄科地

域も6世紀後半頃には完全に吸収され､広範囲な竜丘地域が形成されることとなる｡

しかし､このように勢力拡張した竜丘地域では直接的に馬の生産や管理に関わる遺構･

遺物が確認されていない｡

座光寺地域､上郷地域､桧尾地域は須恵器の搬入や馬の殉葬などの遺物や遺構を考えれ

ば､騎馬を中心とする馬の生産･管理を核とする諸々の新来文化を積極的に受け入れ､そ

れぞれの地域振興を遂げ勢力を維持していたものと考えられるが､ 6世紀中頃以降には上

郷地域が桧尾地域に吸収されていく結果となる｡

座光寺地域や松尾地域は､直接的に馬の生産･管理を核としながら地域振興を果たし､

桐林地域とはまったく異なった新興在地豪族達の勢力の台頭が進められたようである｡

この結果､ 7世紀代に入り下伊那地域での畿内有力家族層との直接的な紐帯関係による

在地豪族達は座光寺地域､松尾地域､竜丘地域となり､それぞれがかなり広い範囲を手中

にする大きな勢力範囲を維持することとなっていたようである｡しかし､座光寺地域は7
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世紀中頃以降､これまでの畿内有力家族層との直接的な紐帯関係による馬の生産･管理を

核とした地域振興の結果､蓄えてきた地域経済や文化に加え､下伊那地域の中では広い緩

やかな平坦地であり東国ルートへの拠点とするに適した場所として大和政権に理解され､

新たな律令国家建設に向けての思惑と一致することなどから､ 7世紀後半には大和政権が

東国を視野に入れる拠点として座光寺地域が選択されたものと言えよう｡

7世紀後半以降の恒川遺跡群を中心とする座光寺地域からの宮本銭･和同開弥銀銭や畿

内産土師券の出土や武陵地1号墳からの官本銭の出土､さらには7世紀後半代の天武朝期

における日本書紀などの記載から､座光寺地域に伊那郡衛が置かれ､それが律令国家建設

の初期段階では､科野(信濃)のみならず､東国を視野に入れるための重要拠点であった

ことが理解されよう｡

そして奈良時代での伊那の在地豪族金刺舎人人麻呂が信濃牧主当となっていることを思

えば､おそらくは5世紀中頃以降に座光寺地域に馬の生産･管理に携わる専門工人として

当地を訪れ､地域の中で経済的にも政治的にも本来の在地豪族達に変わり成長した新興有

力在地豪族化した人々の末轟であったことが想像されるのである｡

以上､ 5世紀中頃以降の甲宵､馬､前方後円墳､横穴式石室､文献記載などの事例を紹

介し在地豪族達の盛衰を見ながら､なぜ7世紀末葉から8世紀初頭頃に座光寺地域に官本

銭､和同開弥銀銭､畿内産土師器が持ち込まれたかが理解されたと考える｡また､下伊那

地域における5世紀中頃から8世紀初頭頃にかけての考古学的な動向や当地域の重要性を

理解していただけたものと考える｡
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おわ　り　に

長野県での生活は､昭和61年度に長野県埋蔵文化財センターに着任以来､早くも25年

が経過した｡大学在学中､卒業後と都県を越えて関東地方での発掘調査や勉強を重ねてき

た｡序でもふれたが長野県は南北約212km､東西約120km､面積は約13,582mBと広大な面

積をほこり､本州のほぼ中央に位置していることから多様な環境に加え､先土器(旧石

港)以来､東西南北周辺地域からの様々な文化や生活習慣を受け入れ､さらにそれらを独

自の文化や生活習慣とともに周辺地域へ発信しながら､長い歴史を重ねてきた｡

長野県に着任以来､古墳時代における｢善光寺平(長野県北域)と下伊那地域(長野県

南域)に見られる古墳時代文化の二相｣､そして｢渡来文化｣について関心を持ち勉強を

重ねてきた｡このことは決して筆者自身の思いこみではなく､考古資料から読み取れる長

野県内の大きな特徴であり､古墳文化を読み解く上での非常に重要な鍵となる｡

また7世紀以降の律令国家建設に向けての全国的な動きは､長野県内の出土資料からも

例外ではないことがうかがえ､最も端的に情報を伝えてくれたのが畿内産暗文土器や官本

銭と和同閲弥銀銭をはじめとする皇朝十二銭であった｡

当論では以下ことを検証､確認することができたと考える｡

o考古学を研究するに当たって､時代の物差しとなる土器について､県内4地域の土器

様相の違いが明らかになった｡

o篠ノ井遺跡群及び周辺地域出土の小形傍製鏡をとおして､その扱われ方や性格が見え

てきた｡この古墳時代における小形傍製鏡の性格が宝器として大形鏡とは異なり中小

在地家族層個人､あるいはムラ全体を守る`儀鏡'として重宝していたことが理解で

きた｡そしてこの小形鏡の持つ性格がこの後､律令期には官本銭や皇朝十二銭といっ

た銭貨(厭勝銭)へと引き継がれていくことが確認できた｡

o積石塚古墳や合掌形石室について､これまでの学史を振り返り整理した結果､積石塚

古墳については高句麗や百済との関わりでその起源を考えることができる状況であり､

また合掌形石室については､これまでの百済との関わりだけで論ずることには現状で

は無理があることが確認できた｡またあわせて学史で語られてきた積石塚古墳と合掌

形石室のセット関係での高句麗や百済との関連についても､現状では無理があること

が理解できた｡

｡シナノの北域である善光寺平での積石塚古墳や合掌形石室のありかた､南域である下

伊那地域における横穴式石室をもつ前方後円墳を中核とする古墳群形成の推移をとら

え､これらとの関連でシナノの北域と南域での古墳時代における5世紀中頃から7世

紀前半代にかけての馬の生産､カマドの構築を含めた住居構造の変化､須恵器の使用

や生産等について比較検討をすることができた｡このことにより､ 4世紀後半､ある

いは5世紀中頃以降に渡来人あるいは渡来系の人々を含めた｢新来文化の担い手｣た
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ちが北域と南城を中心にシナノ全域にその足跡を残し､その在地の人との関わり方に

地域毎の特徴があることが確認できた｡そしてさらに｢新来文化の担い手｣たちの動

きを確認することができた｡

o科野出土の畿内産(系)暗文土器や信濃出土の官本銭､皇朝十二銭の発見をとおして､

飛鳥諸京や藤原京･平城京･平安京と地方(信濃)との関わりの一端が明らかになり､

特に日本書紀の大化元(645)年や天武13(684)年の記載との関わりで､シナノ(料

野･信濃)の地では都人の動きも活発であったことが理解できた｡このことからこれ

ら日本書紀の記載を明確に裏付けるものとして畿内産(系)暗文土器や銭貨が非常に

重要な考古資料であることが確認できた｡

o古墳時代の埴輪に措かれた｢鹿｣や平安時代の土器に措かれた｢鹿｣の絵をとおして､

考古資料､文献史料､民俗例などの検証により､古墳時代人や平安時代人の｢鹿｣へ

の思いを探ることができた｡山深い当地において､他地域よりも日常｢鹿｣との関わ

りが深かったことが理解できた｡

以上のような｢シナノ～科野～信濃｣の歴史像を検証･復元することができたと考える｡

しかし今回の検証･復元は古墳時代から平安時代にかけての歴史のごく一部分にしか過ぎ

ず､当論で多くが検証･復元･解明ができたとは考えていない｡当論を出発点として｢シ

ナノ～科野～信濃｣の歴史事実の解明に筆者自身がさらに努力しなければならないこと､

そして当論をきっかけに研究者の方々の研究が進展することを期待しおわりとしたい｡

平成23年(2011年) 7月29日　提出
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